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■ FDの定義
教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組の総称。（中略）単に授業内容・方

法の改善のための研修に限らず、広く教育の改善、更には研究活動、社会貢献、管理運営に関わる教
員団の職能開発の活動全般を指すものとしてＦＤの語を用いる場合もある。
　＊中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」（2012）用語集より

■ FD義務化の根拠法令（大学設置基準等）
大学は、当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その教員及び事務職員等

に必要な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（次項に規定す
る研修に該当するものを除く。）の機会を設けることその他必要な取組を行うものとする。
　＊大学設置基準（省令）第十一条より
　＊�大学院については大学院設置基準（省令）第九条において、同様に定められている
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1．序言

1．はじめに
新型コロナが 5 類に引き下げられるとのことです。様々な制限が緩和されることは喜ばしい事だと
思います。一方でこの 3 年間の生活が無かったかのように元に戻れるかといわれると、直ぐには戻れ
ないでしょう。また、何が学生にとって最良の授業環境・方法なのかという常識も変化していること
から、大学として様々な観点でのFD活動を継続する必要があると考えます。授業だけでなく、部活や
サークル、研究室活動など多くの場面で「繰り返し行われてきたこと」の引継ぎが困難となり、縮小さ
れた活動が多くあるでしょう。改めて大学の文化を積み上げていくことが望まれているのではないで
しょうか。そのためには、社会から大学教育に何を期待されているのか（倫理、データ分析など）と、
学生が大学に何を期待しているのか（学修環境、合理的配慮など）を、教職員が可能な限り理解し対
応することが大切と思います。
今年度のFD活動は、主に新任教員向けに行っている授業設計に関するワークショップを継続しつ
つ、教授方法というよりは今の大学教育で考慮しなければならない授業の運営方法に関する情報提供
に注力いたしました。本報告書では、そのようなFD活動の状況についてまとめた結果を報告いたしま
す。

2．FD活動の概要
2022年度の教育推進センターにおける重点課題としては、教員の教育力向上に資する支援の実施と、
広報を含めた教育データの利活用といたしました。具体的には下記に示す項目を実施いたしました。

1）教員の教育力向上に資する支援
　　・新任教員向けのFDワークショップ
　　　�28名の教員が参加し、授業内容の設計、評価方法の定め方、アクティブ・ラーニングの原理

など、多様な観点での授業設計法について参加者の演習や意見交換を交えて学びました。
　　・FDセミナー
　　　�「障害学生への合理的配慮をふまえた授業設計について」、「授業運営・業務における重要情報

の扱いと情報セキュリティ対策のありかた」というテーマで 2 回のFDセミナーを実施しまし
た。前者は、改正障害者差別解消法により努力義務から法的義務に変わった障害者への配慮
に関する内容でした。障害のある学生の平等な学習機会を確保するために「教育の本質」を
保ちつつ、過重な負担を伴わない範囲で、大学が個人に合わせた変更や調整を提供しなけれ
ばならないというもので、学生の障害を理解し適切な対応を探るうえで「建設的対話」の重
要性を再確認しました。このセミナーは学生サポートセンターとの共同開催でした。教職員
から合わせて181名の参加があり、 9 割以上の参加者が「自身の授業・業務に活かせる知識や
スキルを身に付けられた」と回答しました。

　　　�後者は、個人情報保護、情報セキュリティに関するセミナーでした。ICT技術により便利にな
る反面、複雑になっている情報セキュリティに関して、意図せずして問題が起きてしまうこ
とを避けるために心がけることについて講演いただきました。このセミナーは、人事部、情
報センターとの共同開催で、SD（Staff Development）セミナーという位置づけでもありまし

多様な学生が学ぶ大学のありかた

� 教育推進センター長　目加田　慶人
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1．序言

た。教職員から合わせて271名の参加があり、こちらについても 9 割以上の参加者が「自身
の授業・業務に活かせる知識やスキルを身に付けられた」と回答しました。

　　・その他
　　　�継続して利用しているJPFFオンデマンド講義に加えて、私立大学情報教育協会の講演や講義

を利用できるようにし、教職員の皆様への情報提供を充実させました。またFD参観も引き続
き利用いただいています。どのようなFD活動に参加したのかについてのアンケートを実施
し、各教員が 1 年を振り返る機会を設けました。

2）広報を含めた教育データの利活用
　　�FD NEWSを 2 回発行いたしました。掲載内容を見直しつつ、大学の授業の仕組みの理解促進
と、授業アンケートの分析結果について要点をまとめて視覚的に理解できるようにし、広報い
たしました。授業改善のためのアンケートを活用して各教員が授業を振り返る機会を提供しま
した。オンラインでアンケート実施していることから、以前に比べてアンケートの回答率が低
下しているという問題に対して、教育推進センター委員を通じた教員への周知、ALBOやポス
ター掲示による学生への案内などをおこないましたが明確な効果はありませんでした。多くの
授業に対してアンケートを回答する受講生の負担は考慮しつつも、授業計画の改善のためには
回答率を向上させる方策を考えなければなりません。「より良い授業」は学生とともにつくるも
のです。学生諸君も授業の改善に是非とも協力してください。自由記述部分を含めたアンケー
ト結果の利用方法に関する更なる検討が必要と考えています。アンケートの結果は、両セメス
ター共に前年を上回る評価となりました。授業規模、内容、授業形態など様々な要因での分析
を進めています。オンライン授業の良い所を残しつつ面接授業を中心とし、キャンパスを学生
生活のために有益な場として提供できるように検討を進める必要を感じています。

3．今後のFD活動に期待すること
多様な人がいることを認め、それを尊重する社会となってきています。大学を卒業、修了する学生に
対して、社会から求められる力も変化しています。我々教員も教授方法だけでなく、学生への接し方
や学生のあるべき姿に対する考え方を常に更新することが求められています。そのような変化を感じ
る場としてのFD活動を提供することが必要と考えます。引き続き、教職員と学生のために様々なFD
活動を企画することになるので、ご協力をよろしくお願いいたします。
最後になりますが、 2 年間の教育推進センター長の任期を無事終えることが出来ました。多くの方
の協力無くしては何もできなかったと思います。今後は一教員としてFD活動に協力しつつ、「研究に
根差した教育」のために努力したいと思います。
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2．中京大学における「FD」と教育推進センター

⑴　中京大学におけるFDの定義
中京大学は、ファカルティ・ディベロップメント（以下「FD」という。）について、次のように定
義しています。

「�学部・研究科等が掲げる教学上の目的を達成するために、教育の質と教育力の向上を目指す、組織
的かつ継続的な取り組み」

　＊スローガン（標語）

For Doing our best
　― FDは大学のすべての者の《幸せ》のため ―

＊中京大学におけるFDの在り方、本質について、　
　安村仁志前学長が標語として文章化されたものです。

⑵　中京大学教育推進センターとは
本学の教育理念及び目的を実現し、教育活動の質向上を果たすことを目的に、2015年 4 月に設置さ
れた組織です。中京大学教育推進センター規程に基づき、（ 1）教育施策の企画及び実施（ 2）FD活
動の支援（ 3）その他センターの目的達成に必要な事業　の 3 つの事業を行っています。

⑶　組織構成図
規程に基づき、教育推進センターにセンター長、センター員、委員会を置き、教育活動の質向上に
資する事業を行っています。また、それぞれのアジェンダ（行動計画）に基づく事業の企画・運営を
行います。教育推進センターの運営及び委員会の業務は、教学部教育企画課が担当します。

センター員
※センター長推薦・
　学長任命　　　　

センター長
［代表・総括］

※学長推薦・理事長任命

教育推進センター委員会

教育企画課
［運営］

学　長

各学部
研究科等

行政本部
（関係部署）

推薦・任命

委員選出

委員・
オブザーバー

選出

� ※組織構成図は2022年度時点

⑷　教育推進センターのミッション（使命）
「本学が提供する教育を通じて、学生を「自ら考え、行動するしなやかな知識人」へと成長させるた
め、教育改善に関する組織的活動や教員個々の取組を支援するとともに、学びの環境整備（教育コン
テンツや施設・設備等）の施策を、中期的な視点で企画・立案する。さらに、学生と教職員の協働に
より教育・学修の質向上に寄与する。」

　＊ミッションの根拠

中京大学長期計画NEXT10における「教育」の目標
自ら考え、行動するしなやかな知識人を育成する
（NEXT10骨子Ⅰ－教育より）
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2．中京大学における「FD」と教育推進センター

⑸ 教育推進センター委員会委員（2022年度）

所　属 氏　名 備　考

セ ン タ ー 長
（委員長・議長） 工 学 部 目 加 田　 慶 人

センター長（規程第 3 条）
委員長・議長（規程第 6 条第 2 項）

委 員 文 学 部 宮 澤 　 太 聡 各学部・研究科から選出された専任
の教育職員
（規程第 6 条第 1 項第 3 号～第 7
号）

文 学 研 究 科 德 竹 　 由 明

国 際 英 語 学 部
杉 浦 　 清 文

国 際 英 語 学 研 究 科

国 際 教 養 学 部
武 井 　 暁 子

国 際 学 部

心 理 学 部
神 谷 　 栄 治

心 理 学 研 究 科

現 代 社 会 学 部
芝 野 　 淳 一

社 会 学 研 究 科

法 学 部
濱 﨑 　 智 江

法 学 研 究 科

総 合 政 策 学 部 今 井 　 良 幸

経済学研究科総合政策学専攻 中 村 　 将 人

今井教授は春学期、

中村准教授は秋学期を担当

経 済 学 部
古 川 　 章 好

経済学研究科経済学専攻

経 営 学 部
谷 口 　 勇 仁

経 営 学 研 究 科

工 学 部 磯 　 直 行

工 学 研 究 科 瀧 　 剛 志

ス ポ ー ツ 科 学 部
大 家 　 利 之

スポーツ科学研究科

教 養 教 育 研 究 院 竹 下 　 諒

法務総合教育研究機構 横 尾　 日 出 雄

教 学 部 長 山 田 　 高 資

教 育 企 画 課 長 小 山 　 達 也

オブザーバー 学長補佐（教育担当） 梅 村 　 義 久 委員以外の者（規程第 6 条第 6 項）

教 育 企 画 課 長 補 佐 伊 藤 　 直 哉

教 育 企 画 課 児 玉 　 朋 希 書記
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3．教育推進センターの活動

⑴　学内会議（教育推進センター委員会）
開催回 開催日 議　題

第 1 回 2022年 4 月27日 教育推進センター委員会委員について
教育推進センター委員会の重点目標について
授業環境・学内環境に関するアンケートの実施について
秋学期授業改善のためのアンケートの実施結果について
春学期授業改善のためのアンケートの実施について
FDワークショップの実施報告について
FD活動実績について
FD NEWSの発行について
教育質保証会議の報告について
FD参観について
教育推進センター委員会の開催日程について

第 2 回 2022年 5 月25日 授業環境・学内環境に関するアンケートの実施について
春学期授業改善のためのアンケートの実施について

第 3 回 2022年 6 月29日 授業改善のためのアンケート省察コメントの点検について
第 1 回中京大学FDセミナーの実施について
FD活動報告書の発行について
FD NEWSの作成について
JPFF総会・シンポジウムの参加報告について
日本私立大学連盟FD推進ワークショップについて

第 4 回 2022年 7 月27日 JPFFオンデマンド講義について
FD活動実績について

第 5 回 2022年 9 月28日 授業環境・学内環境に関するアンケートの実施結果について
春学期授業改善のためのアンケートの実施結果について
秋学期授業改善のためのアンケートの実施について
第 1 回中京大学FDセミナーの実施報告について
FD参観について
FD活動実績について
FD NEWSの発行について

第 6 回 2022年11月23日 シラバス入稿・第三者チェックについて
授業改善のためのアンケート省察コメント点検について
FD活動実績入力について
2022年度中京大学第 2 回FDセミナー・SDセミナーの実施について
FD NEWSの発行について

第 7 回 2023年 1 月24日 全学委員会点検・評価報告書について
授業改善のためのアンケートの授業選定ルールの変更について
2023年度FDワークショップの実施について
授業改善のためのアンケート実施状況について
私立大学情報教育協会オンデマンド配信の利用について
外部FD関係イベントについて
FD NEWSの作成について

第 8 回 2023年 2 月21日 授業改善のためのアンケートの授業選定ルールの変更について
全学委員会点検・評価報告書について
授業改善のためのアンケートの実施結果について
FD活動報告書の制作について
FD活動実績入力状況について
JPFFオンデマンド講義について
JPFF会員校ミーティングの参加報告について
私立大学情報教育協会研究発表会発表募集案内について

第 9 回 2023年 3 月15日 全学委員会点検・評価報告書について
FD活動実績入力状況について
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3．教育推進センターの活動

⑵　FD活動実績
年 月 活動内容

2022年

4 月

◦	『FD NEWS No.23』発行・WEB公開（4/1）

◦	中京大学FDワークショップⅠ開催（4/6）

◦	春学期FD参観（授業公開）実施期間（4/15～7/20）

5 月 ◦	「2022年度における教育上の取組み・目標（年次目標）」公開

6 月 ◦	『2021年度FD活動報告書』発行（6/27）

7 月
◦	春学期「授業改善のためのアンケート」実施（7/4～7/29）

◦	2022年度「授業環境・学内環境に関するアンケート」実施（7/４～7/27）

9 月
◦	秋学期FD参観（授業公開）実施期間（9/29～1/16）

◦	FDセミナー「障害学生への合理的配慮をふまえた授業設計について」開催（9/12）

10月
◦	『授業改善のためのアンケート自己点検・評価報告書（春学期）』WEB公開〔学内〕

◦	『2022年度「授業環境・学内環境に関するアンケート」結果と振り返り』WEB公開

11月 ◦	『FD NEWS No.24』発行・WEB公開（11/1）

12月 ◦	秋学期「授業改善のためのアンケート」実施（12/19～1/23）

2023年
2 月 ◦	FD・SDセミナー「授業運営・業務における重要情報の扱いと情報セキュリティ対策のあり

かた」開催（2/24）

3 月 ◦	『授業改善のためのアンケート自己点検・評価報告書（秋学期）』WEB公開〔学内〕

⑶　FD関連イベント
【FDワークショップ　新任教員のための授業準備講座「授業設計の基本」】

開 催 日：2022年 4 月 6 日
講　　師：丸山和昭 氏　名古屋大学高等教育研究センター（教育基盤連携本部）准教授
参加者数：28名

【第 1 回FDセミナー　障害学生への合理的配慮をふまえた授業設計について】

開 催 日：2022年 9 月12日
講　　師：田中真理 氏　九州大学基幹教育院教授
参加者数：181名

【第 2 回FDセミナー・SDセミナー　授業運営・業務における重要情報の扱いと情報セキュリティ
対策のありかた】

開 催 日：2023年 2 月24日
講　　師：長谷川長一 氏　�株式会社ラック 新規事業開発部 産学官連携事業室 兼 東京電機大学、�

九州工業大学、北九州工業高専、高知工業高専 非常勤講師
参加者数：271名（当日参加及びオンデマンド参加）

※講師の所属等に関する情報はいずれも企画時点のもの
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3．教育推進センターの活動

⑷　アンケート調査
【授業改善のためのアンケート】

対　　象：学生
概　　要：�学生の意見を基に教員が自らの授業を振り返り、授業改善に資することを目的とする。�

教員一人につき一科目（授業）以上の実施を原則とする。
実施期間：各セメスターの13週目から15週目の授業時間中
　　　　　春学期：2022年 7 月 4 日～ 7 月29日
　　　　　秋学期：2022年12月19日～2023年 1 月23日

【授業環境・学内環境に関するアンケート】

対　　象：学生
概　　要：�授業環境や学内環境に対する学生の満足度を図るためのアンケート。回答結果や本学の

取組・計画等を関係部署間（管財課・教務課・情報システム課・教育企画課）で取りま
とめ、ALBOを通じて学生にフィードバックを行う。また、フィードバックについては
PDFデータを教育推進センターのHP上で公開している。

実施期間：2022年 7 月 4 日～ 7 月25日

⑸　FD参観（授業公開）
概　　要：�全ての学部の授業が原則公開（参観）の対象となる制度に基づく、FDの観点による授業

参観。教育企画課への申請と、授業担当者の許可により参観が可能。
実施期間：各セメスターの 2～14週目
実施件数： 1 件（2022年度実績）

⑹　ホームページ運営
教育推進センターで行う取り組みやイベント、刊行物等について情報発信しています。
【URL】https://www.chukyo-u.ac.jp/information/fd/

項　目

センター概要

活動・取組

刊行物

アンケート

遠隔授業ガイドブック

更新情報・お知らせ
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3．教育推進センターの活動

⑺　刊行物発行
【FD活動報告書】

概　　要：�本学におけるFD活動を年度ごとにまとめた冊子で
す。教育推進センター（委員会）の組織構成・活動、
各学部・研究科のFD活動報告、アンケート結果デー
タ等を掲載しています。

発行時期：該当年度の翌年度の 6 月頃

【FD NEWS】

概　　要：�本学が行うFD活動について、学生や保護者、教職員が情報共有することを目的とした冊
子です。

発行時期：【春号】 4 月上旬
　　　　　【秋号】10月～11月頃
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3．教育推進センターの活動

⑻　FD関連セミナー・研修等参加実績
開催日 イベント名 主催機関

2022年 5 月13日 教育ITソリューションEXPO　教育の質保証セミナー 朝日ネット

2022年 6 月18日 全国私立大学FD 連携フォーラムシンポジウム 全国私立大学FD 連携フォーラム

2022年 8 月 2 日 帝京大学FDフォーラム 帝京大学

2022年 8 月27日 IRフォーラム 公益財団法人大学コンソーシアム
京都

2022年 8 月30日 大学・短期大学スタディー・プログラム 大学基準協会

2022年 9 月15日 名古屋大学高等教育研究センター　第108回客員教授セミ
ナー 名古屋大学高等教育研究センター

2022年10月26日 千葉大学第 4 回ALPSセミナー 千葉大学

2022年10月27日 HEIJフォーラム2022 HEIJ

2022年10月27日 iJAMP自治体実務WEBセミナー 時事通信社

2022年11月18日 大学基準協会スタディーアップ 大学基準協会

2022年12月 2 日 ビズアップ総研セミナー ビズアップ総研

2023年 1 月27日 全国私立大学FD 連携フォーラム
2022年度幹事校ミーティング・会員校ミーティング 全国私立大学FD 連携フォーラム

2023年 2 月 7 日 もうごまかせないFD　―40年間のFDを振り返って― 帝京大学

2023年 2 月14日 横浜市立大学　令和 4 年度公開SD研修 横浜市立大学

2023年 2 月18日 関西大学教学IRフォーラム 関西大学

2023年 2 月27日 清泉女子大学後期FD研修会 清泉女子大学

2023年 3 月16日 大学基準協会大学評価研究所大会 大学基準協会

⑼　その他
【全国私立大学FD連携フォーラム（JPFF）参加】

概　要：�2016年 5 月にJPFFに加盟。総会等への出席については⑻セミナー・研修等参加実績に記載。
JPFFオンデマンド講義：�大学教員に求められる教育力量と職能の育成、高等教育に関する知識・知

見を高めるための、JPFFが提供するeラーニング。本学の専任教職員は
教育企画課を通じてJPFF事務局に申請することで、約40の高等教育に関
するオンデマンド講義が視聴可能。2022年度における学内のアカウント
申請数は34件。

【私立大学情報教育協会オンデマンド配信利用】

概　要：�2023年 1 月から利用。FD活用のための大学改革の戦略、教育方法、学修支援に関する講
演・事例発表のオンデマンド配信を教育推進センターが総括して利用。学内の申請者のみ
が視聴可能。2022年度における学内の申請数は19件。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑴　文学部・文学研究科
①
　
文
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

日
本
文
学
科
：
授
業
方
法
等
の

改
善（
優
良
授
業
の
授
業
方
法

等
に
つ
い
て
の
研
究
と
そ
の

情
報
共
有
）。

・
�授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
優
れ
た
結
果
を
残
し

た
優
良
授
業
の
授
業
方
法
等
に
つ
い
て
の
研
究
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
が
学
科
内
で
情
報
共
有
さ
れ
る
。

・
�日
本
文
学
科
の
授
業
全
体
の
評
価
が
高
ま
る
よ
う
に
な

る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
3
月
31
日

こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
20
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

継
続
的
な
取
組
み
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
当
面
の

間
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
20
22
年
度
は
、
20
20
年
度
・
20
21

年
度
と
は
別
の
優
良
授
業
に
つ
い
て
の
授
業
方
法
等
の
研
究
と
学

科
内
の
情
報
共
有
を
行
う
。

20
23
年
3
月
2
日
の
日
本
文
学
科
会
議
に
お
い
て
授
業
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
に
基
づ
き
、
20
22
年
度
の
授
業
に
つ
い
て
具

体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

（
エ
ビ
デ
ン
ス
：
20
23
年
3
月
2
日
日
本
文
学
科
会
議
議
事
録
）。

20
23
年
度
に
お
い
て
も
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
優
良
授
業
の
授
業
方
法

の
研
究
と
授
業
改
善
を
検
討
す
る
。

2

言
語
表
現
学
科
：
授
業
方
法
等

の
改
善（
優
良
授
業
の
授
業
方

法
等
に
つ
い
て
の
研
究
と
そ

の
情
報
共
有
）。

・
�授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
優
れ
た
結
果
を
残
し

た
優
良
授
業
の
授
業
方
法
等
に
つ
い
て
の
研
究
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
が
学
科
内
で
情
報
共
有
さ
れ
る
。

・
�言
語
表
現
学
科
の
授
業
全
体
の
評
価
が
高
ま
る
よ
う
に

な
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
3
月
31
日

こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
20
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

継
続
的
な
取
組
み
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
当
面
の

間
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
20
22
年
度
は
、
20
20
年
度
・
20
21

年
度
と
は
別
の
優
良
授
業
に
つ
い
て
の
授
業
方
法
等
の
研
究
と
学

科
内
の
情
報
共
有
を
行
う
。

20
23
年
3
月
2
日
の
言
語
表
現
学
科
会
議
で
具
体
的
な
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
（
エ
ビ
デ
ン
ス
：

20
23
年
3
月
2
日
言
語
表
現
学
科
会
議
議
事
録
）。

20
22
年
度
で
は
授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
授
業
法
に
つ
い
て

情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
20
23
年
度

は
優
良
授
業
の
授
業
方
法
等
の
研
究
と
授
業
改

善
を
検
討
す
る
。

3

歴
史
文
化
学
科
：「
古
文
書
読

解
入
門
」で
の
古
文
書
読
解
能

力
の
向
上
と
歴
史
学
の
基
礎

知
識
修
得
。

・
�基
礎
的
な
く
ず
し
字
読
解
能
力
の
習
得
。

・
�用
語
・
文
体
な
ど
の
古
文
書
の
読
み
方
の
習
得
。

・
�歴
史
学
の
基
礎
知
識
が
身
に
つ
く
。

・
�歴
史
史
料
へ
の
関
心
、
研
究
意
欲
の
向
上

・
�古
文
書
が
取
り
扱
い
方
や
古
文
書
調
査
の
基
本
的
な
能

力
が
習
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
9
月
20
日

①
�第
1
講
目
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
で
、
わ
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス

ト
入
り
の
PP
を
用
い
て
、
史
料
読
解
の
意
義
を
周
知
。

②
�貴
重
な
古
文
書
を
見
学
し
て
古
文
書
へ
の
関
心
を
高
め
、
研
究

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
。

③
�毎
時
間
古
文
書
テ
キ
ス
ト
を
読
解
し
、
さ
ら
に
よ
り
詳
細
な
解

説
を
行
な
っ
て
復
習
・
予
習
を
強
化
す
る
。

④
�自
主
的
学
習
用
の
古
文
書
の
配
布
。

⑤
T
A
指
導
の
強
化
。

以
上
の
取
り
組
み
を
行
う
。

20
23
年
4
月
12
日
の
歴
史
文
化
学
科
会
議
で
、
同
授
業
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
学
生
の
感
想
を
も
と
に
、振
り
返
り
を
行
っ
た
。
第

1
講
目
は
わ
か
り
や
す
い
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
で
、
史
料
読
解
の

意
義
を
周
知
で
き
た
。
M
aN
aB
o
の
利
用
や
T
A
導
入
に
よ
り
質

問
が
出
し
や
す
い
環
境
に
な
り
、
教
育
効
果
も
向
上
し
た
。〈
エ
ビ

デ
ン
ス
：
20
23
年
度
4
月
12
日
歴
史
文
化
学
科
会
議
議
事
録
、
20
22

年
度
「
古
文
書
読
解
入
門
」
第
1
講
目
受
講
感
想
）。

授
業
開
設
以
来
教
育
的
効
果
も
上
が
っ
て
お

り
、
従
来
の
成
果
を
踏
ま
え
て
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や

M
aN
aB
oで
の
質
問
な
ど
で
出
さ
れ
た
要
望
も

取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る
読
解
能
力
向
上
を
め
ざ

す
。

4

歴
史
文
化
学
科
：
共
同
研
究

を
通
し
た
歴
史
研
究
の
研
究

方
法
の
学
習
。
研
究
倫
理
意

識
の
向
上
。
授
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
の
活
用
。

・
�今
ま
で
継
続
し
て
行
な
っ
て
き
た
「
踏
査
基
礎
演
習
」

の
内
容
（
文
献
調
査
・
現
地
踏
査
）
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
。

・
�研
究
倫
理
教
育
を
目
的
と
し
た
文
献
調
査
法
の
指
導
の

さ
ら
な
る
充
実
、
先
行
研
究
の
理
解
、
資
史
料
や
ネ
ッ

ト
情
報
の
扱
い
方
の
周
知
と
そ
の
実
践
。

・
�授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
優
れ
た
結
果
を
残
し

た
優
良
授
業
の
学
科
で
の
情
報
共
有
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
3
月
31
日

①
�第
1
講
目
の
全
体
説
明
で
の
授
業
内
容
・
意
義
、
研
究
倫
理
の

周
知
。

②
�各
教
員
が
研
究
倫
理
を
含
め
得
て
文
献
調
査
法
、
情
報
の
利
用

な
ど
の
周
知
。

③
�学
生
間
の
話
合
い
と
共
同
研
究
の
意
識
の
向
上
。

④
�優
良
授
業
の
研
修
会
。

以
上
の
取
り
組
み
を
行
う
。

20
23
年
4
月
12
日
の
歴
史
文
化
学
科
会
議
で
、
各
教
員
の
取
り

組
み
を
も
と
に
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
第
1
講
目
の
み
遠
隔
授
業

で
実
施
し
、
以
降
は
面
接
授
業
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
対
面

に
よ
る
共
同
研
究
は
昨
年
度
以
上
に
そ
の
教
育
的
成
果
が
上
が
っ

た
。
研
究
倫
理
は
、
十
分
に
周
知
を
し
た
も
の
の
、
一
部
に
理
解

が
足
り
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。（
エ
ビ
デ
ン
ス
：
20
22
年
度
『
踏

査
基
礎
演
習
報
告
書
』、
20
23
年
度
4
月
12
日
歴
史
文
化
学
科
会
議

議
事
録
）

次
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
教
育
的
効
果
を
踏
ま

え
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
授

業
終
了
時
の
学
生
か
ら
の
取
り
組
み
の
反
省
や

意
見
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
く
。
研
究
倫
理
に

つ
い
て
は
、
一
部
に
浸
透
し
て
い
な
い
面
も
み

ら
れ
た
の
で
、
全
体
説
明
会
や
各
教
員
の
ゼ
ミ

で
説
明
を
行
い
、
よ
り
周
知
を
強
め
て
い
く
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
文
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

二
専
攻
体
制
の
整
備
と
充
実

日
本
文
学
・
日
本
語
文
化
専
攻
と
歴
史
文
化
専
攻
の
有

効
な
連
携
の
下
、
質
の
高
い
教
育
研
究
を
行
い
、
本
研
究

科
の
競
争
力
が
高
ま
り
、合
わ
せ
て
定
員
充
足
率
も
高
ま

る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
3
月

①
�今
年
度
も
引
き
続
き
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
さ
ら
に

受
講
生
の
対
面
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
検
討
す
る
。

②
�例
年
行
っ
て
い
る
二
専
攻
合
同
の
大
学
院
説
明
会
を
実
施
す

る
。
開
催
の
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
し
、
定
員
充
足
率
を

高
め
る
。

①
に
つ
い
て
、
修
士
課
程
在
学
生
に
中
間
ア
ン
ケ
ー
ト
、
修
了
学

生
に
修
了
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
研
究
科
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
を
報
告
・
分
析
し
、
か
つ
改
善
案
を
共
有
し
た
。
ま
た
、
文

学
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
、
両
専
攻
の
有
効
な
連
携
の
も
と
、
日

本
文
学
・
日
本
語
文
化
専
攻
2
名
、
歴
史
文
化
専
攻
3
名
が
研
究

成
果
を
発
表
し
、
発
表
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
質
の

高
い
教
育
機
会
が
確
保
さ
れ
た
。

②
に
つ
い
て
、
12
月
7
日
に
大
学
院
進
学
説
明
会
を
日
本
文
学
・

日
本
語
文
化
専
攻
（
52
1教
室
）
と
歴
史
文
化
専
攻
（
52
2教
室
）

に
お
い
て
専
攻
ご
と
に
実
施
し
た
。
説
明
会
終
了
後
、
進
学
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

両
専
攻
の
入
学
者
は
8
名
と
な
り
、
入
学
定
員
を
充
足
し
た
。

【
根
拠
資
料
】

・
研
究
科
委
員
会
議
事
録

・
大
学
院
進
学
説
明
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
文
学
会
秋
季
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
度
も
引
き
続
き
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
さ
ら
に
受
講
生
の
対
面
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
検
討
す
る
。
文
学
会
秋
季
大
会
で

の
修
士
論
文
中
間
発
表
会
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
二
専
攻
合
同
の
大
学
院
説
明
会
を
実
施

し
、
開
催
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
議
論
し
て
、

定
員
充
足
率
を
高
め
る
。

2

授
業
内
容
等
の
改
善

受
講
生
の
満
足
度
の
高
い
授
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展

開
し
、
修
了
時
に
高
い
達
成
度
を
示
す
成
果
が
提
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
3
月

①
�今
年
度
も
引
き
続
き
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
さ
ら
に

受
講
生
の
対
面
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
検
討
す
る
の
に
加
え
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
た
上
で
、
内
容
を
検
討
し
、
よ
り

満
足
度
の
高
い
授
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
充
に
つ
と
め
る
。

②
�大
学
院
再
編
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
未
定
の
部
分
が
あ
る
の
で
、

そ
の
点
を
検
討
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
。

①
に
つ
い
て
、
上
記
の
よ
う
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
研
究

科
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
共
有
し
た
。
ま
た
、
文
学
部
・

文
学
研
究
科
合
同
の
FD
研
修
会
を
開
催
し
、
今
年
度
秋
学
期
に

実
施
し
た
、
授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
文
学
部
・
文
学

研
究
科
専
任
教
員
中
、
全
設
問
平
均
点
が
一
番
高
か
っ
た
教
員
が
、

授
業
内
容
・
方
法
に
関
し
て
工
夫
し
た
点
、
教
育
効
果
の
あ
っ
た

点
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
教
員
で
受
講
生
の

満
足
度
の
高
い
授
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
す
べ
く
情
報
を
共

有
し
た
。

②
両
専
攻
は
新
研
究
科
に
移
行
し
て
も
専
攻
の
継
続
性
が
極
め

て
高
い
の
で
、現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
大
学
院
再
編
後
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
整
合
性
を
図
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
を
保
つ
た
め
、
両

専
攻
ご
と
に
新
旧
授
業
の
読
み
替
え
な
ど
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

【
根
拠
資
料
】

・
研
究
科
委
員
会
議
事
録

・
専
攻
設
置
統
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
議
事
録

今
年
度
も
引
き
続
き
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
さ
ら
に
受
講
生
の
対
面
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
検
討
す
る
の
に
加
え
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、
内
容
を
検
討
し
た
。

そ
の
上
で
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
授
業
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
拡
充
に
つ
と
め
る
。
さ
ら
に
修
了

時
に
修
士
論
文
の
高
い
研
究
達
成
度
を
示
す
一

方
で
、
学
生
に
学
術
雑
誌
に
投
稿
す
る
よ
う
に

促
す
。

3

教
員
資
格
審
査
の
実
施

資
格
審
査
に
よ
る
担
当
教
員
の
増
員
な
ら
び
に
女
性

教
員
の
充
足

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
3
月

文
学
部
歴
史
文
化
学
科
の
教
員
の
退
職
に
伴
う
新
規
採
用
人
事

を
行
う
。
大
学
院
の
講
義
・
演
習
を
担
当
し
て
も
ら
う
た
め
、
選

考
人
事
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
踏
ま
え
て
参
考
意

見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

研
究
指
導
（
修
士
論
文
指
導
）
担
当
教
員
の
資
格
審
査
を
行
い
、

2
名
の
増
員
を
得
た
。
新
規
採
用
人
事
の
公
募
に
お
い
て
女
性
の

応
募
は
な
か
っ
た
。

【
根
拠
資
料
】

・
研
究
科
委
員
会
議
事
録

・
大
学
院
担
当
教
員
資
格
審
査
委
員
会
議
事
録

今
後
も
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
女
性

教
員
の
充
足
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

4

海
外
の
大
学
と
の
交
流

協
定
校
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
と
の
交
流
を
継

続
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
3
月

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
推
移
に
注
視
し
、
海
外
大
学
と

の
交
流
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
現
地
を
訪
れ
て
の
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
大
学
と
の
交
流
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
側
の
受
け
入
れ
担
当
教
員
の
逝
去

に
よ
り
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が
困
難
と
な
っ
た
。

他
大
学
・
大
学
院
と
の
交
流
は
重
要
な
の
で
、

海
外
で
は
な
く
、
国
内
に
振
り
替
え
て
新
規
に

交
流
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑵　国際英語学部・国際英語学研究科
①
　
国
際
英
語
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

海
外
研
修
の
拡
充
と
強
化（
国

際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
）

従
来
の
海
外
研
修
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、現
地
で

の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
対
す
る
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。
到
達

目
標
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

・
�専
攻
内
に
お
け
る
現
地
支
援
体
制
の
強
化
さ
れ
て
い

る
。

・
�実
効
性
の
あ
る
事
前
準
備
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
前
年
度
研
修
の
レ
ビ
ュ
ー

②
現
地
支
援
強
化
に
つ
い
て
の
協
議
、
成
果
の
確
認

③
旅
行
会
社
を
含
め
た
事
前
指
導
の
開
催

20
22
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
専
攻
主
催
の
海
外
研
修
は
す
べ

て
中
止
と
な
っ
た
。
中
止
に
至
る
関
係
機
関
と
の
調
整
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
た
。

20
22
年
度
を
も
っ
て
専
攻
主
催
の
海
外
研
修

は
閉
講
と
な
る
が
、
海
外
研
修
を
希
望
す
る
学

生
に
対
し
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主

催
の
海
外
研
修
へ
と
促
す
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

2

英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
強
化（
国
際
英

語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
）

国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
に
お
い
て
は
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
と
し
た
英
語
発
信
能
力
の
向
上
に

努
め
、対
外
的
な
も
の
も
含
め
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
更
な
る
充
実
を
図
る
。
到
達
目
標

と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

・
臨
機
応
変
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。

・
対
外
的
な
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
評
価
さ
れ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
専
攻
内
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
開
催

②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
奨
励

③
上
級
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導

④
海
外
研
修
の
内
容
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
込
む

20
22
年
度
は
公
開
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
主

催
・
参
加
と
も
に
す
べ
て
中
止
と
な
っ
た
が
、
授
業
内
で
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
が
積
極
的
に
行

わ
れ
た
。
授
業
内
で
対
外
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

へ
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

20
22
年
度
を
も
っ
て
専
攻
主
催
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
終
了
と
な
っ
た

が
、
対
外
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
志
望
す
る
学
生
に
は
情
報
共
有
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

3

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
に

基
づ
く
語
学
関
連
科
目
の
拡

充
（
英
語
圏
文
化
専
攻
）

英
語
圏
文
化
専
攻
で
は
、
国
際
化
に
即
し
た
多
様
で

有
能
な
人
材
を
輩
出
す
べ
く
、
専
門
科
目
の
内
容
充
実

を
目
指
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
継
続
す
る
。
具
体
的
に
は
、
毎
年
度
末
に
専

任
・
非
常
勤
教
員
が
合
同
で
そ
の
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
運
営
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
実
施
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
特
に
語
学
関
連
科
目
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、

適
宜
科
目
内
容
や
指
導
方
法
等
を
改
善
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
専
攻
内
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
開
催

②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
奨
励

③
専
門
講
義
科
目
に
対
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
充
実

①
及
び
②
に
つ
い
て
は
、
4
年
生
の
み
の
在
籍
と
な
り
、
規
模

が
縮
小
さ
れ
た
た
め
実
施
し
な
か
っ
た
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
奨
励
は
、
呼
び
掛
け
た
が
希
望
者
が
い
な

か
っ
た
）。

③
に
つ
い
て
は
、
既
に
4
年
生
科
目
で
あ
る
「
英
語
圏
文
化
演

習
V
/V
I」
に
卒
業
論
文
執
筆
要
項
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

基
づ
い
た
卒
業
論
文
の
成
績
評
価
の
厳
格
化
が
実
践
さ
れ
た
。

20
23
年
度
は
過
年
度
生
の
み
の
在
籍
と
な
る

た
め
、
20
22
年
度
の
体
制
を
維
持
す
る
。

4

『
国
際
英
語
学
部
英
語
圏
文
化

専
攻
学
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』に
基
づ
く
4

年
一
貫
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育
の
展
開

（
英
語
圏
文
化
専
攻
）

英
語
圏
文
化
専
攻
で
は
、
国
際
化
に
即
し
た
多
様
で

有
能
な
人
材
を
輩
出
す
べ
く
、
専
門
科
目
の
内
容
充
実

を
目
指
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
継
続
す
る
。
具
体
的
に
は
、
毎
年
度
末
に
専

任
・
非
常
勤
教
員
が
合
同
で
そ
の
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
運
営
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
実
施
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
特
に
語
学
関
連
科
目
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、

適
宜
科
目
内
容
や
指
導
方
法
等
を
改
善
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

例
年
通
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
を
開
催
し
、
授
業
運
営

に
つ
い
て
の
反
省
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た

情
報
や
意
見
交
換
を
基
に
、
20
21
年
度
以
降
に
向
け
た
科
目
内
容

や
指
導
方
法
等
を
改
善
し
て
ゆ
く
。
特
に
上
級
学
年
に
お
け
る
学

術
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
及
び
卒
業
論
文
執
筆
に
つ
い
て
、
同
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
活
用
を
推
進
す
る
。

20
22
年
度
は
、開
講
科
目
が
減
少
し
た
こ
と
と
、2
02
3年
度
以
降

は
過
年
度
生
の
み
の
在
籍
と
な
る
こ
と
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

レ
ビ
ュ
ー
は
開
催
せ
ず
、
担
当
教
員
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

得
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
但
し
、
卒
業
論
文
執
筆
に
つ
い
て
は
、
左

記
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て
指
導
し
た
。

20
23
年
度
は
過
年
度
生
の
み
の
在
籍
と
な
る

た
め
、
20
22
年
度
の
体
制
を
維
持
す
る
。

5

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る

取
り
組
み

（
国
際
学
専
攻
）

・
�在
校
生
が
英
語
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
外
部

試
験
を
評
価
手
段
と
し
て
使
っ
た
。

・
�在
校
生
が
卒
業
生
か
ら
就
職
活
動
の
経
験
談
を
業
種
別

に
話
を
聞
く
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

・
�在
校
生
が
卒
業
生
・
特
別
招
聘
講
師
と
就
労
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
機
会
を
持
っ
た
。

・
�在
校
生
が
仲
間
意
識
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
技
術
を
高
め

る
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

■
新
規

□
継
続

∟（
  

）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

・
�T
O
EI
C
テ
ス
ト
を
春
学
期
と
秋
学
期
に
必
須
受
験
と
し
、
そ
の

ス
コ
ア
を
語
学
科
目
の
能
力
別
班
分
け
に
活
用
す
る
。

・
�卒
業
生
が
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
経
験
談
を
語
れ
る
仕
組
み
・

制
度
を
設
計
す
る
。

・
�在
校
生
と
卒
業
生
、
特
別
招
聘
講
師
が
気
軽
に
意
見
交
換
で
き

る
手
段
と
場
所
、
時
間
を
提
供
す
る
。

・
�チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
促
進
す
る
学
習
活
動
を
導
入
、
実
施

す
る
。

・
�各
学
期
に
予
定
通
り
に
T
O
EI
C
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
3-
4日

の
期
間
を
設
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
試

験
結
果
を
専
攻
内
順
位
と
と
も
に
M
aN
aB
o
に
掲
載
し
た
。

・
�授
業
特
別
講
師
制
度
を
活
用
し
て
特
定
科
目
内
で
交
流
の
機
会

を
提
供
し
た
。

・
�ゼ
ミ
ク
ラ
ス
を
中
心
に
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
促
進
す
る
授

業
を
展
開
し
た
。

・
�20
23
年
度
は
T
O
EI
C
テ
ス
ト
実
施
と
授
業

特
別
講
師
招
聘
の
た
め
の
予
算
を
認
め
て
も

ら
え
た
の
で
、
継
続
し
て
実
施
す
る
。

・
�在
籍
生
に
も
継
続
し
て
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
を
促
進
す
る
授
業
展
開
を
す
る
。

6

学
外
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加

促
進
と
準
備
支
援

（
国
際
学
専
攻
）

・
�学
生
た
ち
が
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
る
。

・
�学
外
で
の
情
報
発
信
に
学
生
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
い

る
。

・
�専
攻
所
属
教
員
が
学
生
た
ち
を
適
切
に
支
援
し
て
い

る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

・
�各
種
の
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
参
加
提
案
と
申
込
支
援
を

学
生
た
ち
に
実
施
す
る
。

・
�プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
を
授
業
外
で
も
支
援
す
る
。

・
�大
会
参
加
経
験
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
未
参
加
学
生
た

ち
に
対
し
て
実
施
す
る
。

・
�参
加
を
予
定
し
て
い
た
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
が
不
開
催
だ
っ
た
た

め
、
学
生
た
ち
へ
十
分
な
紹
介
が
で
き
な
か
っ
た
。

・
�4
年
生
ゼ
ミ
を
中
心
に
、
研
究
内
容
の
口
頭
発
表
と
い
う
形
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
が
で
き
た
。

学
外
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
が
難
し
い
と
推

察
す
る
の
で
、
代
替
案
と
し
て
、
卒
業
論
文
の

作
成
過
程
と
完
成
後
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
在
籍
生
全
員
が
参
加
す
る

機
会
を
設
け
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
国
際
英
語
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

受
験
生
に
対
す
る
訴
求
力
あ

る
学
生
募
集
活
動（
国
際
英
語

学
研
究
科
）

国
際
英
語
学
研
究
科
全
体
の
問
題
で
あ
る
、
受
験
生

の
不
在
を
解
消
す
る
た
め
、受
験
生
に
対
す
る
訴
求
力
の

あ
る
学
生
募
集
活
動
を
継
続
す
る
。
具
体
的
に
は
、
内
部

学
部
生
に
対
す
る
進
学
奨
励
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

ま
た
内
外
部
か
ら
の
受
験
生
に
対
し
て
は
研
究
科
H
P
で

の
案
内
や
進
学
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、本
研
究
科

の
存
在
と
意
義
を
広
報
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
進
学
奨
励
制
度
の
周
知
（
学
部
ゼ
ミ
で
の
案
内
）

②
研
究
科
H
P
の
更
新
と
内
容
の
充
実

③
進
学
説
明
会
の
開
催

④
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
配
布

（
1
）
収
容
定
員
に
お
け
る
在
籍
学
生
の
比
率
改
善
に
向
け
て
、

志
願
者
及
び
入
学
者
確
保
の
た
め
、
大
学
院
進
学
説
明
会
を
春
学

期
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

（
2
）
秋
学
期
は
ゼ
ミ
等
を
通
じ
、
人
文
社
会
学
研
究
科
へ
の
進

学
を
奨
励
し
た
。

（
1
）
大
学
院
進
学
説
明
会
な
ど
の
広
報
活

動
の
経
験
を
、
で
き
る
限
り
新
研
究
科
で
活
か

す
。 （
2
）
優
れ
た
卒
業
論
文
を
作
成
し
た
学
生

に
対
し
て
大
学
院
進
学
を
個
別
に
働
き
か
け
を

行
う
た
。

2

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
重
視
し
た

研
究
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修

モ
デ
ル
の
包
括
的
な
作
成（
国

際
英
語
学
研
究
科
）

20
21
年
度
に
新
た
な
入
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
課
程
修
了
後
の
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提

示
し
た
上
で
2
年
間
の
在
籍
期
間
の
研
究
指
導
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
見
地
に
立
ち
、国
際
英
語
学
研
究

科
と
し
て
、
研
究
科
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
重
視
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
の
包
括
的
な
作
成
を
行
い
、

同
年
度
よ
り
そ
の
モ
デ
ル
に
従
っ
た
指
導
を
行
う
。
特
に

両
専
攻
間
で
の
乗
り
入
れ
科
目
の
活
用
を
目
指
し
た
新

た
な
モ
デ
ル
を
検
討
作
成
す
る
。
加
え
て
、
学
部
・
修
士

課
程
を
5
年
間
で
修
了
す
る
5
年
一
貫
教
育
モ
デ
ル
の

創
設
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
履
修
モ
デ
ル
の
プ
ラ
ン
検
討

②
5
年
一
貫
教
育
モ
デ
ル
の
検
討

（
1
）
履
修
モ
デ
ル
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
形
式
を
整
え

て
提
示
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
に
よ

る
履
修
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
た
。

（
2
）
進
学
奨
励
学
生
制
度
を
活
用
し
た
、
学
部
4
年
＋
大
学
院

修
士
課
程
1
年
で
課
程
修
了
す
る
教
育
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
今
後

新
設
さ
れ
る
研
究
科
へ
の
応
用
を
踏
ま
え
検
討
し
た
。

（
1
）
履
修
モ
デ
ル
作
成
に
関
し
て
検
討
し

た
こ
と
を
、
で
き
る
限
り
新
研
究
科
で
活
か
す
。

（
2
）
効
果
的
な
履
修
に
つ
い
て
具
体
的
な

指
導
を
引
き
続
き
行
う
。

3

中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
現

職
英
語
教
員
対
象
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見

直
し
（
国
際
英
語
学
専
攻
）

国
際
英
語
学
専
攻
で
は
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の

現
職
英
語
教
員
対
象
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

見
直
し
、既
に
廃
止
し
た
夜
間
教
育
に
代
わ
る
新
た
な
目

的
別
履
修
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
、
現
職
教
員
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
で
入
進
学
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
履
修
モ
デ
ル
の
プ
ラ
ン
検
討

履
修
モ
デ
ル
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
履
修
モ
デ

ル
作
成
に
あ
た
っ
て
専
門
領
域
の
体
系
的
理
解
を
前
提
と
し
つ
つ
、

学
生
個
々
の
実
情
に
合
わ
せ
た
具
体
案
を
作
成
す
る
こ
と
で
認
識

を
共
有
し
た
。

引
き
続
き
さ
ら
な
る
高
水
準
の
目
標
達
成
に

向
け
て
議
論
を
続
け
、
入
学
す
る
学
生
に
向
け

た
さ
ら
な
る
具
体
案
の
提
出
を
準
備
す
る
。

4

語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
用
に
関

す
る
包
括
的
指
導
の
展
開
と

実
施
（
国
際
英
語
学
専
攻
）

今
後
入
学
す
る
学
生
へ
向
け
て
の
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
包
括
的
な
運
用
を
進
め
る
た
め
、学
期
ご
と
に
受
講
生

の
語
学
運
用
能
力
調
査
を
行
い
、適
切
な
語
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
履
修
を
勧
め
る
よ
う
指
導
す
る
体
制
を
確
立
す
る
。

ま
た
、
受
講
生
に
応
じ
た
柔
軟
な
時
間
割
の
運
用
を
進

め
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
語
学
運
用
能
力
調
査
実
施
の
た
め
の
検
討

語
学
運
用
能
力
の
調
査
実
施
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
大
学
院

生
と
し
て
必
要
な
能
力
や
測
定
方
法
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
た
。

引
き
続
き
さ
ら
な
る
高
水
準
の
目
標
達
成
に

向
け
て
議
論
を
続
け
、
入
学
す
る
学
生
に
向
け

た
さ
ら
な
る
具
体
案
の
提
出
を
準
備
す
る
。

5

履
修
モ
デ
ル
に
基
づ
く
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
や
教
育
内
容
の
明

確
化
と
広
報（
英
米
文
化
学
専

攻
）

英
米
文
化
学
専
攻
で
は
、新
た
に
修
了
後
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
に
つ
い
て
、
高
度
専
門
職
業
人
、
大
学
院
博
士
課
程

進
学
も
し
く
は
海
外
大
学
院
留
学
を
そ
れ
ぞ
れ
前
提
と

し
た
新
た
な
履
修
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

の
明
確
化
や
教
育
内
容
の
透
明
化
を
推
進
す
る
と
共
に
、

大
学
院
教
育
の
実
績
に
関
す
る
広
報
活
動
を
さ
ら
に
徹

底
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
新
規
履
修
モ
デ
ル
の
検
討

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
近
年
大
学
院
修
了
後
を
も
視
野
に
い
れ
て

い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
「【
11
月
12
月
】
学
部
4
年
生
／
修
士
2
年
生

対
象
就
活
イ
ベ
ン
ト
案
内
」
に
つ
い
て
、
院
生
に
は
配
信
さ
れ
て

い
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
指
導
教
官
か
ら
も
あ
ら
た
め
て
資
料
を

配
布
し
、
中
京
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
体
制
の
理
解
を
促
し
た
。

修
士
論
文
の
完
成
を
優
先
さ
せ
る
現
状
は
か

え
が
た
い
が
、
そ
の
後
を
見
通
せ
る
時
に
間
断

な
く
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
移
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
性
を
共
有
し

た
い
。

6

語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
用
に
関

す
る
包
括
的
指
導
の
展
開
と

実
施
（
英
米
文
化
学
専
攻
）

20
21
年
度
に
新
た
に
入
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を

鑑
み
、既
存
の
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
包
括
的
な
運
用
を
進

め
る
た
め
、学
期
ご
と
に
受
講
生
の
語
学
運
用
能
力
調
査

を
行
い
、
適
切
な
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
勧
め
る
よ

う
指
導
す
る
体
制
を
確
立
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
語
学
運
用
能
力
調
査
の
実
施

②
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
指
導

③
在
籍
生
の
語
学
力
測
定

①
�「
リ
サ
ー
チ
メ
ソ
ッ
ド
II
」（
春
学
期
開
講
）
に
お
い
て
、
受
講
生

の
学
術
的
語
彙
の
確
認
と
チ
ェ
ッ
ク
を
継
続
的
に
実
施
し
た
。

②
�「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
II
」
に
お
い
て
、
英
語
に
よ

る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の
実
践
的
運
用
に
対
す
る
支
援
と

援
助
を
行
っ
た
。

③
�「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
「
英
米
文
化
学
演
習
」

に
お
い
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
恒
常
的
な

確
認
と
指
導
を
実
施
し
た
。

受
講
生
の
必
要
に
応
じ
て
、
今
後
も
学
術
的

目
的
に
供
す
る
た
め
の
語
学
運
用
能
力
向
上
の

た
め
の
確
認
と
支
援
を
継
続
し
て
ゆ
く
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑶　国際教養学部
①
　
国
際
教
養
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

学
部
固
有
科
目
の
「
演
習
」
の

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
指
導
体

制
の
確
立
及
び
強
化

「
演
習
」
の
指
導
に
お
い
て
、
授
業
の
み
な
ら
ず
そ
れ

以
外
の
指
導
で
も
対
面
と
遠
隔
が
併
用
さ
れ
る
体
制
が

確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
点
で
強
化
し
た
い
。

・
�遠
隔
と
対
面
の
学
生
が
問
題
を
共
有
し
、共
有
の
議
論

の
場
を
持
っ
て
議
論
が
行
え
る
。

・
�図
書
館
の
利
用
と
資
料
の
受
け
渡
し
が
で
き
な
い
海
外

に
い
る
学
生
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
き

め
細
か
い
指
導
で
き
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
1
演
習
間
で
経
験
と
問
題
点
を
共
有
し
、
把
握
す
る
。
②
海

外
に
い
る
学
生
に
対
す
る
指
導
方
法
を
さ
ら
に
検
討
す
る
。

1
）
国
際
教
養
学
部
の
演
習
担
当
者
は
国
際
学
部
・
教
養
教
育

研
究
院
等
に
分
散
し
て
お
り
、
委
員
会
と
関
係
部
署
を
中
心
に
面

接
・
遠
隔
授
業
形
態
並
行
の
状
況
を
把
握
・
共
有
し
た
（
学
部
固
有

科
目
運
営
委
員
会
・
教
授
会
・
関
係
部
署
間
会
議
）
が
、
2
）
卒

業
研
究
を
仕
上
げ
る
後
期
の
演
習
に
お
い
て
は
履
修
生
の
様
々
な

学
習
状
況
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
遠
隔
授
業
形
態
は
単

に
授
業
時
に
活
用
さ
れ
る
形
態
の
一
つ
の
み
な
ら
ず
、
履
修
生
の

個
々
の
学
習
状
況
へ
の
対
応
手
段
と
し
て
も
応
用
で
き
、
こ
れ
に

よ
り
均
質
に
き
め
細
か
い
指
導
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
今
期
に
お

い
て
も
共
通
の
認
識
と
し
て
確
認
さ
れ
る
（
関
係
部
署
間
会
議
）。

3
）
海
外
に
い
る
学
生
へ
の
資
料
受
け
渡
し
は
著
作
権
な
ど
も
絡

み
、
未
解
決
だ
が
、
当
該
学
生
が
入
国
で
き
た
の
で
、
結
果
的
に

解
決
で
き
た
。（
演
習
・
関
係
部
署
間
会
議
）

23
年
度
も
演
習
に
お
い
て
面
接
・
遠
隔
授
業

の
形
態
の
形
態
が
用
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
蓄

積
さ
れ
た
経
験
に
よ
り
演
習
に
関
し
て
は
ど
の

形
態
で
も
機
能
的
な
指
導
体
制
が
で
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
演
習
科
目
に
お
け
る
担
当

者
と
履
修
者
、
ま
た
は
履
修
者
間
の
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

る
。 関
係
部
署
に
お
い
て
そ
の
状
況
を
把
握
・
共

有
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
各
演
習
間
の
経
験
交

流
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

2

在
籍
す
る
学
生
を
最
後
ま
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
に
つ
い

て
の
検
討
①

国
際
教
養
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
維
持
と
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
が
解
決
す
る
見
通
し
が
立
つ
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

開
講
科
目
の
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
時
間
割
編
成
を
行
う
と
同
時
に
、
2
）
選

択
科
目
の
隔
年
開
講
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
不
足
を
解
消
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
維
持
を
目
指
し
た
。（
学
部

固
有
科
目
運
委
員
会
・
教
授
会
）

左
に
合
わ
せ
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
動
向
を
把

握
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
23
年
度
も
続
け

て
い
き
た
い
。

3

在
籍
す
る
学
生
を
最
後
ま
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
に
つ
い

て
の
検
討
②

①
23
年
以
降
も
在
学
す
る
学
生
に
学
部
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
今
後
の
あ
り
方
を
周
知
し
て
い
る
。
②
23
年
度
以
降

在
学
す
る
学
生
の
動
向
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
23
年
以
降
も
在
学
す
る
学
生
に
学
部
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
今

後
の
あ
り
方
を
周
知
す
る
。
②
23
年
度
以
降
在
学
す
る
学
生
の
動

向
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。

左
の
①
は
学
生
へ
の
案
内
を
通
し
て
大
方
実
現
で
き
て
い
る
が
、

休
学
中
の
学
生
へ
の
周
知
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
②
は
教
務
セ

ン
タ
ー
・
教
授
会
が
中
心
と
な
り
情
報
把
握
に
努
め
た
。

引
き
続
き
、
休
学
中
の
学
生
の
ニ
ー
ズ
、
動

向
の
把
握
と
、
学
部
の
現
状
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
周
知
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。

4

学
生
の
英
語
運
用
能
力
を
よ

り
高
め
、
学
生
の
満
足
度
も

高
め
る
た
め
に
英
語
教
育
体

制
を
維
持
し
、
整
備
す
る

引
き
続
き
以
下
の
点
を
中
心
に
継
続
し
て
検
討
す
る
。

・
�現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
大
学
全
体
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
在
り
方
と
連
動
し
つ
つ
学
生
の
英
語
運

用
能
力
と
満
足
度
を
よ
り
高
め
る
可
能
性
を
検
討
す

る
。

・
�T
O
EI
C
受
験
の
促
進
を
継
続
し
て
検
討
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
英
語
系
列
と
学
部
固
有
科
目
運
営
委
員
会
を
通
じ
て
常
に
状

況
を
把
握
し
、
大
学
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
在
り
方
を
見
据
え

つ
つ
、
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
英
語
教
育
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
を
続
け
る
。
②
特
に
T
O
EI
C
受
験
の
意
欲
を
高
め
る
た
め

の
有
効
な
方
策
を
関
係
部
署
と
連
携
し
つ
つ
検
討
す
る
。

1
）
学
部
固
有
科
目
運
営
委
員
会
を
通
じ
て
常
に
状
況
を
把
握

し
た
。
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
か
ら
得
た
「
教
育
課
程
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

の
見
直
し
と
い
う
よ
り
、
在
籍
す
る
学
生
を
最
後
ま
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
結
論
に
従
い
、
現
行

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
で
D
P
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
な

科
目
の
開
講
を
保
障
し
、
在
籍
す
る
学
生
を
最
後
ま
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
き
た
。（
学
部
固
有
科
目
運
営
委
員
会
・

教
授
会
）
2
）
T
O
EI
C
受
験
が
実
現
で
き
、
次
年
度
も
予
算
化
し

た
。（
学
部
固
有
科
目
運
営
委
員
会
）
3
）
英
語
科
目
を
隔
年
開
講

科
目
よ
り
除
外
し
た
。

現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
に
基

づ
い
て
、
D
P
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
な
科

目
の
開
講
を
保
障
し
、
在
籍
す
る
学
生
を
最
後

ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
対
面
で
の
T
O
EI
C
受

験
の
実
施
体
制
が
変
わ
る
が
、
首
尾
よ
く
進
め

た
い
。

5

蘇
州
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
制
度
を
首
尾
よ
く
維

持
す
る

蘇
州
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
に
よ
る
受

入
学
生
が
順
調
に
卒
業
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
受
入
学
生
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
②
中
京
大
学
で
の

卒
業
研
究
を
行
う
可
能
性
を
探
る
。
③
卒
業
研
究
の
指
導
を
再
開

す
る
。

1
）
蘇
州
大
学
と
緊
密
な
連
携
を
維
持
し
た
（
関
係
部
署
間
会

議
）。
2
）
学
生
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
・
指
導
に
努
め
た
（
関
係
部
署

間
会
議
）。
3
）
学
生
が
来
日
で
き
、
卒
業
所
要
単
位
取
得
し
、
卒

業
し
た
。

引
き
続
き
国
際
教
養
学
部
の
学
習
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
外
国
語
と
関
係
地
域
の
文
化
に
つ
い

て
の
学
習
情
報
を
収
集
し
、
提
供
し
て
い
く
。

5

国
際
教
養
学
部
の
学
習
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
外
国
語
と
関

係
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
の

学
習
の
強
化
（「
海
外
課
題
研

究
の
代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可

能
性
の
検
討
」
か
ら
の
継
続
）

引
き
続
き
国
際
教
養
学
部
の
学
習
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
外
国
語
と
関
係
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
の
学
習
情
報

を
収
集
し
、
提
供
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

引
き
続
き
国
際
教
養
学
部
の
学
習
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
外
国
語

と
関
係
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
の
学
習
情
報
を
収
集
し
、
提
供
し

て
い
く
。

引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
情
報
を
収
集
し
、
有
用
な
留
学

情
報
を
学
生
に
伝
え
た
。
海
外
の
大
学
院
進
学
や
外
国
政
府
の
奨

学
金
留
学
の
申
請
（
個
別
）
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

状
況
に
よ
り
実
現
は
で
き
な
か
っ
た
。

引
き
続
き
国
際
教
養
学
部
の
学
習
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
外
国
語
と
関
係
地
域
の
文
化
に
つ
い

て
の
学
習
情
報
を
収
集
し
、
提
供
し
て
い
く
。

6

教
育
研
究
推
進
に
関
す
る
取

り
組
み

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
行
わ
れ
な
か
っ
た
各
種

活
動
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
検
討
す
る
。

・
�教
員
向
け
の
講
演
会
・
経
験
交
流
会
を
実
施
す
る
。

・
�学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
法
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
教
養
教
育
研
究
院
と
の
連
携
を
模
索
し
た
上
、
②
教
員
向
け

の
講
演
会
・
経
験
交
流
会
の
実
施
を
検
討
す
る
。
③
ま
た
学
生
ア

ン
ケ
ー
ト
の
活
用
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
）
学
生
向
け
の
講
演
会
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
2
）
大
学
・

研
究
院
開
催
の
講
演
会
・
研
修
会
へ
の
参
加
。
3
）
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
は
大
学
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
学
部
独
自
の
質
問

項
目
を
入
れ
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
教
授
会
で
共
有
し
、
今
後

の
教
育
へ
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
努
め
た
。（
教
授
会
・
教
養
教
育

研
究
院
）

引
き
続
き
、
学
内
・
研
究
院
の
各
種
講
演
会
・

研
修
会
へ
の
参
加
を
進
め
、学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
・

授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
そ
の
他
の

デ
ー
タ
を
共
有
と
活
用
を
し
、
教
育
質
向
上
と

教
育
研
究
の
推
進
に
資
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑷　国際学部
①
　
国
際
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

海
外
渡
航
が
不
可
と
な
っ
た

20
21
年
度
入
学
生
に
対
し
て

希
望
者
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
海
外
の
環
境
に
お

け
る
学
習
体
験
と
語
学
能
力

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
。

参
加
学
生
の
英
語
運
用
能
力
レ
ベ
ル
が
、参
加
前
か
ら

1
段
階
上
昇
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
海
外
体
験
等
に
よ

り
、
3
年
次
段
階
で
の
演
習
選
択
に
資
す
る
こ
と
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
3
月

20
23
年
2
～
3
月
に
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の
EL
S
に
希
望
者

が
留
学
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
8
単
位
）
を
提
供
す
る
。

20
23
年
2
～
4
月
に
、
カ
ナ
ダ
IL
SC
、
ア
メ
リ
カ
の
EL
S
に

希
望
者
が
留
学
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
8
単
位
）
を
提
供
し
た
。

希
望
者
留
学
は
O
U
S
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
今
年

度
か
ら
実
施
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年

度
は
実
施
し
な
い
。
し
か
し
、
留
学
中
の
様
々

な
事
例
は
O
U
S
に
も
関
係
し
て
お
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
様
々
な
ケ
ー

ス
の
検
証
等
を
行
っ
て
、
今
後
の
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

2

20
22
年
度
入
学
生
に
関
し

て
は
予
定
通
り
O
ve
rs
ea
s 

U
ni
ve
rs
ity
 S
tu
di
es
に
よ
る

海
外
渡
航
を
行
う
準
備
を
し

て
い
る
。
状
況
に
よ
っ
て
海

外
渡
航
不
可
と
な
っ
た
場
合

は
、留
学
予
定
期
間
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
留
学
を
実
施
す
る
。

留
学
に
参
加
し
た
学
生
の
英
語
運
用
能
力
レ
ベ
ル
が
、

参
加
前
か
ら
1
～
2
段
階
上
昇
す
る
こ
と
。
達
成
し
な

か
っ
た
学
生
に
は
別
途
の
課
題
等
に
よ
り
英
語
運
用
能

力
の
向
上
を
図
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
12
月
～
20
23

年
1
月

海
外
渡
航
が
不
可
と
な
ら
な
い
限
り
、
20
22
年
9
月
か
ら

O
ve
rs
ea
s 
U
ni
ve
rs
ity
 S
tu
di
es
を
実
施
す
る
。
不
可
の
場
合
は

10
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
を
実
施
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の

場
合
、
20
20
年
度
・
20
21
年
度
入
学
生
同
様
、
渡
航
可
能
と
な
っ

た
時
期
に
希
望
者
に
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
8
単
位
）
を
提
供
す
る

準
備
を
す
る
。

20
22
年
9
月
～
12
月
、
O
ve
rs
ea
s 
U
ni
ve
rs
ity
 S
tu
di
es

（
O
U
S）
を
実
施
し
た
。
国
際
学
部
が
創
設
さ
れ
て
初
め
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
通
り
実
施
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が

完
全
に
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
不
安
等

を
持
つ
学
生
に
は
、
10
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
を
実
施
し
た
。

今
年
度
初
め
て
予
定
通
り
O
U
S
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
た
が
、
当
初
は
カ
ナ
ダ
も
EL
S

に
入
学
予
定
で
あ
っ
た
が
急
遽
IL
SC
に
変
更

と
な
っ
た
。
成
績
評
価
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
の

関
係
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
を
含
め
て
様
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
検
証
す
る
こ
と
で
今
後

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

3

担
任
制
度
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
、
20
20
年

秋
学
期
に
導
入
し
た
オ
フ
ィ

ス
ラ
リ
ー
制
度
を
一
層
整
備

し
、
学
生
と
教
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図

る
。

20
21
年
度
入
学
生
に
つ
い
て
は
、所
属
専
攻
内
の
教
員

に
よ
る
説
明
で
3
年
次
で
の
演
習
選
択
に
資
す
る
こ
と
。

20
22
年
度
入
学
生
に
つ
い
て
は
、各
教
員
の
研
究
内
容
や

演
習
な
ど
の
授
業
内
容
を
伝
え
、
2
年
次
で
の
専
修
選
択

に
資
す
る
こ
と
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

20
21
年
度
生
に
つ
い
て
は
20
22
年
秋
学
期
、
20
22
年
度
生
に
つ

い
て
は
20
22
年
春
学
期
に
オ
フ
ィ
ス
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
。
20
22

年
度
生
に
対
し
て
は
、
入
学
時
の
説
明
会
の
ほ
か
に
5
月
に
学
部
・

専
攻
・
専
修
説
明
会
を
行
い
、
オ
フ
ィ
ス
ラ
リ
ー
を
開
始
す
る
。

20
21
年
度
生
に
つ
い
て
は
20
22
年
秋
学
期
、
20
22
年
度
生
に
つ

い
て
は
20
22
年
春
学
期
に
オ
フ
ィ
ス
ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
と
く

に
20
22
年
度
生
に
対
し
て
は
、
入
学
時
の
説
明
会
の
ほ
か
に
5
月

に
学
部
・
専
攻
・
専
修
説
明
会
「
国
際
学
部
を
知
る
」
を
行
い
、
オ

フ
ィ
ス
ラ
リ
ー
を
開
始
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
研

究
室
訪
問
を
義
務
化
し
て
い
た
が
、
義
務
化
を

や
め
た
こ
と
で
、
活
発
に
訪
問
す
る
学
生
と
訪

問
し
な
い
学
生
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ

フ
ィ
ス
ラ
リ
ー
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
に

つ
い
て
、
実
態
に
即
し
て
議
論
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

4

20
22
年
度
よ
り
演
習
が
開
始

さ
れ
、
専
門
教
育
が
本
格
化

す
る
こ
と
に
伴
い
、2
02
0年
度

入
学
生
が
来
年
度
に
4
年
次

の
卒
業
研
究
（
卒
論
）
を
行
う

た
め
の
諸
準
備
を
行
う
。

各
専
攻
ご
と
の
卒
論
評
価
基
準
や
ル
ー
ル
な
ど
が
作

成
さ
れ
、
学
生
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

卒
論
提
出
期
限
な
ど
の
学
部
共
通
事
項
の
ほ
か
は
、
各
専
攻
ご

と
の
特
性
に
合
わ
せ
た
卒
業
研
究
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

評
価
基
準
等
を
は
じ
め
、
卒
論
に
関
す
る
ル
ー
ル
な
ど
を
作
成
し
、

学
生
に
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

各
専
攻
（
一
部
は
専
修
）
ご
と
に
卒
論
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

し
た
。

国
際
学
部
は
各
専
攻
で
の
学
問
分
野
に
相
違

も
あ
り
、
教
育
方
法
や
考
え
方
に
も
違
い
が
あ

る
。
そ
の
点
は
当
然
の
こ
と
と
し
つ
つ
、
他
の

専
攻
の
教
育
方
法
や
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
を
共
有
し
、
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

①
　
教
養
教
育
研
究
院

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

全
学
共
通
科
目
の
改
革
に
関

す
る
取
り
組
み

本
年
度
よ
り
全
学
共
通
科
目
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
た
が
、
設
置
か
ら
間
が
な
い
国
際
学
部
、
学
科

増
か
ら
間
が
な
い
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
つ
い
て
は
、
改
革

が
先
送
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
2
学
部
へ
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
導
入（
教
学
審
議
会
に
お
け
る
学
則
別
表
の
承

認
）
を
目
指
す
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度
中（
国
際

学
部
）・
20
24
年
度
中

（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

国
際
学
部
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
将
来
計
画
委
員
会
・
教
授

会
を
中
心
に
検
討
し
、
国
際
学
部
に
提
示
す
る
。

将
来
計
画
委
員
会
に
て
国
際
学
部
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
策

定
し
、
学
長
に
国
際
学
部
と
の
協
議
の
場
の
設
置
を
依
頼
し
た（
第

2
回
将
来
計
画
委
員
会
議
事
録
）。

学
長
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
国
際
学
部
全
学
共
通
科
目
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
W
G）
に
て
、
全
学
共
通
科
目
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
案
を
提
示
し
、
協
議
を
開
始
し
た（
第
1
回
国
際
学
部
全

学
共
通
科
目
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
議
事
メ
モ
、
第
2
回
国

際
学
部
全
学
共
通
科
目
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
議
事
メ
モ
）。

国
際
学
部
の
全
学
共
通
科
目
が
20
24
年
度
よ

り
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
W
G
に
て
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

ま
た
20
25
年
度
に
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
へ
の
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
を
控
え
て
い
る
た
め
、
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
策
定
す
る
。

2

全
学
共
通
科
目
の
運
営
に
関

す
る
取
り
組
み

本
年
度
よ
り
全
学
共
通
科
目
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
未
開
講
で
あ
る
2
～
4
年
次
配

当
の
科
目
に
つ
い
て
、適
切
な
開
講
ク
ラ
ス
数
を
検
討
す

る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

教
務
運
営
委
員
会
・
教
授
会
を
中
心
に
検
討
す
る
。

将
来
計
画
委
員
会
に
て
、
と
く
に
テ
ー
マ
指
向
型
科
目
の
開
講

ク
ラ
ス
数
を
検
討
・
確
認
し
た
（
第
3
回
将
来
計
画
委
員
会
議
事

録
、
第
9
回
将
来
計
画
委
員
会
議
事
録
）。
さ
ら
に
教
授
会
に
て
、

上
述
の
テ
ー
マ
指
向
型
科
目
を
含
め
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
全
学
共
通

科
目
に
つ
い
て
、当
面
の
開
講
ク
ラ
ス
数
ま
た
は
開
講
上
限
ク
ラ
ス

数
を
決
定
し
た
（
2
月
教
養
教
育
研
究
院
定
例
教
授
会
議
事
録
）。

2
月
教
授
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
ク
ラ
ス
開

講
を
お
こ
な
う
。

3

教
育
研
究
推
進
に
関
す
る
取

り
組
み

①
�教
養
部
、
国
際
教
養
学
部
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
経

験
交
流
会
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
検
討
し
、

実
施
す
る
。

②
�教
養
部
、国
際
教
養
学
部
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
教
員

向
け
の
講
演
会
（
FD
な
ど
）
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
よ
う
検
討
し
、
実
施
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

経
験
交
流
会
に
つ
い
て
は
、
教
務
運
営
委
員
会
が
企
画
し
て
実

施
す
る
。
教
員
向
け
の
講
演
会
（
FD
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
将
来

計
画
委
員
会
が
企
画
し
て
実
施
す
る
。

①
経
験
交
流
会
を
、
12
月
21
日
に
実
施
し
た
（
第
9
回
将
来
計

画
委
員
会
議
事
録
）。

②
FD
研
修
会
を
、
1
月
11
日
に
実
施
し
た
（
中
京
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
20
22
/1
2/
12
投
稿
「【
教
養
教
育
研
究
院
】
FD
研
修
会
の

ご
案
内
」）
。

次
年
度
よ
り
教
育
研
究
推
進
を
目
的
の
1
つ

と
し
て
、
教
育
院
内
に
FD
・
SD
委
員
会
が
設

置
さ
れ
る
。
こ
の
委
員
会
が
講
演
会
や
研
修
会

を
企
画
開
催
し
、
そ
の
成
果
を
『
教
養
教
育
研

究
』
に
記
録
す
る
。

4

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
取
り
組
み

国
際
教
養
学
部
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
研
修
会
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
検
討
し
、

実
施
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

教
授
会
が
企
画
し
て
実
施
す
る
。

①
非
常
勤
講
師
を
主
た
る
対
象
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
研
修
会
を
10
月
5
日
に
開
催
し
た
（
中
京
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
20
22
/0
9/
26
投
稿
「
20
22
年
度
教
養
教
育
研
究
院
主
催

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
会
」）
。

②
国
際
教
養
学
部
と
合
同
で
、
教
授
会
構
成
員
お
よ
び
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
を
対
象
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研

修
会
を
10
月
12
日
に
開
催
し
た
（
10
月
教
養
教
育
研
究
院
定
例
教

授
会
議
事
録
）。

次
年
度
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
取
り
組
み
を
目
的
の
1
つ
と
し
て
、
上

述
の
FD
・
SD
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の

委
員
会
が
防
止
研
修
会
な
ど
を
企
画
開
催
し
、

そ
の
成
果
を
『
教
養
教
育
研
究
』
に
記
録
す
る
。

⑸　教養教育研究院
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑹　心理学部・心理学研究科
①
　
心
理
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

卒
業
研
究
支
援
体
制
の
拡
充

心
理
学
部
で
は
、
折
に
触
れ
て
、
4
年
間
の
学
習
の
集

大
成
と
し
て
卒
業
研
究
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
生
に
周

知
し
て
い
る
が
、
4
年
間
に
対
し
、
改
め
て
そ
の
意
義
を

説
明
し
、
達
成
感
、
満
足
感
を
持
っ
て
卒
業
が
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

卒
業
論
文
説
明
会
を
従
来
よ
り
も
早
め
に
実
施
し
、
卒
業
論
文

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
要
約
集
、
卒
業
研
究
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
つ
い

て
周
知
を
図
り
、
卒
業
論
文
執
筆
に
向
け
て
の
意
欲
・
機
運
を
高

め
る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
卒
業
研
究
に
対
し

評
価
を
行
っ
て
も
ら
い
、
次
年
度
以
降
の
参
考
資
料
と
す
る
。

・
�卒
業
論
文
説
明
会
は
、
例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
実
施
と
な
っ

た
が
、
M
aN
aB
o
や
A
LB
O
を
通
じ
て
、
例
年
よ
り
も
早
い
時

期
に
執
筆
上
の
注
意
事
項
や
様
式
等
の
案
内
を
行
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
卒
論
執
筆
に
対
す
る
機
運
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
る
。

・
�学
部
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
要
約
集
原
稿
は
前
年
度
よ
り

多
数
集
ま
り
、
充
実
し
た
冊
子
を
作
成
・
配
布
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

・
�20
22
年
度
は
、
卒
論
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
学
生
の
自
己
評
価

を
初
め
て
実
施
し
、
提
出
者
17
7名
の
う
ち
14
3名
か
ら
回
答
を

得
た
。
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
結
果
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
回
答
は
ほ

と
ん
ど
な
く
（
3
％
程
度
）、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
自
身
の
卒
論

に
対
し
て
一
定
の
評
価
を
行
っ
て
い
た
。

20
22
年
度
の
課
題
は
ほ
ぼ
実
施
で
き
、
そ
れ

な
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

る
。
卒
論
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
20
23
年
度
も
引

き
続
き
実
施
し
、
20
22
年
度
の
結
果
と
の
比
較

も
含
め
て
問
題
点
を
整
理
し
、
い
っ
そ
う
質
の

高
い
卒
業
論
文
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
の

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

2

多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

の
評
価
・
尊
重
の
啓
発

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
意
識
は
、ま
だ
学
生
に
十

分
に
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
会
報
の
発
行
、

勉
強
会
・
研
修
会
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
委
員
会
の
存
在

を
広
く
周
知
し
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
意
識
の
醸
成
を
実
現

す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

引
き
続
き
、
学
生
と
教
員
協
働
の
話
し
合
い
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
問
題
に
関
し
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
を
題
材
に
、

会
報
の
発
行
と
情
報
発
信
を
行
う
。
SN
S
に
よ
る
情
報
発
信
も
軌

道
に
乗
せ
た
い
。
ま
た
今
年
度
は
、
勉
強
会
・
研
修
会
な
ど
も
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
。

学
生
と
教
員
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
月
に
1
回
実
施
し
、
会

報
の
発
行（
定
期
発
信
を
2
号
、
特
別
号
を
2
号
、
計
4
号
発
行
）、

SN
S
に
よ
る
啓
蒙
活
動
、
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
結

果
の
整
理
・
報
告
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
学
生

同
士
の
交
流
の
機
会
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
1
月
末
に
懇
親
会
を
実
施
し
、
学

生
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
（
授
業
の
こ
と
、
ゼ
ミ
選
び
の

こ
と
、
公
認
心
理
師
関
係
の
こ
と
な
ど
）
を
行
え
る
場
を
提
供
し

た
。
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
た
い
へ
ん
好
評

で
あ
っ
た
。
勉
強
会
・
研
修
会
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
20
23

年
度
の
学
園
祭
で
ブ
ー
ス
を
出
す
計
画
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
を

通
じ
て
、
多
く
の
人
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
関
連
の
啓
蒙
活
動
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
学
部
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
活
動
は
、
あ

る
程
度
、
軌
道
に
乗
り
、
一
定
の
成
果
も
あ
げ

つ
つ
あ
る
と
考
え
、
学
部
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
20
22
年
度
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
終
了
と
す

る
。

3

履
修
に
対
す
る
意
欲
の
向
上

と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
履
修
モ

デ
ル
の
実
現

在
籍
す
る
領
域
が
示
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
に
即

し
た
科
目
の
履
修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
加
え

て
、
他
領
域
の
科
目
を
含
め
バ
ラ
ン
ス
よ
く
多
様
な
授
業

を
履
修
し
、
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
意
欲

の
向
上
を
実
現
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
の
存
在
を
広
く
学
生
に
周
知
し
、
領

域
ご
と
の
履
修
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
た
履
修
を
行
う
よ
う
指
導
す

る
。
一
方
で
、
主
に
3
、
4
年
生
に
対
し
て
は
、
卒
業
要
件
の
充

足
に
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
多
様
な
授
業
を
履
修
す
る
よ
う
春

学
期
、
秋
学
期
の
冒
頭
で
案
内
す
る
。
公
認
心
理
師
受
験
資
格
の

取
得
を
目
指
す
学
生
は
科
目
履
修
が
特
に
偏
り
が
ち
と
な
る
た
め
、

臨
床
家
と
し
て
の
資
質
向
上
に
は
、
多
様
な
知
識
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
幅
広
く
様
々
な
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
を
周
知

す
る
。

公
認
心
理
師
関
係
の
授
業
が
増
え
、
他
の
学
部
科
目
と
の
時
間

帯
の
重
複
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
履
修
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
兼
ね
て
よ
り
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
現
状
を
踏
ま

え
て
、
教
務
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
そ
う
し
た

重
複
を
避
け
る
よ
う
、
時
間
割
の
調
整
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
学
期

の
初
め
（
4
月
、
9
月
）
を
中
心
に
、
A
LB
O
を
通
じ
て
3
、
4

年
生
に
対
し
、
卒
業
要
件
と
は
関
係
な
く
、
広
く
授
業
を
履
修
し
、

4
年
間
通
じ
て
積
極
的
に
知
識
を
深
め
る
よ
う
周
知
し
た
。

学
生
の
積
極
的
な
科
目
履
修
を
推
進
す
る
取

り
組
み
に
関
し
て
は
、
考
え
う
る
こ
と
は
だ
い

た
い
実
施
し
た
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
学

部
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
20
22
年
度
を
も
っ

て
い
っ
た
ん
終
了
と
す
る
。

4

学
部
に
お
け
る
活
動
に
対
す

る
学
生
の
積
極
的
な
参
加

学
部
の
活
動
に
学
生
が
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
機

会
を
設
け
、
学
部
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
。
ま
た
、
学
生

の
声
に
耳
を
傾
け
、
教
育
、
研
究
、
ま
た
生
活
全
般
が
学

生
に
と
っ
て
充
実
、
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
に
お
い
て
、
学
生
の
積
極
的
な
参
加

を
促
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
面
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
何
が
で
き
る
か
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
つ
つ
コ
ン
テ
ン
ツ

を
完
成
さ
せ
る
。
ま
た
、
20
21
年
度
は
、
学
生
の
意
見
や
要
望
を

集
約
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
え
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度

は
そ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
て
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
た

い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
も
、
コ
ロ
ナ

禍
前
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
多
数
の
学
生
へ
の
参
加
を
促
し
、
来
場

者
の
誘
導
や
説
明
を
積
極
的
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
学
生
の
ア
イ

デ
ア
等
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
20
22
年
度
は
、
ひ
と
ま
ず
元
の
体
制
で
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
施
で
き
た
。

当
学
部
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
多
数
の
ブ
ー
ス
か
ら
な
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
来
場
者
に
心
理
学

を
学
ぶ
楽
し
さ
や
社
会
的
意
義
を
伝
え
、
ぜ
ひ

心
理
学
を
学
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
も
、
学
生
へ
の
積

極
的
な
参
加
、
あ
る
い
は
ア
イ
デ
ア
の
創
出
等

を
引
き
出
す
取
り
組
み
は
必
要
か
も
し
れ
な
い

が
、
学
部
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、
20
22
年
度

を
も
っ
て
い
っ
た
ん
終
了
と
す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
心
理
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

授
業
、取
り
組
み
に
よ
る
効
果

に
関
す
る
検
証

・
�研
究
科
に
お
け
る
授
業
や
取
り
組
み
を
院
生
が
ど
う
受

け
取
っ
て
い
る
の
か
把
握
し
、
改
善
に
生
か
す
。

・
�研
究
科
に
お
け
る
授
業
や
取
り
組
み
に
関
す
る
院
生
の

要
望
を
把
握
し
、
可
能
な
こ
と
か
ら
対
応
す
る
。
規
模

の
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
取
り
組
み
・
目
標

に
生
か
す
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
�修
士
課
程
1
年
に
は
学
期
ご
と
に
振
り
返
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
研
究
科
委
員
会
で
共
有
す
る
。

②
�修
士
課
程
2
年
に
は
年
度
の
終
盤
に
在
学
期
間
全
体
の
振
り
返

り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
研
究
科
委
員
会
で
共
有
す
る
。

③
�博
士
課
程
は
少
人
数
で
あ
る
た
め
、
要
望
等
は
指
導
教
員
を
通

じ
て
受
け
付
け
る
。

左
記
①
、
②
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
研
究
科
委
員

会
で
共
有
し
た
。
③
に
つ
い
て
、
特
に
要
望
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ

た
。

〈
根
拠
資
料
〉

20
22
年
度
第
5
回
定
例
心
理
学
研
究
科
委
員
会
配
付
資
料
8
号

20
22
年
度
第
11
回
定
例
心
理
学
研
究
科
委
員
会
配
付
資
料
9
号

授
業
、
そ
の
他
の
取
り
組
み
の
評
価
は
良
い

が
、
毎
年
、
必
ず
空
調
に
つ
い
て
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
る
。
研
究
科
委
員
会
で
も
指
摘
さ
れ
た

た
め
、
担
当
部
署
と
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
と
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
院
生
の
実
態

や
要
望
を
把
握
に
努
め
る
。

2

大
学
院
生
へ
の
研
究
支
援
体

制
の
維
持

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
研
究
の
実
施
、成
果

の
発
表
等
の
制
約
が
続
い
た
場
合
も
、
院
生
自
身
が
納

得
の
い
く
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
体
制
を
維
持
す

る
。
・
�対
面
で
で
き
な
い
こ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

・
�20
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
支
援
体
制
を
生
か
し
、

院
生
に
よ
る
学
会
等
へ
の
参
加
の
機
会
が
減
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

①
�M
1
の
修
士
論
文
構
想
発
表
会
、
M
2
の
修
士
論
文
中
間
報
告

会
、
修
士
論
文
口
述
試
問
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

②
�以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
学
会
参
加
助
成
、英
文
校
閲
助
成
、調

査
・
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
20
22
年
度
も
実
施
す
る
（
20
22
年
度

よ
り
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
を
拡
大
し
、
調
査
・
実
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
改
称
）。

左
記
①
の
構
想
発
表
会
、
中
間
発
表
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ

た
が
、
口
述
試
問
は
対
面
で
実
施
し
た
。

②
の
助
成
は
継
続
し
て
実
施
し
た
。
助
成
の
利
用
が
コ
ロ
ナ
前

と
同
程
度
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
助
成
の
取
扱
要
領
を
よ
り
具
体
的

に
わ
か
り
や
す
く
改
訂
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

大
学
院
生
の
学
会
等
参
加
助
成
に
つ
い
て
の
取
扱
要
領

臨
床
心
理
学
の
学
外
実
習
に
お
い
て
、
実
習

先
に
よ
っ
て
は
交
通
費
が
高
額
に
な
る
と
い
う

問
題
が
あ
っ
た
。
20
23
年
度
か
ら
は
一
定
金
額

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
助
成
し
、
実
習
生
の
負

担
額
の
不
公
平
を
可
能
な
限
り
解
消
す
る
。

3

領
域
間
連
携
の
促
進

・
�院
生
に
よ
る
領
域
間
の
交
流
が
活
性
化
す
る
。

・
�領
域
間
の
連
携
に
よ
る
創
発
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

る
。

・
�上
記
を
学
内
外
に
発
信
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
度
中

連
携
の
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
、
院
生
同
士
が
領
域
を
跨
い
で

議
論
す
る
場
を
設
け
る
。
よ
り
院
生
の
関
心
を
引
き
や
す
い
よ
う
、

成
果
を
具
体
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
る
方
向
で
進
め
る
。

今
年
度
春
学
期
に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、
秋
学
期
か
ら
院
生
同

士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
領
域
間
交
流
会
を
月
1
、
2
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
開
始
し
た
。
普
段
、
経
験
し
な
い
互
い
の
領
域
の
実
験

設
備
や
心
理
検
査
を
互
い
に
紹
介
し
て
体
験
す
る
等
の
活
動
を
実

施
し
た
。
活
動
状
況
を
20
22
年
度
第
11
回
定
例
心
理
学
研
究
科
委

員
会
で
報
告
し
た
。

・
�新
入
生
に
呼
び
か
け
て
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
、
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
る
。

・
�活
動
を
学
外
に
も
発
信
で
き
る
よ
う
検
討
及

び
準
備
を
開
始
す
る
。

4

博
士
学
位
授
与
の
円
滑
化

博
士
後
期
課
程
に
お
け
る
学
位
審
査
の
過
程
に
中
間

報
告
会
を
取
り
入
れ
、
指
導
教
員
以
外
か
ら
も
助
言
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
中
間
報
告
会
に
よ
り
、

院
生
自
身
が
学
位
取
得
ま
で
の
計
画
を
よ
り
具
体
的
に

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
26
年
度
中

博
士
後
期
課
程
に
お
け
る
学
位
審
査
の
過
程
に
中
間
報
告
会
を

取
り
入
れ
る
た
め
に
、
現
状
を
確
認
し
、
他
大
学
の
取
り
組
み
も

参
考
に
し
な
が
ら
議
論
を
開
始
す
る
。

博
士
学
位
授
与
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
、
学
位
審
査
の
過
程

に
お
け
る
中
間
報
告
会
に
つ
い
て
、
本
研
究
科
の
現
状
及
び
関
連

す
る
文
書
を
確
認
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
20
22
年
度
第
11
回
定

例
心
理
学
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て
、
20
23
年
度
以
降
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

修
士
課
程
に
は
既
に
中
間
報
告
会
が
あ
る
た

め
、
そ
れ
と
同
時
開
催
で
20
23
年
度
か
ら
試
験

的
に
博
士
後
期
課
程
の
中
間
報
告
会
も
開
催
す

る
。
開
催
の
時
期
や
頻
度
等
は
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑺　現代社会学部・社会学研究科
①
　
現
代
社
会
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

初
年
次
教
育
の
体
系
化

現
代
社
会
学
部
の
1
年
次
必
修
科
目
を
核
と
し
て
、

初
年
次
教
育
を
体
系
化
し
、
そ
の
成
果
を
総
合
的
に

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
表
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
社
会
学
入

門
は
「
読
む
」「
話
す
」、
現
代
社
会
学
は
「
読
む
」「
聴

く
」、
キ
ャ
リ
ア
構
想
レ
ク
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
は
「
聴
く
」「
話
す
」
に
重
点
を
置
き
、
連
携
し
て
、

初
年
次
の
学
修
成
果
を
向
上
さ
せ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
を

中
心
と
す
る
初
年
次
教
育
に
つ
い
て
学
習
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
成
果
を
検
討
す
る
。

・
�6
月
8
日
教
授
会
に
て
、
20
21
年
度
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
キ
ル
（
1
年
次
秋
学
期
必
修
科
目
）」
実
施
に
関
す
る
授

業
・
成
績
に
つ
い
て
（
成
績
基
準
、
現
状
報
告
、
成
績
状
況
、
次

年
度
改
善
点
）
科
目
担
当
教
員
、
学
部
担
当
教
員
、
教
務
セ
ン

タ
ー
職
員
と
と
も
に
点
検
検
討
を
実
施
し
（
6
月
1
日
）、
結
果

報
告
を
教
授
会
で
共
有
、
検
討
し
た
。

・
�10
月
12
日
教
授
会
に
て
、
20
22
年
度
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
1

年
次
春
学
期
必
修
科
目
）」
実
施
に
関
す
る
授
業
・
成
績
に
つ
い

て
科
目
担
当
教
員
よ
り
点
検
検
討
を
実
施
し
、
結
果
報
告
を
教

授
会
で
共
有
検
討
し
た
。

・
�「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
に
つ

い
て
は
、
BY
O
D
環
境
で
の
機
種
や
O
S

の
違
い
に
つ
い
て
対
応
で
き
た
が
、
今
後

W
in
do
w
s1
1な
ど
の
O
S
混
在
に
よ
る
対
応

の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

・
�「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
対
面

に
て
実
施
し
た
が
、
一
部
出
席
が
困
難
な
場

合
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
要
配
慮
学
生
に
対

す
る
対
応
の
検
討
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

2

継
続
し
た
入
試
改
革
の
検
討

20
15
年
度
か
ら
の
専
攻
制
の
導
入
の
評
価
、
な
ら
び

に
、高
大
接
続
入
試
導
入
の
要
請
に
対
応
す
る
た
め
の
検

討
を
、学
部
内
将
来
構
想
委
員
会
を
中
心
に
行
う
。
入
試

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
入
試
区
分
ご
と
の
GP
A
平
均
値
等

の
追
跡
資
料
等
に
加
え
て
、「
教
育
目
標
の
達
成
度
の
評

価
」「
学
生
の
履
修
パ
タ
ー
ン
の
調
査
」
の
結
果
が
活
用

さ
れ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

学
部
将
来
構
想
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
入
試
出
願
状
況
及
び
専

攻
間
の
入
試
傾
向
を
分
析
・
検
討
す
る
。

・
�4
月
14
日
教
授
会
に
て
、
将
来
構
想
委
員
会
か
ら
に
事
前
に
入

試
セ
ン
タ
ー
と
分
析
検
討
し
た
受
験
動
向
の
把
握
と
分
析
結
果

が
報
告
さ
れ
、
引
き
続
い
て
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
学

部
の
後
方
の
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
�大
学
案
内
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
専
攻

の
学
び
の
内
容
に
つ
い
て
心
理
系
科
目
も
含

ま
れ
る
こ
と
な
ど
受
験
生
へ
の
発
信
の
工
夫

な
ど
を
試
み
た
。

・
�次
年
度
以
降
、
入
試
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
共

有
、
受
験
者
動
向
の
把
握
を
通
し
て
学
部
将

来
構
想
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
学
部
教
育
構

想
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
社
会
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
性
の

検
証

教
員
構
成
の
変
化
と
多
様
性
に
充
分
配
慮
し
つ
つ
、

学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
の
整
合
性
、
お
よ
び
学
部

と
大
学
院
の
A
P、
CP
、
D
P
を
念
頭
に
置
い
て
、
体
系

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

22
年
度
も
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
指
導
に
当

た
り
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
合
性
の
向
上
に
努
め
る
。

・
�研
究
科
新
任
教
員
の
科
目
の
検
討
及
び
教
員
審
査
等
を
実
施
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
点
検
等
を
行
っ
た
。

・
�20
23
年
度
よ
り
着
任
予
定
の
教
員
審
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

2

院
生
を
確
保
す
る
た
め
の
方

策
教
員
と
の
共
同
研
究
会
の
開
催
や
チ
ー
ム
指
導
を
通

し
て
、
社
会
学
研
究
科
の
紀
要
で
あ
る
『
社
会
学
論
集
』

の
発
刊
、
そ
の
た
め
の
編
集
作
業
、
そ
の
前
提
と
な
る
研

究
会
の
開
催
な
ど
、院
生
や
卒
業
生
ら
が
自
ら
の
研
究
成

果
を
積
極
的
に
公
表
し
て
い
く
場
面
を
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、『
社
会
学
論
集
』
を
「
査
読
付
き

論
文
」と
い
う
研
究
成
果
公
表
の
場
と
し
て
も
整
備
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。
こ
う
し
た
活
発
な
研
究
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
大
学
院
の
定
員
充
足
率
の

向
上
に
努
め
る
。
全
学
的
な
大
学
院
再
編
の
動
き
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
高
度
な
研
究
教
育
機
関
と
し
て
の
向
上
を

め
ざ
す
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

今
後
も
、
進
学
説
明
会
の
開
催
、
学
内
研
究
会
を
学
部
生
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
、
定
員
充
足
率
の
向
上
に
努
め
る
。

・
�4
月
研
究
科
委
員
会
に
て
、
年
度
当
初
よ
り
進
学
説
明
会
（
7

月
27
日
、
12
月
7
日
実
施
予
定
）
の
実
施
を
計
画
。
・
10
月
研

究
科
委
員
会
に
て
、
前
期
入
試
報
告
及
び
志
願
者
動
向
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。
・
2
月
研
究
科
委
員
会
に
て
、
修
士
課
程
及

び
博
士
課
程
に
つ
い
て
も
複
数
の
志
願
者
が
い
る
こ
と
、
本
研

究
科
へ
の
継
続
し
た
志
願
者
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
実
施
。

・
�2
ヶ
月
に
1
回
を
目
処
と
し
た
院
生
及
び
研
究
科
内
外
の
研
究

者
を
交
え
て
の
研
究
会
（
多
様
性
研
究
会
）
を
継
続
的
に
開
催
。

ま
た
、
学
術
講
演
会
（
10
月
12
日
研
究
科
委
員
会
に
て
提
案
）
を

実
施
、『
社
会
学
論
集
』
に
て
研
究
成
果
を
発
表
す
る
な
ど
に
努

め
た
。

・
�修
士
課
程
に
つ
い
て
は
、2
02
3年
度
入
学
生
を

も
っ
て
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

だ
が
、
近
年
の
志
願
状
況
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
へ
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

る
と
、
修
士
課
程
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
社

会
的
要
請
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
�ま
た
、博
士
後
期
課
程
ま
で
の
進
学
を
希
望
す

る
志
願
者
も
お
り
、
さ
ら
に
、
博
士
後
期
課

程
か
ら
の
志
願
者
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

学
内
研
究
会
、
社
会
学
論
集
の
活
用
等
、
今

後
の
本
研
究
科
の
抜
本
的
あ
り
か
た
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
が
必
要
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑻　法学部・法学研究科
①
　
法
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

20
19
年
度
以
前
新
入
生
を
対

象
と
す
る
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

及
び
20
20
年
度
新
入
生
を
対

象
と
す
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
検
証
作
業

20
19
年
度
以
前
新
入
生
を
対
象
と
す
る
旧
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
20
20
年
度
新
入
学
生
を
対
象
と
す
る
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
円
滑
な
検
証
を
行
い
、
内
容
・
方
法
が
改
善

さ
れ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

継
続
検
討

法
学
部
教
授
会
と
「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」（
以
下
「
FD

推
進
委
員
会
」
と
略
称
す
る
）
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
図
り
つ
つ
、

20
20
年
度
新
入
生
を
対
象
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
新
カ
リ
）
及
び

旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
現
状
分
析
と
意
見
交
換
を
実
施
し
、

円
滑
な
検
証
及
び
内
容
・
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
、
学
生

の
学
修
成
果
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

法
学
部
教
授
会
と
各
パ
ート
代
表
教
員
で
構
成
され
る「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」に

て
、カ
リキ
ュラ
ムに
つき
恒
常
的
に
DP
・
CP
に
照
らし
て
検
証
・
分
析
を
行
い
、
か
つ
意
見

を
交
換し
た
（
20
22
年
度
5月
第
1回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
5

月
18
日
開
催
〕）
。さ
らに
、
20
23
年
度
シラ
バ
ス
の
分
析・
検
証も
綿
密
に
行
って
い
る
。こ
れ

ら
の
検
証
、
分
析
及
び
意
見
交
換
を
行
い
、
20
20
年
度
新
入
生
を
対
象
とす
る
新
（
現
行
）

カリ
キ
ュラ
ム
の
趣
旨
及
び
目
的
が
相
当
程
度
達
成
され
て
い
るこ
とが
確
認
され
た（
20
22
年

度
5月
第
1回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
5月
18
日
開
催
〕）
、
20
22

年
度
3月
（
定
例
）
第
4回
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕）
。

法
学
部
長
の
諮
問
を
受
け
、新
（
現
行
）カ
リキ
ュラ
ム
の
見
直し
及
び
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
FD
推
進
委
員
会
に
て
、
集
約
され
た
意
見
に
基
づき
意
見
交
換
を
行
い
、
法
学
部
長

に
答
申し
た
（
20
22
年
度
10
月（
臨
時
）
第
1回
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
10

月
5日
開
催
〕）
。
そ
れ
を
受
け
て
、
新
（
現
行
）カ
リキ
ュラ
ム
の
基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て

問
題
は
な
い
が
、
教
育
効
果
をさ
らに
高
め
るた
め
に
新
（
現
行
）カ
リキ
ュラ
ム
の
改
善
・
変

更
点
に
つ
い
て
法
学
部
教
授
会
で
綿
密
に
検
討
し
て
い
る
（
20
22
年
度
10
月
第
6回
（
定

例
）
法
学
部
教
授
会
〔
20
22
年
度
10
月
12
日
開
催
〕
～
20
22
年
度
3月
第
11
回
（
定
例
）

法
学
部
教
授
会〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕ま
で
〕。
FD
推
進
委
員
会
に
お
い
ても
新（
現

行
）
カリ
キ
ュラ
ム
に
つき
今
後も
点
検
・
検
証
作
業
を
行
うこ
とを
確
認し
た
（
20
22
年
度
5

月
（
定
例
）
第
1回
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
5月
18
日
開
催
）、
20
22
年
度

3月
（
定
例
）
第
4回
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕）
。

次
年
度
も
、
法
学
部
教
授
会
と
法
学
部
FD

推
進
委
員
会
と
の
連
携
を
図
り
、
20
20
年
度
新

入
生
を
対
象
と
す
る
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現

状
分
析
と
意
見
交
換
を
実
施
し
、
内
容
・
方
法

の
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
、
学
生
の
学
修
成
果

の
一
層
の
向
上
を
図
る
予
定
で
あ
る
（
20
23
年

5
月
・
20
24
年
3
月
実
施
予
定
）。

2

「
法
学
部
改
革
向
上
学
生
委
員

会
（
C
la
ri
s: 
C
hu
ky
o 
La
w
 

Re
fo
rm
at
io
n 
an
d 
Im
pr
ov
e-

m
en
t S
tu
de
nt
 C
om
m
itt
ee
、

以
下「
Cl
ar
is」
と
略
称
す
る
）」

と
法
学
部
教
員
が
密
接
に
連

携
す
る
形
で
ゼ
ミ
相
談
会
の

充
実
を
図
る
。

法
学
部
学
生
の
学
修
意
欲
・
達
成
感
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
13
）年
度
か
ら

の
継
続

　

20
23
年
3
月

法
学
部
教
員
と
「
法
学
部
改
革
向
上
学
生
委
員
会
（
ク
ラ
リ
ス
：

Cl
ar
is）
」
で
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
ゼ
ミ
相
談
会
を
開
催
す
る
。

「
法
学
部
生
の
将
来
を
考
え
支
え
る
会
幹
事
会
」
及
び
「
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
基
礎
」担
当
教
員
を
中
心
に
、「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」

の
連
繋
と
サ
ポ
ー
ト
を
拡
充
し
つ
つ
、
学
生
の
学
修
意
欲
と
達
成

感
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

20
22
年
4月
2日
に
は
入
門
演
習（
20
22
年
度
新
入
生
対
象
科
目
）の
募
集
に
向
け
て
、

20
22
年
11
月
2日
に
は
基
本
演
習
（
新
2年
生
対
象
科
目
）・
専
門
演
習
（
新
3年
生
対

象
科
目
）・
専
門
演
習Ⅱ
（
新
4年
生
対
象
科
目
）
の
募
集
に
向
け
て
、
法
学
部
教
員
と
法

学
部
改
革
向
上
学
生
委
員
会
（
クラ
リス
：
Cl
ar
is）
が
連
携し
て
、
ゼミ
相
談
会
を
実
施し

た
。
ゼミ
を
決
定
す
るに
あ
たり
、
非
常
に
有
益
で
ある
とゼ
ミ相
談
会
に
参
加し
た
法
学
部
生

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
おり
、
学
生
の
学
修
意
欲
と
達
成
感
の
さら
な
る
向
上
を
図
るこ
と
が

でき
たこ
とが
確
認
され
た
（
20
22
年
度
3月
第
4回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会

〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕）
。

法
学
部
学
生
の
学
修
意
欲
・
達
成
感
の
さ
ら

な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
法
学
部
教
授
会
と
法

学
部
改
革
向
上
学
生
委
員
会
（
ク
ラ
リ
ス
：

Cl
ar
is）
が
密
接
に
連
携
し
、
次
年
度
も
ゼ
ミ

相
談
会
を
実
施
す
る
（
20
23
年
4
月
・
11
月
実

施
予
定
）。

3

「
FD
推
進
委
員
会
」
に
お
い

て
、「
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
分
析
と
意
見
交
換
及
び

シ
ラ
バ
ス
検
証
を
入
念
に
行

い
、
授
業
内
容
・
方
法
の
改
善

を
実
施
す
る
。

授
業
内
容
・
方
法
の
改
善
に
伴
う
、
学
生
の
学
修
成
果

の
一
層
の
向
上
を
図
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
15
）年
度
か
ら

の
継
続

継
続
検
討

「
FD
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
、

①
�春
・
秋
学
期
の
二
度
（
20
22
年
9
月
・
20
23
年
3
月
実
施
予
定
）、

「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
入
念
な
分
析
・
意
見
交
換
を
行
い
、
授

業
内
容
・
方
法
の
改
善
を
図
る
。

②
�全
学
的
「
第
三
者
シ
ラ
バ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
と
別
に
、
シ
ラ
バ
ス

検
証
を
実
施
し
、
授
業
内
容
・
方
法
の
改
善
を
図
る
（
20
23
年

1
月
実
施
予
定
）。

③
�学
部
長
主
導
の
下
、
法
学
部
全
専
任
教
員
に
よ
る
「
授
業
改
善

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
省
察
コ
メ
ン
ト
の
点
検
」
会
議
（
法
学

部
拡
大
FD
推
進
委
員
会
）
を
年
に
二
度
、
開
催
し
、
授
業
内

容
・
方
法
の
改
善
を
図
る
（
①
に
同
じ
予
定
）。

今
年
度も
以
下
の
3点
を
実
施し
た
。

①
各
パ
ート
の
代
表
教
員
か
ら
構
成
され
る
FD
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
春
・
秋
学
期

ぞ
れ
ぞ
れ
の
授
業
改
善
の
た
め
の
アン
ケ
ート
の
検
証
、
分
析
及
び
意
見
交
換
を
行
い
、
学

修
成
果
をよ
り一
層
向
上
さ
せ
るた
め
、授
業
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
った
（
20
22
年
度

9月
第
2回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
9月
14
日
開
催
〕
及
び
20
22

年
度
3月
第
4回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕）
。

②
例
年
、
全
学
的
に
実
施
され
る「
第
三
者
シラ
バ
ス
チ
ェッ
ク
」と
は
別
に
法
学
部
FD

推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
法
学
部
に
お
け
るよ
り望
まし
い
シラ
バ
ス
作
成
の
目
指し
て
、
シラ

バ
ス
作
成
方
法
に
つき
、
相
互
に
情
報
を
共
有し
、
本
年
度
・
次
年
度
の
シラ
バ
ス
検
証
作

業
を
行
い
、
授
業
内
容
及
び
授
業
方
法
の
一
層
の
改
善
を
図
った
（
20
22
年
度
1月
第
3

回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
1月
17
日
～
24
日
開
催
〕）
。

③
昨
年
度
に
続
き、
春・
秋
学
期
の
二
度
、
法
学
部
長
主
導
の
下
で
、
法
学
部
全
専
任

教
員
が
参
加
す
る
「
法
学
部
（
臨
時
）
拡
大
FD
推
進
委
員
会
」
を
開
催し
、「
授
業
改

善
の
た
め
の
アン
ケ
ート
省
察
コメ
ント
の
点
検
」
に
つ
い
て
議
論し
、
省
察
コメ
ント
作
成
・
点

検
に
関
わ
る
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
実
施し
た
（
20
22
年
度
9月
第
1回
（
臨
時
）
法

学
部
拡
大
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
9月
14
日
開
催
〕・
20
22
年
度
3月
第
2回
（
臨

時
）
法
学
部
拡
大
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕）
。

な
お
、
法
学
部
で
は
全
教
員
が
第
三
者
シラ
バ
ス
チ
ェッ
ク・
省
察
コメ
ント
の
点
検
作
業

に
取り
組
ん
で
おり
、学
部
全
体
で
組
織
的
に
授
業
内
容
及
び
授
業
方
法
の
一
層
の
改
善
に

取り
組
ん
で
い
る
。

次
年
度
も
継
続
的
に
、
学
修
成
果
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
、
①
授
業
改
善
の
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
検
証
・
分
析
と
意
見
交
換
（
20
23

年
9
月
・
20
24
年
3
月
実
施
予
定
）、
②
シ
ラ

バ
ス
の
検
証
作
業
に
基
づ
く
授
業
内
容
・
方
法

改
善
（
20
24
年
1
月
実
施
予
定
）、
③
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
省
察
コ
メ
ン
ト
の
点
検
に
関
す
る
意

見
交
換
・
情
報
共
有
を
行
い
（
20
23
年
9
月
・

20
24
年
3
月
実
施
予
定
）、
学
生
の
学
修
成
果

の
一
層
の
向
上
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

4

「
FD
推
進
委
員
会
」で
、
20
21

年
度
「
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
入
念
な
結
果
の
分
析
に
基

づ
く
、
教
育
活
動
改
善
作
業

を
実
施
す
る
。

教
育
活
動
の
改
善
に
よ
る
学
修
到
達
度
・
学
生
の
満
足

度
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
14
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
5
月

「
教
育
力
の
診
断
（
学
修
成
果
の
把
握
）」
に
関
す
る
全
学
的
な

議
論
の
プ
ロ
セ
ス
も
踏
ま
え
つ
つ
、「
FD
推
進
委
員
会
」
で
「
自

己
成
長
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
調
査
分
析
し
、
そ
れ
に
基

づ
く
意
見
交
換
を
行
い
、
さ
ら
な
る
教
育
活
動
の
改
善
と
今
後
の

検
証
作
業
の
充
実
化
を
行
っ
て
い
く
（
20
22
年
5
月
実
施
予
定
）。

FD
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
20
21
年
度
卒
業
生
を
対
象
に
実
施し
た
「
自
己
成
長
評

価
アン
ケ
ート
」
の
結
果
を
各
パ
ート
代
表
者
間
で
詳
細
に
分
析し
、
これ
に
基
づ
い
て
慎
重

に
検
討し
た
。ま
た
、
20
20
年
度
入
学
生
を
対
象
とす
る
新
（
現
行
）カ
リの
成
果も
念
頭
に

置
きな
がら
、
教
育・
研
究
活
動
の
改
善
およ
び
今
後
の
検
証
作
業
を
行
って
いく
こと
を
確
認

し
た
（
20
22
年
度
5月
第
1回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
5月
18
日

開
催
〕）
。

次
年
度
も
、「
自
己
成
長
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
検
証
分
析
と
意
見
交
換
を
行
い
、
継
続
的
に

教
育
・
研
究
活
動
の
改
善
お
よ
び
今
後
の
検
証

作
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
（
20
23
年
5

月
実
施
予
定
）。

5

「
初
年
次
教
育
」・
「
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
基
礎
」の
一
層
の
向
上

を
図
る
。

「
初
年
次
教
育
」・
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
一
層
の
向
上
。
■
新
規

■
継
続

∟（
20
14
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
3
月

①
�「
FD
推
進
委
員
会
」
と
「
法
学
部
生
の
将
来
を
考
え
支
え
る
会

幹
事
会
」
の
協
調
体
制
を
整
備
し
、
初
年
次
教
育
拡
充
の
た
め

の
、
協
議
・
検
討
を
継
続
的
に
進
め
て
い
く
（
20
22
年
9
月
・

20
23
年
3
月
実
施
予
定
）。

②
�初
年
次
必
修
科
目
及
び
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
基
礎
」
担
当
者
間

で
の
綿
密
な
打
合
せ
を
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、「
FD
推
進

委
員
会
」
及
び
法
学
部
教
授
会
に
お
い
て
、
情
報
共
有
と
意
見

交
換
を
行
い
、
学
部
を
あ
げ
た
「
初
年
次
教
育
」
の
さ
ら
な
る

拡
充
に
つ
と
め
て
い
く
（
同
上
）。

①
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、2
02
2年
度
春
学
期
に
実
施
し
た
授
業
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、「
初
年
次
必
修
科
目
」
に
お
け
る
新
入
生
の
学
修
状
況
に
つ

い
て
幅
広
い
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
授
業
内
容
お
よ
び
授
業
方
法
の
改
善
な
ら
び

に
今
後
の
検
証
作
業
の
進
め
方
、
さ
ら
に
は
「
初
年
次
教
育
」
の
更
な
る
拡
充
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
情
報
共
有
と
意
見
交
換
、
点
検
作
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、「
初
年
次
教
育
」
の
一
層
の
充
実
に
つ
と
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
20
22
年
度

9月
第
2回
（
定
例
）
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
〔
20
22
年
9月
14
日
開
催
〕、
20
22

年
度
3月
第
4回
（
定
例
）
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
3月
2日
開
催
〕）
。

②
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
で
、
初
年
次
必
修
科
目
及
び
「
キャ
リア
形
成
の
基
礎
」

担
当
者
によ
る
担
当
者
間
の
打
ち
合
わ
せ
状
況
の
説
明
を
経
たう
え
で
、
20
22
年
度
秋
学
期

に
実
施し
た
授
業
アン
ケ
ート
の
結
果
をも
とに
「
キャ
リア
形
成
の
基
礎
」
に
お
け
る
新
入
生

の
学
修
状
況
に
つ
い
て
幅
広
い
意
見
交
換
行
い
、（
1）
今
年
度も
初
年
次
か
らの
キャ
リア

形
成
に
資
す
る
適
切
な
科
目
設
定
が
行
わ
れ
たこ
と
、（
2）
新
（
現
行
）カ
リキ
ュラ
ム
の
趣

旨
・目
的
が
達
成
され
て
い
るこ
と
、（
3）
今
後
の
授
業
内
容
およ
び
授
業
方
法
の
改
善
な

らび
に
今
後
の
検
証
作
業
の
進
め
方
・
初
年
次
教
育
の
更
なる
拡
充
の
取り
組
みと
体
制
整

備
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
るこ
と
等
、
以
上
3点
が
確
認
され
た
（
20
22

年
度
3月
第
4回
（
定
例
）
FD
推
進
委
員
会
〔
20
23
年
3月
2日
開
催
）〕
。

次
年
度
も
、
FD
推
進
委
員
会
に
お
い
て「
初

年
次
教
育
」・「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
拡
充
す
る
た

め
の
協
議
・
検
討
を
継
続
的
に
進
め
る
（
20
23

年
9
月
・
20
24
年
3
月
実
施
予
定
）。
こ
れ
ら
の

成
果
に
つ
い
て
は
、「
法
学
部
教
授
会
」
に
お
い

て
も
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
行
い
、
法
学
部

全
体
で
「
初
年
次
教
育
」
の
一
層
の
拡
充
に
向

け
て
検
討
す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
法
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

授
業
内
容
・
方
法
、
及
び
論
文

指
導
方
法
の
改
善

・
�複
数
の
教
員
（
研
究
指
導
教
員
・
論
文
審
査
主
査
・
論

文
審
査
副
査
）
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
、
大
学
院
生
の

論
文
レ
ベ
ル
の
段
階
的
な
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

・
�具
体
的
に
は
、
春
学
期
の
講
義
・
論
文
指
導
に
基
づ

き
、
7
月
（
開
催
予
定
）
の
「
院
生
論
文
中
間
報
告

会
」
の
報
告
内
容
の
質
的
向
上
を
図
り
、
同
報
告
会
で

の
指
導
を
踏
ま
え
、
秋
学
期
の
講
義
・
論
文
指
導
で
の

指
導
を
行
い
、
11
月
（
開
催
予
定
）
の
「
院
生
論
文
中

間
報
告
会
」
の
報
告
内
容
の
質
的
向
上
を
図
り
、
修
士

論
文
・
博
士
論
文
の
レ
ベ
ル
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
15
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
2
月

①
複
数
の
教
員
（
指
導
教
員
・
論
文
の
主
査
・
副
査
）
に
よ
る

論
文
指
導
体
制
を
、
5
月
～
6
月
に
か
け
て
確
立
す
る
。

②
通
常
講
義
・
論
文
指
導
で
指
導
教
員
に
よ
る
指
導
を
行
う
の

に
加
え
、
年
に
2
度
（
7
月
・
11
月
開
催
予
定
）
の
「
院
生
論
文
中

間
報
告
会
」
に
お
い
て
研
究
科
所
属
教
員
（
必
要
が
あ
れ
ば
、
他

大
学
研
究
科
教
員
も
参
加
）
に
よ
る
指
導
を
行
う
。

③
こ
の
指
導
成
果
を
、
11
月
（
開
催
予
定
）
の
「
院
生
論
文
中

間
報
告
会
」
後
、
及
び
2
月
（
開
催
予
定
）
の
院
生
と
の
意
見
交

換
会
後
に
開
催
さ
れ
る
定
例
の
法
学
研
究
科
FD
委
員
会
推
進
委

員
会
に
お
い
て
検
証
す
る
。

④
そ
の
他
、
適
宜
、
法
学
研
究
科
拡
大
FD
委
員
会
推
進
委
員

会
を
開
催
し
て
、
指
導
成
果
を
検
証
す
る
。

20
22
年
7
月
6
日
（
水
）
に
論
文
報
告
会
を
開
催
。
法
学
研
究

科
研
究
科
研
究
員
の
長
瀬
大
樹
氏
が
、「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け

る
軍
事
援
護
を
担
っ
た
諸
団
体
の
形
成
と
展
開
―
愛
国
婦
人
会
を

事
例
と
し
て
―
」
と
の
論
題
で
報
告
。
参
加
者
9
名
。

法
学
研
究
科
に
お
い
て
一
定
の
効
果
が
認
め

ら
れ
て
き
た
論
文
指
導
方
法
が
、
人
文
社
会
科

学
研
究
科
法
・
政
治
学
専
攻
（
設
置
届
出
中
）

に
お
い
て
も
引
き
継
き
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
精

力
的
な
議
論
・
検
討
を
行
い
た
い
。

2

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証

・
�法
学
研
究
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
性
、及
び
各
科

目
担
当
の
専
任
教
員
の
科
目
適
合
性
が
担
保
さ
れ
て

い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
15
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
2
月

①
定
例
の
法
学
研
究
科
FD
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
体
系
性

と
科
目
適
合
性
と
の
観
点
か
ら
、
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

の
現
状
を
詳
細
に
分
析
・
検
討
し
た
上
で
、
幅
広
く
意
見
交
換
を

行
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証
を
行
う
。

③
そ
の
他
、
適
宜
、
法
学
研
究
科
拡
大
FD
委
員
会
推
進
委
員

会
を
開
催
し
て
、
法
学
研
究
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
性
、
及

び
各
科
目
担
当
の
専
任
教
員
の
科
目
適
合
性
を
検
証
す
る
。

今
年
度
も
、
残
念
な
が
ら
、
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程
と
も

に
、
大
学
院
生
が
在
籍
し
な
か
っ
た
た
め
、
講
義
開
講
実
績
が
な

く
、
開
講
実
態
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証
は

で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
修
士
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
人
文
社
会
科
学
研
究
科
法
・
政
治
学
専
攻
（
設
置
届
出
中
）
に

お
け
る
質
保
証
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、
精
力
的
に
議
論
・
検
討
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
人
文
社
会
科
学
研
究
科

法
・
政
治
学
専
攻
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
共
有
を
行
っ
た
。

修
士
課
程
に
つ
い
て
は
、
現
在
法
学
研
究
科

で
提
供
さ
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
人
文
社

会
科
学
研
究
科
法
・
政
治
学
専
攻
（
設
置
届
出

中
）
に
引
き
継
が
れ
る
た
め
、
新
研
究
科
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
保
証
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
精
力
的
な
議
論
・
検
討
を
実
施
し

た
い
。

3

名
古
屋
税
関
研
修
生（
博
士
前

期
課
程
（
修
士
課
程
））
の
受

け
入
れ

20
23
年
4
月
に
、
名
古
屋
税
関
か
ら
の
研
修
生
が
、
法

学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
（
修
士
課
程
）
に
入
学
し
て
い

る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
2
月

①
名
古
屋
税
関
と
の
面
会
を
開
催

②
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
丁
寧
に
説
明

③
名
古
屋
税
関
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
耳
に
入

れ
た
う
え
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
対
応
す
る
。

財
務
省
税
関
研
修
所
名
古
屋
支
所
研
修
課
長
（
名
古
屋
税
関
に

お
け
る
研
修
生
派
遣
業
務
を
管
轄
す
る
責
任
者
）
と
密
に
連
絡
を

取
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
「
20
23
年
度
も
、
20
22
年
度
と
同
様

に
、
研
修
は
実
施
し
な
い
。（
名
古
屋
税
関
と
し
て
は
、
是
非
と
も

研
修
生
を
派
遣
し
た
い
が
、
財
務
省
本
省
の
予
算
措
置
が
な
い
。）

研
修
再
開
は
、
早
く
て
、
20
24
年
度
で
あ
る
。」
と
い
う
ご
連
絡
を

い
た
だ
い
た
。

次
年
度
も
、
今
年
度
と
同
様
に
、
名
古
屋
税

関
と
密
に
連
絡
を
と
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
研
修

の
再
開
（
財
務
省
本
省
の
予
算
措
置
の
復
活
）

を
祈
り
た
い
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑼　総合政策学部・経済学研究科総合政策学専攻
①
　
総
合
政
策
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
学

部
教
育
の
検
討

・
�3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、デ
ー
タ
分
析
系
科
目
の

充
実
を
図
る

・
�「
総
合
政
策
特
殊
講
義
」
の
内
容
を
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー

に
合
わ
せ
て
再
構
築
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

・
�現
状
の
デ
ー
タ
分
析
系
科
目
の
検
討

・
�現
状
の
「
総
合
政
策
特
殊
講
義
」
に
は
、
3
つ
の
寄
付
講
座
が

含
ま
れ
る
が
、
特
に
こ
れ
ら
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
の

都
合
等
に
よ
り
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
継
続
的
に
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

学
部
内
の
教
育
推
進
委
員
会
に
デ
ー
タ
分
析
系
科
目
の
担
当
教

員
を
招
聘
し
、
現
状
の
講
義
内
容
や
履
修
状
況
に
つ
い
て
報
告
し

て
も
ら
い
、
今
後
の
同
科
目
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
第
10
回
総
合
政
策
学
部
教
育
推
進
委
員
会
議
事
録

・
�デ
ー
タ
分
析
系
科
目
に
つ
い
て
は
、今
後
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
講
義
内
容

の
精
査
や
改
善
を
行
う
。

・
�「
総
合
政
策
特
殊
講
義
」
に
つ
い
て
は
、
退
職

予
定
教
員
や
新
規
採
用
教
員
の
専
門
領
域
を

考
慮
し
つ
つ
、
継
続
的
に
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
。

2

学
生
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の

涵
養

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
学
生
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
涵
養
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

面
接
授
業
が
中
心
と
な
る
状
況
の
中
で
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に

関
し
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
活
用
の
側
面
と
、
デ
ー
タ
活
用
に
当

た
っ
て
の
倫
理
的
な
側
面
の
両
面
か
ら
、
学
生
の
更
な
る
意
識
が

向
上
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
と
実
施
を
行
っ
て
い
く
。

1
年
生
を
対
象
と
す
る
必
修
科
目
「
総
合
政
策
概
論
」
に
お
い

て
、
学
部
長
が
研
究
論
理
教
育
の
一
環
と
し
て
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・「
総
合
政
策
概
論
」
シ
ラ
バ
ス

次
年
度
よ
り
全
面
的
に
面
接
授
業
が
再
開
さ

れ
る
が
、
引
き
続
き
「
総
合
政
策
概
論
」
を
中

心
と
し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
継
続
す
る
。
ま

た
、
次
年
度
よ
り
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
ズ
」

が
学
生
に
よ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
レ
ポ
ー
ト
な

ど
）
を
重
視
し
た
内
容
に
変
更
さ
れ
る
た
め
、

当
該
科
目
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

3

学
生
の
多
様
化
に
伴
う
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い
・
起
こ
さ
せ

な
い
教
員
意
識
の
醸
成
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

総
合
政
策
学
専
攻
と
共
催
で
、
性
の
多
様
化
な
ど
新
た
な
課
題

に
も
対
応
で
き
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

総
合
政
策
学
専
攻
と
共
催
で
、
第
5
回
教
授
会
・
選
考
委
員
会

終
了
後
に
、
学
生
支
援
部
鳴
川
部
長
を
講
師
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
当
日
は
16
名
（
1
名
欠
席
）
が
参
加

し
、
欠
席
者
は
動
画
配
信
に
よ
っ
て
受
講
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
第
4
回
定
例
教
授
会
議
事
録

引
き
続
き
、
総
合
政
策
学
専
攻
と
共
催
で
、

学
部
独
自
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
年
度
の
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
連
規
程
改
正
に
鑑
み
、

対
学
生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
間
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
意
識
の
涵
養
に
努
め
る
。

4

科
目
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成

と
点
検

専
任
教
員
全
員
が
責
任
コ
マ
数
の
全
科
目
に
つ
い
て

科
目
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の

学
修
到
達
状
況
を
評
価
す
る
た
め
の
基
準
が
明
確
化
さ

れ
、学
生
自
身
が
学
修
到
達
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

専
任
教
員
全
員
が
春
・
秋
学
期
最
低
各
1
科
目
の
科
目
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
が
シ
ラ
バ
ス
の
学
修
到
達
目
標
と

合
致
し
て
い
る
か
、
評
価
基
準
が
適
切
か
等
に
つ
い
て
学
部
長
、
副

学
部
長
、
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員
が
点
検
を
行
う
。

専
任
教
員
全
員
が
春
・
秋
学
期
最
低
各
1
科
目
の
科
目
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
内
容
が
シ
ラ
バ
ス
の
学
修

到
達
目
標
と
合
致
し
て
い
る
か
、
評
価
基
準
が
適
切
か
等
に
つ
い

て
点
検
を
行
っ
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
第
9
，1
0回
総
合
政
策
学
部
教
育
推
進
委
員
会
議
事
録

20
19
年
度
以
前
よ
り
在
籍
し
て
い
た
教
員

は
、
本
年
度
を
も
っ
て
責
任
コ
マ
数
分
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
作
成
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
る
。
今

後
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
運
用
の
過
程
に
お
い
て
も

定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
改
善

し
て
い
く
。

そ
れ
以
外
の
教
員
は
、
引
き
続
き
未
作
成
科

目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
整
備
を
続
け
、
学
部
内
で

の
点
検
を
行
う
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
経
済
学
研
究
科
総
合
政
策
学
専
攻

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

社
会
人
院
生
の
博
士
論
文
作

成
に
向
け
た
組
織
的
な
支
援

体
制
の
確
立

博
士
課
程
後
期
課
程
に
在
学
中
の
社
会
人
大
学
院
生

が
、
仕
事
と
の
両
立
を
は
か
り
な
が
ら
博
士
学
位
請
求
論

文
を
完
成
で
き
る
よ
う
に
、
専
攻
と
し
て
組
織
的
に
支
援

す
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

博
士
学
位
請
求
論
文
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
で
生
じ
て
い
る
課
題
に

き
め
細
か
に
対
応
す
る
た
め
に
、
独
自
の
研
究
会
を
企
画
・
実
施

し
て
、
組
織
的
に
支
援
す
る
。

・
�研
究
構
想
発
表
会
を
開
催
し
、
当
該
専
攻
以
外
の
教
員
も
含
め

た
多
様
な
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
。

・
�所
属
院
生
か
ら
の
紀
要
『
総
合
政
策
論
叢
』
へ
の
論
文
投
稿
に

つ
い
て
、
査
読
を
実
施
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
�第
1,4
,5回
総
合
政
策
学
部
研
究
振
興
委
員
会
議
事
録

現
在
所
属
す
る
院
生
は
1
名
の
み
で
あ
り
、

博
士
論
文
執
筆
の
段
階
に
進
む
ま
で
1,2
年
の

時
間
を
要
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
引
き
続
き
左

記
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

2

研
究
科
再
編
へ
の
移
行
準
備

と
し
て
の
博
士
後
期
課
程
研

究
指
導
教
員
の
増
加

現
在
6
名
し
か
存
在
し
て
い
な
い
博
士
後
期
課
程
研

究
指
導
教
員
を
で
き
る
限
り
多
く
増
加
さ
せ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

研
究
成
果
公
表
の
場
と
し
て
、
20
21
年
度
に
新
設
し
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
へ
の
投
稿
を
推
奨
す
る
と
と
も

に
、
積
極
的
な
投
稿
が
行
わ
れ
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

・
�デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
規
程
の
改
正
を
行
い
、同
シ
リ
ー

ズ
に
投
稿
し
た
論
文
を
査
読
付
学
術
誌
に
も
同
時
に
投
稿
し
や

す
く
な
る
よ
う
対
処
し
た
。

・
�総
合
政
策
学
部
教
授
会
を
通
じ
て
、
紀
要
『
総
合
政
策
論
叢
』
お

よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
へ
の
投
稿
を
募

集
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
1
件
、
紀
要
に
6

件
の
投
稿
が
あ
っ
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
�第
1
-3
，
5
回
総
合
政
策
学
部
研
究
振
興
委
員
会
議
事
録

引
き
続
き
、
紀
要
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
へ
の
投
稿
を
呼
び
か
け

て
い
く
。

3

学
生
の
多
様
化
に
伴
う
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い
・
起
こ
さ
せ

な
い
教
員
意
識
の
醸
成
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

総
合
政
策
学
部
と
共
催
で
、
性
の
多
様
化
な
ど
新
た
な
課
題
に

も
対
応
で
き
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

・
�総
合
政
策
学
専
攻
と
共
催
で
、
第
5
回
教
授
会
・
選
考
委
員
会

終
了
後
に
、
学
生
支
援
部
鳴
川
部
長
を
講
師
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
当
日
は
16
名
（
1
名
欠
席
）
が

参
加
し
、
欠
席
者
は
動
画
配
信
に
よ
っ
て
受
講
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
�第
4
回
総
合
政
策
学
部
定
例
教
授
会
議
事
録

引
き
続
き
、
総
合
政
策
学
部
と
共
催
で
、
学

部
独
自
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
連
規
程
改
正
に
鑑
み
、
対
学

生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
間
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
意
識
の
涵
養
に
努
め
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑽　経済学部・経済学研究科経済学専攻
①
　
経
済
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

高
大
接
続
入
試
に
よ
る
人
材

確
保
に
か
か
わ
る
調
査

20
19
年
度
ま
で
の
高
大
接
続
入
試
で
は
対
面
講
義
を

実
施
し
講
義
中
の
課
題
等
で
評
価
を
し
て
い
た
。
一
方
、

20
21
年
度
入
試
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
動
画

に
よ
る
講
義
と
筆
記
試
験
を
課
し
た
。
20
22
年
度
で
も

同
様
の
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
評
価
方
法
の
変
更
が

A
P
に
適
う
人
材
確
保
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
に
か
か
わ

る
一
定
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
必
要
と
な
る
対
策
を
提
案
す
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

①
�方
式
の
違
い
が
学
業
成
績
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
確
認
す
る

②
�新
方
式
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
場
合
、
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
を
考
慮
し
つ
つ
代
替
案
を
提
示
す
る

高
大
接
続
と
そ
れ
と
同
等
と
い
え
る
学
校
推
薦
型
選
抜
と
で
入

学
者
の
平
均
GP
A
を
比
較
し
た
が
、
両
者
に
著
し
い
差
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
面
接
者
か
ら
は
、
思
考
能
力
・
関
心
・
意
欲
に
欠
け

る
受
験
生
は
前
者
に
多
い
と
い
う
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
近
年
の
高
大
接
続
入
試
は
推
薦
入
試
で
も
入
学
が
難
し
い
学

生
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
は
、
講
義
で
経
済
学
へ
の
関
心
を
喚
起
し
て
、
多
種

多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
高
大
接
続
入
試
の
趣
旨
に

反
し
て
い
る
。

次
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

こ
こ
2
年
間
実
施
し
て
い
た
、講
義
動
画
配
信
・

筆
記
試
験
に
よ
る
評
価
形
式
を
廃
し
、
以
前
に

実
施
し
て
い
た
対
面
講
義
・
講
義
内
課
題
に
よ

る
評
価
形
式
へ
と
移
行
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

再
変
更
で
A
P
に
適
う
人
材
が
再
び
集
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
GP
A
な
ど
の
デ
ー

タ
や
面
接
者
の
意
見
な
ど
の
多
角
的
な
資
料
か

ら
判
定
す
る
。
問
題
の
改
善
が
見
込
め
な
い
場

合
に
は
、
入
試
方
式
自
体
を
見
直
す
。

2

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た

授
業
ス
タ
イ
ル
の
調
査

D
X
が
進
む
教
育
・
学
習
環
境
の
変
化
を
予
測
し
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る
た
め
の
教
育
・
学
修
に
お
け
る

以
下
の
指
針
を
整
理
し
、
FD
活
動
と
し
て
組
織
的
に
取

り
組
む
。

・
�コ
ロ
ナ
禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
培
っ
た
経
験
や
技
術

を
効
果
的
に
取
り
入
れ
た
授
業
ス
タ
イ
ル

・
�オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
・
学
修
等
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
�コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
有
効
だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を

適
切
に
取
り
入
れ
た
事
前
事
後
学
習
な
ど
の
方
法

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

①
�遠
隔
授
業
と
面
接
授
業
の
位
置
づ
け
再
確
認

②
�面
接
授
業
に
お
け
る
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
学
習
効
果

③
�面
接
授
業
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
必
要
性
と
そ
の
効
果

の
確
認

　

①
制
度
上
8
回
以
上
遠
隔
で
行
う
も
の
だ
け
を「
遠
隔
授
業
」と

す
る
。

②
一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
等
に
す
る
場
合
、
シ
ラ
バ
ス
も
し
く
は

初
回
時
か
ら
予
定
し
て
い
る
も
の
と
補
講
等
に
よ
る
突
発
的
な
も

の
に
分
け
ら
れ
る
。
補
講
等
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
今
ま
で

は
受
講
で
き
な
い
学
生
が
受
講
で
き
る
等
の
効
果
が
あ
り
有
効
だ

と
認
め
ら
れ
る
。

③
面
接
授
業
の
科
目
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
多
用
し
た
授
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
学
生
の
学
修
理
解
を
促
す
効
果
が
確
認
さ
れ

た
（
エ
ビ
デ
ン
ス
「
統
計
学
の
基
礎
」
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
）

20
23
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
原
則
対
面
形
式

に
移
行
す
る
。
そ
の
た
め
対
面
形
式
で
の
授
業

の
理
解
度
の
確
認
や
成
績
不
良
の
状
況
等
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

3

学
部
基
礎
科
目
の
授
業
運
営

の
検
討

学
部
基
礎
科
目
で
あ
る
マ
ク
ロ
経
済
学
入
門（
必
修
）、

ミ
ク
ロ
経
済
学
入
門
（
必
修
）、
経
済
数
学
Ⅰ
（
選
択
必

修
）
に
つ
い
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
礎
と
し
て
機
能
さ

せ
る
べ
く
、
教
育
内
容
と
学
修
成
果
に
つ
い
て
検
討
し
、

授
業
内
容
の
見
直
し
を
行
う
組
織
的
な
取
り
組
み
と
し

て
確
立
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
21
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

①
�基
礎
科
目
に
お
け
る
習
熟
度
別
の
講
義
の
効
果
に
つ
い
て
の
検

証
②
�応
用
科
目
を
含
め
た
広
義
の
担
当
者
が
意
見
交
換
を
行
う
場
の

設
定

③
�科
目
担
当
者
間
で
の
授
業
内
容
の
振
り
返
り
と
調
整

①
20
22
年
度
も
初
級
中
級
上
級
の
三
ク
ラ
ス
に
分
け
て
経
済
数

学
Iを
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
習
熟
度
別
に
分
け
た
結
果
数

学
が
苦
手
な
学
生
も
含
む
ほ
ぼ
全
学
生
が
履
修
し
た
。

②
統
計
学
・
計
量
経
済
学
等
の
授
業
で
は
経
済
数
学
Ⅰ
を
踏
ま

え
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

③
20
23
年
度
向
け
に
経
済
数
学
Ⅰ
の
担
当
者
に
よ
る
調
整
を

行
っ
た
。
ま
た
、
経
済
数
学
Ⅱ
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
調
整
を

行
っ
た
。

理
数
系
教
育
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
20
23
年

度
以
降
は
経
済
数
学
Ⅱ
や
統
計
系
科
目
で
あ
る

統
計
学
の
基
礎
や
デ
ー
タ
か
ら
見
た
経
済
に
つ

い
て
も
調
整
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

4

卒
業
生
な
ど
の
社
会
人
と
の

連
携
お
よ
び
在
学
生
間
で
の

学
年
を
ま
た
い
だ
連
携
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
検
討

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
の
な
か
で
、
在
学

生
が
卒
業
生
や
企
業
人
事
担
当
者
な
ど
の
社
会
人
と
連

携
し
た
り
、
在
学
生
間
で
学
年
を
ま
た
い
で
連
携
す
る
機

会
を
作
り
、個
々
の
学
生
が
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

意
識
し
て
学
生
生
活
を
計
画
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
度

①
�学
部
内
キ
ャ
リ
ア
教
育
検
討
委
員
会
に
お
い
て
本
取
り
組
み
を

行
う
組
織
と
方
針
を
検
討

②
�キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
、
社
会
人
と
の

連
携
や
在
学
生
間
で
の
連
携
の
実
施
状
況
を
調
査
し
、
そ
れ
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
検
討

③
�取
り
組
み
事
例
を
在
学
生
や
学
外
に
発
信
す
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
の
作
成
を
検
討

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
の
な
か
で
、
在
学
生
が
卒

業
生
や
企
業
人
事
担
当
者
な
ど
の
社
会
人
と
連
携
し
た
り
、
在
学

生
間
で
学
年
を
ま
た
い
で
連
携
す
る
機
会
を
設
け
た
。

【
具
体
例
】

・
�学
部
内
キ
ャ
リ
ア
教
育
検
討
委
員
の
ゼ
ミ
（
合
同
）
で
、
3
年

次
6
回
、
2
年
次
2
回
、
企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る
授
業
を
実

施
し
た

・
�「
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門
」
で
は
授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
6
名
の
4
年
生
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
最
終
回

の
授
業
で
は
、
4
名
の
社
会
人
（
卒
業
生
）
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
学
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

企
業
人
事
担
当
者
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
受
講
し
て
き
た
学
生
に
対
す
る
教
育
効

果
の
検
証
を
行
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
す
べ

て
の
ゼ
ミ
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
も
検
討

す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

税
理
士
コ
ー
ス
の
指
導
体
制

に
関
す
る
検
討

・
�税
理
士
志
望
の
学
生
の
継
続
的
な
集
客
に
努
め
る
。

・
�税
理
士
コ
ー
ス
の
学
生
の
研
究
指
導
体
制
を
維
持
す

る
。

・
�大
学
院
再
編
に
向
け
て
、税
理
士
を
要
請
す
る
学
生
の

研
究
教
育
体
制
を
大
学
院
全
体
の
検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
む
よ
う
働
き
か
け
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

・
�学
部
学
生
向
け
に
大
学
院
説
明
会
を
複
数
回
実
施
し
、
学
生
の

応
募
に
繋
げ
る
。

・
�対
外
的
に
は
、本
研
究
科
を
修
了
し
た
税
理
士
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
入
学
希
望
者
の
増
加
に
繋
げ
る
。

・
�研
究
科
長
を
通
し
て
、
新
研
究
科
設
置
統
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

当
研
究
科
を
修
了
し
た
現
役
税
理
士
の
非
常
勤
と
し
て
の
さ
ら

な
る
採
用
を
働
き
か
け
る
。

・
�経
済
学
研
究
科
と
し
て
も
、
大
学
院
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、

社
会
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
大
学
広
報
な
ど
で
卒
業
者
の
活
躍
を
紹
介
す
る
記
事
を

載
せ
る
な
ど
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
ル
ー
ト
の
開
拓
を
は
か
る
。

・
�継
続
的
な
大
学
院
説
明
会
に
よ
り
、
学
生
の
志
望
を
募
っ
た
。

・
�本
研
究
科
出
身
の
税
理
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
学
生

の
確
保
の
た
め
の
継
続
的
な
広
報
に
努
め
た
。

大
学
院
再
編
に
向
け
て
、
税
理
士
志
望
学
生

等
へ
の
広
報
を
通
じ
て
学
生
の
確
保
に
努
め
た

い
。

2

教
員
編
成
方
針
の
検
討

・
�教
育
研
究
上
の
目
的
お
よ
び
学
習
成
果
の
実
現
を
図

り
、作
成
さ
れ
た
教
育
編
成
方
針
の
よ
り
詳
細
か
つ
具

体
的
内
容
を
、
学
部
教
員
編
成
を
参
考
に
検
討
す
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

・
�大
学
院
再
編
と
齟
齬
が
な
い
よ
う
検
討
す
る
。

教
員
編
成
方
針
の
内
容
に
関
し
て
は
、
大
学
院
再
編
と
齟
齬
が

な
い
よ
う
に
継
続
し
て
検
討
を
進
め
た
。

大
学
院
再
編
を
見
据
え
て
継
続
的
な
検
討
を

進
め
る
。

3

大
学
院
進
学
奨
励
学
生
の
確

保
・
�大
学
院
の
定
員
確
保
に
向
け
て
、大
学
院
進
学
奨
励
学

生
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
。
い
か
に
学
部
生
に
そ
の
制

度
を
広
報
し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
。

・
�20
20
年
度
に
1
名
の
学
生
の
確
保
が
で
き
た
。
そ
の
意

味
で
は
達
成
さ
れ
た
と
も
い
え
る
が
、
数
年
継
続
で
き

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
と
、今
後
も
継
続
的
な
確
保

を
目
標
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

・
�学
部
学
生
向
け
に
大
学
院
説
明
会
を
複
数
回
実
施
し
、
学
生
の

応
募
に
繋
げ
る
。

・
�大
学
院
進
学
奨
励
制
度
の
学
生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
メ

リ
ッ
ト
を
整
理
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成
も
検
討
す
る
。

大
学
院
再
編
を
見
据
え
な
が
ら
大
学
院
進
学
奨
励
制
度
を
通
じ

て
進
学
奨
励
に
努
め
た
。

今
後
も
大
学
院
再
編
を
見
据
え
た
活
動
を
継

続
す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑾　経営学部・経営学研究科
①
　
経
営
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
国
際
を
意
識
し
た
新
学
部
の
設
立
等
を
踏
ま
え
て
、経

営
学
部
の
新
た
な
特
色
や
強
み
を
反
映
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
成
、
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
26
年
度

20
22
年
度
か
ら
適
用
開
始
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
適

宜
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
円
滑
な
運
用
に

努
め
る
。

学
部
の
特
色
を
打
ち
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
英
語
力
を
中
心
と
す
る
も
の
（
A
BE
）
か
ら
、
20
22
年
度
か
ら

適
用
開
始
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
わ
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
中
心
と
す
る
も
の
（
BL
P）
に
切
り
替
え
た
こ
と
か
ら
、

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修
成
果
を
評
価
指
標
で
検
証
し
た
結
果
に
つ

い
て
、
学
部
教
授
会
で
情
報
の
共
有
を
行
っ
た
（
20
22
年
度
第
11

回
学
部
教
授
会
）。

経
営
学
の
学
び
を
経
営
の
現
場
で
実
践
し
、
更
に
学
び
を
深
め

る
経
営
学
部
教
育
の
一
環
と
し
て
、
経
営
学
部
独
自
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
と
提
携
）
を

本
年
度
か
ら
開
始
し
た
（
20
22
年
9
月
に
実
施
）。

引
き
続
き
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
学

修
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
社
と
の
経
営
学

部
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
加
え
、
愛
知
銀
行
・
岐
阜
信
用
金
庫
と
の

同
様
な
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
次
年

度
か
ら
開
始
し
、
経
営
学
の
学
び
を
経
営
の
現

場
で
実
践
し
、
更
に
学
び
を
深
め
る
経
営
学
部

教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

2

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

推
進

学
生
の
能
動
的
学
修
を
推
進
す
る
双
方
向
型
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

引
き
続
き
学
生
の
能
動
的
学
修
を
促
す
双
方
向
型
授
業
に
関
す

る
FD
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
員
の
教
育
力
を
高
め
る
施
策

と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
用
い
た
学
部
内
研
修
会
を
実
施
す
る
。

教
員
の
教
育
力
を
高
め
る
施
策
と
し
て
、
専
任
教
員
は
全
員
参

加
（
研
究
休
暇
者
等
を
除
く
）
の
も
と
で
FD
研
修
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
。
本
年
度
は
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
に
お
け
る

チ
ャ
ッ
ト
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
試
み
」）
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
20
22
年
7
月
に
開
催
し
て
い
る
。

引
き
続
き
学
部
及
び
研
究
科
合
同
に
よ
る

FD
を
研
修
会
を
開
催
し
、
専
任
教
員
は
全
員

参
加
と
す
る
こ
と
で
学
部
全
体
の
教
育
力
を
引

き
上
げ
て
い
く
。

3

学
生
の
自
主
的
活
動
の
見
直

し
経
営
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
運
営
に
関
し
て
学
生

が
関
与
し
、
教
育
的
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

コ
ロ
ナ
禍
等
の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
の
自

主
的
活
動
（
JJ
 S
T
A
FF
（
学
部
公
認
団
体
）
及
び
O
ne
 W
or
ld
 

Co
lle
ct
iv
e（
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
の
既
履
修
者
に
よ
る
学
部
公
認

団
体
））
を
発
展
的
に
解
消
し
、
新
た
な
学
生
の
自
主
的
活
動
の
あ

り
方
を
企
画
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
3
年
ぶ
り
に
実

施
し
た
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
の
参
加
者
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
等

を
含
め
て
、
引
き
続
き
学
生
に
よ
る
自
主
的
活
動
の
あ
り
方
を
検

討
中
で
あ
る
。

今
年
度
実
施
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
参
加
者

を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
の
自
主
的

活
動
の
実
績
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
学
生
に
よ
る

自
主
的
活
動
体
を
再
稼
働
さ
せ
て
い
く
。

4

学
部
H
P
の
改
善

受
験
生
お
よ
び
在
校
生
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た

H
P、
教
員
の
研
究
成
果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
積
極
的
に

公
開
で
き
る
H
P
に
な
っ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
18
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

学
部
H
P
の
閲
覧
ペ
ー
ジ
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
分
野
の
情
報
発
信
に
注
力
す
る
。

項
番
1
「
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
」
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、
経
営
学
部
の
新
た
な
強
み
や
特
色
を
反
映
し
た
20
22
年
度
か

ら
適
用
開
始
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
長
の
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。

20
22
年
度
か
ら
適
用
開
始
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
長
、
各
教

員
に
よ
る
社
会
連
携
教
育
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
特
色
が

伝
わ
る
H
P
と
す
る
た
め
、
学
部
長
及
び
前
学
部
長
、
学
部
メ
デ
ィ

ア
・
広
報
委
員
等
を
中
心
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
と
り
ま
と
め
、
H
P
作

成
業
者
に
依
頼
し
て
H
P
更
新
作
業
を
行
っ
た
。
更
新
作
業
を
反

映
し
た
新
た
な
学
部
H
P
は
、
20
23
年
3
月
に
公
開
し
て
い
る
。

学
部
H
P
の
内
容
を
必
要
に
応
じ
て
随
時

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
学
部
と
し
て
の
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
経
営
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

3
つ
の
方
針
の
見
直
し
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備

全
学
方
針
に
基
づ
き
、研
究
科
の
特
色
を
反
映
さ
せ
た

3
つ
の
方
針
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
適
正
化
さ
れ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

定
年
退
職
や
新
規
採
用
、移
籍
等
に
よ
る
担
当
教
員
の
異
動
、全

学
的
な
研
究
科
再
編
の
動
向
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続
き

3
つ
の
方
針
と
整
合
性
が
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
作
業
を
進

め
る
。

本
年
度
は
定
年
退
職
や
移
籍
を
し
た
教
員
の
担
当
科
目
の
補
充

人
事
に
注
力
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
20
22
年
4
月
着
任
の
2
名
、
20
23
年
4
月
着

任
の
4
名
（
テ
ニ
ュ
ア
昇
格
1
名
を
含
む
）
を
採
用
し
た
が
、
欠

員
が
あ
る
状
況
に
つ
き
、
引
き
続
き
採
用
人
事
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

本
取
り
組
み
・
目
標
は
今
年
度
で
達
成
時
期

を
迎
え
た
が
、
未
達
成
の
案
件
も
あ
る
た
め
、

次
年
度
以
降
も
教
員
異
動
及
び
全
学
的
な
研
究

科
再
編
の
動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
採
用
人
事

を
進
め
て
い
く
。

2

教
員
の
研
究
・
教
育
力
の
向
上

各
教
員
の
研
究
力
、
教
育
力
が
向
上
し
、
授
業
や
研
究

指
導
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

FD
研
修
会
及
び
中
京
経
営
学
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
引
き
続

き
教
員
の
研
究
・
教
育
力
の
向
上
に
努
め
る
。

20
20
年
度
か
ら
実
施
し
た
企
業
研
究
所
と
の
連
携
事
業
（
中
京

経
営
学
術
セ
ミ
ナ
ー
の
合
同
開
催
）
の
効
果
を
検
証
の
上
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
。

本
年
度
は
FD
研
修
会
を
1
回
（
20
22
年
7
月
）、
中
京
経
営
学

術
セ
ミ
ナ
ー
を
2
回
（
20
22
年
11
月
、
20
23
年
3
月
）
開
催
し
て

い
る
。
な
お
、
中
京
経
営
学
術
セ
ミ
ナ
ー
は
企
業
研
究
所
と
の
連

携
事
業
で
あ
り
、
連
携
を
通
じ
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
及
び
受
講
者
の

多
様
化
が
期
待
さ
れ
る
。

本
取
り
組
み
・
目
標
は
今
年
度
で
達
成
時
期

を
迎
え
た
が
、
次
年
度
以
降
も
、
FD
研
修
会

及
び
中
京
経
営
学
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
引

き
続
き
教
員
の
研
究
・
教
育
力
の
向
上
に
努
め

る
。

3

定
員
確
保
と
社
会
人
対
応
の

充
実

社
会
人
入
学
生
な
ど
、研
究
能
力
と
意
欲
の
あ
る
多
様

な
入
学
生
が
在
籍
し
、ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

学
部
生
か
ら
の
内
部
進
学
の
勧
奨
の
一
環
と
し
て
、
大
学
院
の

認
知
度
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
経
営
学
部
生
に
対
し
て
A
LB
O
に

お
い
て
大
学
院
の
紹
介
を
す
る
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
る
。

20
22
年
度
入
試
か
ら
新
た
に
追
加
し
た
入
試
区
分
（
税
理
士
選

抜
）
の
効
果
を
検
証
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
入
試
区
分
を

追
加
ま
た
は
既
存
の
入
試
区
分
の
見
直
し
を
行
う
。

20
22
年
度
入
試
か
ら
新
た
に
設
け
た
入
試
区
分
の
税
理
士
選
抜

に
つ
き
、
20
23
年
度
入
試
も
引
き
続
き
実
施
し
た
（
同
入
試
区
分

に
よ
る
入
学
者
は
、
20
22
年
度
で
1
名
あ
り
）。

学
部
学
生
に
対
す
る
新
研
究
科
へ
の
進
学
意
向
調
査
に
協
力
し

た
。

本
取
り
組
み
・
目
標
は
今
年
度
で
達
成
時
期

を
迎
え
た
が
、
次
年
度
以
降
も
、
全
学
的
な
研

究
科
再
編
の
動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
定
員
確

保
の
た
め
の
施
策
の
検
討
を
行
う
。

4

学
位
論
文
の
審
査
方
法
と
学

位
授
与
方
針
に
定
め
た
学
習

成
果
と
の
関
係
の
明
確
化

CP
に
基
づ
い
た
教
育
お
よ
び
研
究
の
成
果
（
学
位
論

文
）
を
測
定
す
る
審
査
基
準
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
が
D
P

が
定
め
た
学
位
授
与
の
方
針
と
整
合
し
て
い
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
通
し
て
、
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
リ
サ
ー

チ
ワ
ー
ク
の
評
価
基
準
を
明
確
に
し
、
学
位
論
文
の
審
査
基
準
の

設
定
を
目
指
す
。

修
士
論
文
の
評
価
基
準
と
し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
そ

の
適
切
性
の
確
認
手
続
の
整
備
体
制
と
あ
わ
せ
て
承
認
し
た（
20
22

年
度
第
6
回
研
究
科
委
員
会
）。

D
P
が
定
め
た
学
位
授
与
の
方
針
と
整
合
性
が
あ
る
CP
に
基

づ
く
教
育
を
行
う
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
大
学
院
学
生
全
員
を
対

象
と
す
る
自
己
成
長
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
制
度
の
導
入
を
承
認
し

（
20
22
年
度
第
6
回
研
究
科
委
員
会
）、
本
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

次
年
度
以
降
も
、
D
P
が
定
め
た
学
位
授
与

の
方
針
と
整
合
性
が
あ
る
CP
に
基
づ
く
教
育

を
行
う
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
大
学
院
学
生
全

員
を
対
象
と
す
る
自
己
成
長
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
く
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⑿　工学部・工学研究科
①
　
工
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

学
修
目
標
へ
の
円
滑
な
到
達

へ
の
方
策

・
�学
生
の
基
礎
学
力
把
握
と
教
員
間
で
の
情
報
共
有

・
�リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
の
状
況
精
査
、
効
果
検
証

・
�学
生
に
対
す
る
技
術
習
得
に
関
す
る
動
機
づ
け
の
強
化

・
�情
報
教
育
の
強
化
、
充
実
化

□
新
規

■
継
続

∟（
20
13
）年
度
か
ら

の
継
続

20
25
年
度

①
�プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
な
ど
、
全
学
科
に
お
け
る
入
学
時
基

礎
学
力
把
握

②
�iL
S、
勉
強
カ
フ
ェ
な
ど
、
全
学
科
に
お
け
る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教

育
の
実
施
及
び
そ
の
効
果
検
証
の
継
続
、
検
証
に
基
づ
く
改
善

を
実
施

③
�卒
業
論
文
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
及
び
各
科
目
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
効
果

的
活
用

④
�専
門
教
育
の
動
機
づ
け
強
化
、
導
入
の
た
め
の
方
策
の
実
施
。

⑤
�CP
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
を
含
む
、
情
報
教
育
の
強
化
、
充

実
化

①
【
機
】【
電
】
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
に
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
を

実
施
し
学
力
レ
ベ
ル
の
確
認
を
行
っ
た
。（
学
科
会
議
5月
）

【
情
】
1年
生
の
必
修
授
業
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
経
験
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
教
員
間
で
情
報
共
有
し
た
。（
学
科
会
議
4月
）

【
メ
】
1年
生
の
必
修
授
業
に
お
い
て
数
学
の
基
礎
学
力
の
評
価
を
行
い
、

50
%
程
度
の
学
生
が
当
学
科
の
求
め
る
学
力
を
有
し
て
お
り
、1
2%
程
度
の

学
生
が
著
し
い
改
善
が
必
要
な
学
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
【
機
】
iL
S
を
継
続
実
施
し
、
そ
の
学
生
コ
メ
ン
ト
を
学
科
会
議
に
て

共
有
し
、
関
連
科
目
へ
の
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
。（
学
科

会
議
5～

3月
）

【
電
】i
LS
実
施
状
況
及
び
、
対
象
学
生
の
就
学
状
況
に
関
す
る
情
報
共
有

を
行
っ
た
。（
学
科
会
議
6月
）

【
情
】
勉
強
カ
フ
ェ
の
学
生
参
加
状
況
を
共
有
し
、
参
加
者
を
増
や
す
方

策
を
検
討
し
た
。（
学
科
会
議
4/
5/
6/
7/
9/
10
/1
1/
12
/1
/2
月
）

【
メ
】
過
去
に
実
施
し
た
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
用
講
座
へ
の
、
リ
メ
デ
ィ

ア
ル
を
要
す
る
学
生
の
能
動
的
な
行
動
が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
主
要
基
礎

科
目
に
お
い
て
講
義
の
中
で
補
強
内
容
を
実
施
す
る
措
置
を
取
っ
た
。

③
【
電
】
科
目
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
時
に
任
意
設
問
を
追
加
し
て
受
講
学
生
か
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
効
果
に
関

し
て
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。（
学
科
会
議
6/
7/
10
月
）

【
情
】
4年
生
に
卒
業
論
文
ル
ー
ブ
ッ
ク
に
基
づ
く
論
文
執
筆
を
指
導
し

た
。（
学
科
会
議
10
/1
1月
）

【
メ
】
各
科
目
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
沿
っ
た
講
義
展
開
を
行
っ
た
。

④
【
機
】
優
秀
卒
業
論
文
発
表
会
に
1～

3年
生
が
参
加
す
る
こ
と
で
研

究
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。（
学
科
会
議
1月
）

【
電
】
専
門
教
育
の
動
機
付
け
強
化
及
び
導
入
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

教
員
間
に
よ
る
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。（
学
科
会
議
4/
5/
6月
）

【
情
】【
メ
】
2年
生
の
ゼ
ミ
配
属
時
に
各
研
究
室
に
お
け
る
専
門
教
育
・

研
究
内
容
を
説
明
し
、
動
機
付
け
を
行
っ
た
。（
学
科
会
議
5/
6月
）

⑤
【
電
】
CP
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
と
最
適
化
に
関
し
て
教
員

間
で
議
論
し
た
。（
学
科
会
議
7/
9月
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
W
G
議
事
録

1/
2回
目
）

【
情
】
20
24
年
度
に
必
修
・
選
択
の
変
更
を
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部

改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
学
科
会
議
4/
5/
7/
10
/1
2/
1/
2）

【
メ
】
20
23
年
度
に
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
少
人
数
で
学
ぶ
実
習
科
目
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
学
科
会
議
10
月
）

①
【
機
】
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
は
新
入
生
ガ
イ

ダ
ン
ス
終
了
後
に
対
面
方
式
で
実
施
す
る
。
学
内
で

実
施
可
能
な
学
生
同
士
が
共
同
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

【
電
】
継
続
し
て
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
結
果
を

学
科
で
共
有
し
、
対
象
学
生
の
就
学
状
況
を
調
査
す

る
。 【
情
】【
メ
】
1年
生
の
必
修
授
業
に
お
け
る
学
力
調

査
お
よ
び
学
力
改
善
努
力
を
継
続
す
る
。

②
【
機
】【
電
】
iL
S
対
象
者
へ
の
補
習
参
加
の
呼

び
か
け
と
単
位
修
得
状
況
の
調
査
を
継
続
す
る
。

【
情
】
勉
強
カ
フ
ェ
の
参
加
促
進
を
継
続
す
る
。

【
メ
】
講
義
の
中
で
補
強
内
容
を
実
施
す
る
措
置
を

継
続
す
る
。

③
【
機
】【
電
】
卒
業
論
文
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用

方
法
の
検
討
を
含
め
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
有
効
利
用

を
検
討
す
る
。

【
情
】
見
本
と
な
る
卒
業
論
文
を
共
有
し
、
卒
業
論

文
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
趣
旨
を
見
本
を
題
材
と
し
て
具

体
的
に
学
生
に
説
明
す
る
。

【
メ
】
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
沿
っ
た
講
義
展
開
を
継
続

す
る
。

④
【
機
】
優
秀
卒
業
論
文
発
表
会
を
継
続
実
施
し
、

1～
3年
生
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
参
加
す
る
よ
う

に
求
め
て
い
く
。

【
電
】
継
続
し
て
専
門
教
育
へ
の
動
機
付
け
強
化
と

就
学
意
欲
向
上
の
方
策
に
関
し
て
議
論
す
る
。

【
情
】【
メ
】ゼ
ミ
配
属
時
に
お
け
る
各
研
究
室
の
専

門
教
育
・
研
究
内
容
説
明
に
よ
る
動
機
付
け
継
続
す

る
。 ⑤
【
電
】
CP
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
最
適
化
を
目

的
と
し
て
継
続
的
に
検
討
及
び
変
更
を
検
討
す
る
。

【
情
】【
メ
】2
02
4年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
向
け

た
準
備
を
行
う
。

2

能
動
的
な
学
び
の
充
実
化
及

び
研
究
活
動
を
通
じ
た
実
践

的
工
学
教
育

・
�学
会
発
表
の
定
着
・
安
定
化

・
�学
生
達
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
を
促
進
す
る
目
的
で
実

施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
活
発
化

・
�他
大
学
、
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
、
制
作
、
展
示

等
の
定
着
、
活
性
化

□
新
規

■
継
続

∟（
20
13
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

⑥
�学
会
発
表
を
促
進
し
、
実
施
状
況
と
そ
の
効
果
に
関
し
て
サ
ン

プ
リ
ン
グ
的
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
。

⑦
�学
部
内
で
例
年
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
助
成
の
成

果
広
報
及
び
参
加
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
。

⑧
�他
大
学
、
企
業
と
の
連
携
研
究
、
制
作
、
展
示
等
を
促
進
し
、
そ

の
効
果
を
確
認
す
る
。

⑥
【
機
】
学
会
発
表
に
お
い
て
優
秀
な
賞
を
受
賞
し
た
学
生
を
学
長
賞
に

推
薦
し
、
学
会
発
表
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
た
。
卒
業
論
文
発

表
会
に
お
い
て
優
秀
な
発
表
を
行
っ
た
学
生
を
様
々
な
学
会
の
賞
に
推
薦

し
、
研
究
活
動
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
た
。（
学
科
会
議
1月
）

【
電
】
学
会
発
表
の
促
進
及
び
実
施
効
果
に
関
す
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
的
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
方
法
に
関
し
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。（
学
科
会
議
6月
）

【
情
】
学
部
生
の
学
会
発
表
・
受
賞
実
績
を
情
報
共
有
し
た
。（
学
科
会
議

4月
）

【
メ
】
学
部
生
、
研
究
生
に
よ
る
10
件
の
学
会
発
表
、
1件
の
展
示
会
出

展
、
学
生
コ
ン
ペ
応
募
1件
お
よ
び
そ
の
受
賞
実
績
を
確
認
し
た
。

⑦
【
電
】
学
部
内
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
助
成
に
よ
る
成
果
報
告
が
な

さ
れ
、
学
長
賞
推
薦
と
な
っ
た
。（
学
科
会
議
2月
）

⑧
【
電
】
中
部
経
済
連
合
会
調
査
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
検
討
を
実
施
し
た
。（
学
科
会
議
7月
）

【
情
】
他
大
学
、
企
業
と
の
連
携
研
究
実
績
を
情
報
共
有
し
た
。（
学
科
会

議
4月
）

【
メ
】
海
外
や
地
元
の
他
大
学
、
行
政
、
企
業
と
の
産
官
学
連
携
に
よ
る

「
廃
棄
食
材
の
堆
肥
化
」、
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ

プ
の
開
発
」
な
ど
4件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
を
確
認
し
た
。

⑥
【
機
】）
学
会
発
表
件
数
を
調
査
す
る
仕
組
み
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

【
電
】
学
会
発
表
及
び
受
賞
に
関
す
る
実
績
調
査
を

継
続
し
学
生
へ
の
効
果
に
関
し
て
検
証
を
行
う
。

【
情
】【
メ
】
学
会
発
表
・
受
賞
等
の
実
績
の
情
報
共

有
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、学
生
へ
の
動
機
付
け
の
方

法
を
検
討
す
る
。

⑦【
電
】継
続
し
て
学
部
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
お

よ
び
成
果
報
告
を
促
進
さ
せ
る
。

⑧【
電
】他
大
学
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
活

動
の
調
査
及
び
促
進
に
関
し
て
継
続
的
に
議
論
す
る
。

【
情
】【
メ
】
他
大
学
、
企
業
及
び
行
政
と
の
連
携
研

究
の
促
進
を
継
続
す
る
。

3

出
口
を
明
確
に
意
識
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
効
性
向

上

・
�学
生
の
職
業
観
や
仕
事
観
の
醸
成

・
�起
業
と
の
共
同
研
究
、
学
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参

画
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
促
進

・
�キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
連
携
し
、進
学
を
含
む
理
系
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
強
化

□
新
規

■
継
続

∟（
20
17
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

⑨
�企
業
と
の
共
同
研
究
、
学
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
促
進
方
法
の
検
討
、
件
数
の
増
加

⑩
�大
学
院
進
学
率
増
加
方
法
を
研
究
科
と
協
力
し
て
検
討
、
推
進

⑪
�理
系
推
薦
、
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
方
法

に
つ
い
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
協
力
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
見
直

し
、
強
化

⑨
【
情
】【
メ
】
企
業
と
の
共
同
研
究
、
学
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
績
を
情
報
共
有
し
た
。（
学
科
会
議
4月
）

⑩
【
機
】
大
学
院
進
学
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。（
学
科
会

議
10
月
）

【
電
】
進
学
者
の
安
定
確
保
を
目
的
と
し
た
入
試
方
法
に
関
す
る
検
討
を

行
っ
た
。（
学
科
会
議
4/
5/
6月
）

⑪
【
機
】
学
科
管
理
の
Sl
ac
kな
ど
の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
学
生
と
の
キ
ャ

リ
ア
情
報
の
共
有
を
行
っ
た
。（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
Sl
ac
kで
の
掲
示
）

【
メ
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
紹
介
を
行
っ
た
。

⑨
【
情
】【
メ
】
企
業
と
の
共
同
研
究
、
学
外
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
績
の
情
報
共
有
を

継
続
す
る
。

⑩
【
機
】
大
学
院
進
学
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
継

続
実
施
す
る
。

【
電
】
進
学
者
の
安
定
確
保
に
向
け
た
入
試
改
革
を

進
め
る
。

⑪【
機
】各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
用
い
た
学
生

と
の
情
報
共
有
を
継
続
す
る
。

【
メ
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
科
目
受
講

の
促
進
を
継
続
す
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
工
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

進
学
者
数
の
安
定
的
確
保

①
�全
専
攻
が
修
士
課
程
の
定
員
を
充
足
し
て
い
る
。

②
�修
士
課
程
全
体
の
学
内
進
学
率
15
%
を
達
成
し
て
い

る
。

③
�博
士
後
期
課
程
進
学
者
、
社
会
人
・
外
国
人
入
学
者
の

受
入
れ
・
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

④
�学
部
生
の
進
路
選
択
肢
の
中
に
、「
進
学
」
が
明
確
に

含
ま
れ
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

・
�進
学
啓
蒙
W
G
活
動
の
強
化
策
と
し
て
、
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

研
究
科
全
体
向
け
、
専
攻
ま
た
は
研
究
室
向
け
と
し
て
実
施
す

る
。

・
�新
M
2
中
間
発
表
会
の
機
会
を
活
用
し
、
学
部
生
と
院
生
と
の

対
話
機
会
の
増
加
を
図
る
。

・
�教
育
懇
談
会
の
機
会
に
、
進
学
に
関
す
る
情
報
を
印
刷
物
と
し

て
配
布
、
あ
る
い
は
口
頭
で
の
説
明
機
会
を
設
け
る
。

・
�進
学
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
院
生
室

や
実
験
室
な
ど
工
学
研
究
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
関
し
て

実
態
調
査
を
実
施
す
る
。

①
に
つ
い
て
、
20
23
年
度
入
試
に
お
い
て
、
修
士
課
程
の
入
学

者
は
3
つ
の
専
攻
と
も
定
員
を
充
足
予
定
で
、
全
体
の
在
籍
学
生

比
率
は
約
20
0%
と
な
る
。
ま
た
、
博
士
後
期
課
程
の
在
籍
学
籍
比

率
は
約
42
%
で
あ
る
が
、
修
士
課
程
の
学
生
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
定
員
充
足
が
期
待
で
き
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
学
部
定
員
（
32
0名
）
の
15
%
で
あ
る
48
名
に

対
し
、
合
格
者
ベ
ー
ス
で
昨
年
度
は
41
名
、
今
年
度
は
46
名
と
僅

か
に
届
か
な
っ
た
が
、
徐
々
に
目
標
値
に
近
づ
い
て
い
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
工
学
研
究
科
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
複
数
教
員
で
の
指
導
を
実
施
す
る
ほ
か
、
RA
雇
用
を
取
り

入
れ
な
ど
、
博
士
後
期
課
程
学
生
の
研
究
・
教
育
環
境
を
整
備
し

た
（
研
11
，1
2）
。

④
に
つ
い
て
、
新
入
生
の
学
部
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び
教
育

懇
談
会
に
お
い
て
、
工
学
研
究
科
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
研

究
科
長
よ
り
進
学
に
関
す
る
話
題
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
学
部
生

全
体
に
対
し
て
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
案
内
を
送
付
し
た
。

・
�進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、進
学
啓
蒙
W
G
で

の
検
討
内
容
を
研
究
科
委
員
会
で
確
認
し
た
（
研
4
-
5
，1
0）
。

5
月
は
工
学
研
究
科
全
体
で
、
11
月
は
各
専
攻
単
位
で
実
施
し
、

参
加
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
が
報
告
さ
れ
た
（
研
6
，1
2）
。

・
�新
M
2
の
中
間
発
表
会
に
つ
い
て
学
部
生
に
も
参
加
を
促
し
、

専
攻
単
位
で
学
部
生
と
院
生
の
交
流
を
促
進
し
た
（
研
D
、
機

05
a）
。

・
�進
学
者
数
が
増
加
し
て
い
る
電
気
電
子
工
学
専
攻
で
は
、
研
究

ス
ペ
ー
ス
の
問
題
に
関
し
て
議
論
し
、
そ
の
解
決
策
を
検
討
し

た
（
電
3
）。

・
�進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
、
各
専
攻
・
研

究
室
で
の
啓
蒙
活
動
に
よ
り
、
近
年
は
進
学

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

活
動
を
改
善
し
な
が
ら
継
続
的
に
進
学
啓
蒙

に
務
め
る
。

・
�進
学
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、大
学
院
生
の
活

動
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
教
育
の
質
の
維
持
・

向
上
に
つ
い
て
本
格
的
な
議
論
が
必
要
で
あ

る
。

2

学
外
機
関
と
連
携
し
た
研
究

指
導

⑤
�公
的
機
関
や
他
大
学
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、院

生
が
参
画
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
連
携
先
と
の
共
同

研
究
発
表
実
績
が
あ
る
。

⑥
�民
間
企
業
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、院
生
が
参
画

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
連
携
先
と
の
共
同
研
究
発
表

や
特
許
の
共
同
出
願
実
績
が
あ
る
。

⑦
�⑤
お
よ
び
⑥
の
準
備
と
し
て
、大
学
付
置
研
究
所
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
先
端
共
同
研
究
機
構
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
戦

略
的
研
究
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
学
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
院
生
が
参
画
し
て
い
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

・
�公
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
企
業
共
同
研
究
に
関
す
る
院
生
参
画
の

実
情
を
調
査
す
る
た
め
、
学
会
発
表
や
特
許
共
同
出
願
等
の
実

態
調
査
を
実
施
す
る
。

・
�学
外
機
関
と
連
携
し
た
院
生
に
よ
る
研
究
成
果
を
、研
究
室
H
P、

研
究
科
H
P、
あ
る
い
は
大
学
H
P
等
に
て
広
報
す
る
。

・
�⑤
⑥
⑦
の
各
項
目
に
つ
い
て
公
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
企
業
共
同

研
究
に
関
す
る
院
生
参
画
の
実
情
を
調
査
す
る
た
め
、
学
会
発

表
や
特
許
共
同
出
願
等
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
（
研
E）
。

・
�中
京
大
学
H
P 
N
ew
s&
T
op
ic
s、
工
学
研
究
科
H
P 
N
ew
sに

て
、
院
生
の
研
究
成
果
を
広
報
し
た
。

・
�多
く
の
院
生
が
学
外
機
関
と
の
共
同
研
究
に

参
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
概
ね
目
標
は
達
成

さ
れ
て
い
る
。

・
�現
活
動
を
維
持
・
増
強
す
る
た
め
、研
究
支
援

課
等
と
も
連
携
し
、
研
究
事
例
や
研
究
シ
ー

ズ
の
積
極
的
な
発
信
を
行
う
。

・
�外
部
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
促
進
す
る
た
め
、

会
議
ス
ペ
ー
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
整
備

を
検
討
す
る
。

3

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
明
確
化

⑧
�高
度
工
学
人
材
の
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
に
つ
い

て
、
研
究
科
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
担
当
部
署
と
の
間
で
、

強
い
意
識
共
有
が
で
き
て
い
る
。

⑨
�院
生
が
、
自
ら
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
社
会
（
特
に
産

業
界
）
の
動
向
や
要
請
に
関
す
る
情
報
を
有
し
て
い

る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
16
）年
度
か
ら

の
継
続

20
23
年
度

・
�キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
院
生
向
け
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
方
法
を
構
築
、
充
実
化
を
図
る
。

・
�企
業
技
術
者
な
ど
の
学
外
講
師
等
を
招
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

や
大
学
へ
の
期
待
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
す
る
。

・
�大
学
院
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
と
き
に
作
成
し
た
資
料
（
Q
＆
A
）

を
5/
17
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
送
付
、
情
報
共
有
し
た
。

・
�院
生
向
け
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た
め
、
研
究
室
単
位
で
講
演
会
や

会
社
説
明
会
を
実
施
し
た
。

・
�電
気
電
子
専
攻（
青
森
研
・
藤
田
研
合
同
）で
朝
日
新
聞
と
SD
Gs

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
共
同
で
実
施
し
情
報
共
有
し
た（
電
3
）。

・
�キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
引
き
続
き
連
携
す
る
こ

と
に
加
え
、
研
究
支
援
課
と
の
連
携
も
視
野

に
、
大
学
院
生
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

・
�研
究
科
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
専
攻
や
研
究

室
単
位
で
、
学
外
講
師
に
よ
る
講
演
や
会
社

説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
す
る
。

4

A
Iな
ど
新
技
術
（
デ
ー
タ
解

釈
・
解
析
・
表
現
）
に
対
応
し

う
る
人
材
育
成

⑩
�研
究
科
、
各
専
攻
に
て
、
大
学
院
修
了
生
の
A
I対
応

力
（
仮
称
）
を
獲
得
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
が

あ
る
。

⑪
�A
I対
応
力
に
つ
い
て
、
学
外
か
ら
の
評
価
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
度

・
�研
究
科
・
学
部
共
通
の
委
員
会
「
将
来
構
想
委
員
会
」
に
て
、
研

究
科
の
将
来
像
と
し
て
A
I教
育
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
。

・
�研
究
科
委
員
会
等
に
て
議
論
を
早
期
に
集
約
で
き
た
場
合
は
、研

究
科
・
各
専
攻
で
の
施
策
に
反
映
す
る
。
た
と
え
ば
、
大
学
院

授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
変
更
な
ど
。

・
�情
報
工
学
専
攻
で
は
専
攻
内
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
W
G
に
て

A
I教
育
を
含
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
関
す
る
議
論
を
行

い
、
20
24
年
度
か
ら
の
開
始
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る（
情
3
）。

・
�新
年
度
に
お
い
て
、
A
Iと
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
連
す
る
本

専
攻
の
科
目
:統
計
的
学
習
論
、
応
用
確
率
統
計
、
信
頼
性
と

デ
ー
タ
解
析
、
数
値
解
析
、
最
適
化
工
学
、
を
多
く
の
学
生
が

授
業
す
る
よ
う
教
員
に
周
知
し
た
（
電
3
）。

・
�大
学
院
進
学
希
望
者
に
つ
い
て
、
学
部
科
目
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
A
・
B」
の
履
修
を
勧
め
る
こ
と
と
し
た
（
電
3
）。

・
�学
部
と
連
携
し
て
A
I関
連
の
教
育
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
議
論
を
進
め
る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⒀　スポーツ科学部・スポーツ科学研究科
①
　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

ゼ
ミ
配
属
作
業
の
円
滑
な
実

施
各
ゼ
ミ
に
す
べ
て
の
学
生
（
74
0名
）
を
配
属
す
る

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
配
属
の
決
定
過
程
に
つ
い
て
、
1
次
希
望
、
2
次

希
望
等
の
各
段
階
で
の
内
定
状
況
を
把
握
し
、
ゼ
ミ
配
属
作
業
全

般
を
評
価
す
る
。

1
．
M
aN
aB
o
に
「
ゼ
ミ
選
択
」
ク
ラ
ス
を
設
定
し
、
以
下
の
資

料
を
掲
示
し
た

・
�配
属
決
定
ま
で
の
流
れ
（
教
務
セ
ン
タ
ー
作
成
）

・
�ゼ
ミ
説
明
資
料
（
説
明
会
実
施
の
代
用
、
学
生
用
の
他
に
、
教

員
用
を
作
成
し
て
周
知
）

・
�担
当
教
員
一
覧
表
（
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
、
履
修
条
件
、
説
明
会
の

案
内
、
選
考
方
法
な
ど
を
記
載
）

・
�各
教
員
が
Go
og
le
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
必
要
項
目
入
力
（
入

力
達
成
率
10
0％
）

・
�ゼ
ミ
シ
ラ
バ
ス

・
�各
ゼ
ミ
の
紹
介
用
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
を
設
定
（
対
面
に
よ
る
説
明

会
と
の
併
用
）

2
．
配
属
手
順
と
結
果

①
�希
望
登
録
（
必
須
）
の
結
果
発
表
後
、
登
録
変
更
期
間
を
設
定

②
�一
次
募
集
登
録
率
97
％
、
確
定
率
77
％

③
�三
次
募
集
ま
で
の
未
定
者
3
名
、
最
終
調
整
に
よ
り
全
対
象
学

生
の
配
属
先
確
定
（
20
23
.2.
8）

1
年
後
に
配
属
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
へ
の
対
応
を

検
討
す
る
。

2

必
修
化
さ
れ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
影
響
評
価

ゼ
ミ
生
の
学
修
状
況
の
質
保
証
が
行
わ
れ
、
過
重
な

教
員
の
負
担
も
な
い

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
度

卒
業
研
究
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
成
果
物
の
評
価
と
指
導

担
当
教
員
の
負
担
を
評
価
す
る
。

5
つ
の
学
科
に
お
い
て
、
各
学
科
の
D
P
に
基
づ
い
て
「
卒
業

研
究
の
科
目
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
こ
の
基
準
の
運
用
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
学
部
の
特
性
上
、
他
学
科
の
学
生
を
ゼ
ミ

に
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
指
導
す
る

学
生
の
所
属
学
科
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
を

個
別
に
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
卒
業
研
究
成
果
物
の
種
類
が
複
数

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
類
に
応
じ
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

3

学
修
成
果
の
可
視
化

各
学
生
と
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
D
P
の
達
成
状
況
」

を
把
握
で
き
る

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
度

学
部
固
有
科
目
修
得
状
況
に
よ
る
学
修
成
果
に
関
す
る
評
価
、

自
己
成
長
・
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
D
P
達
成
度
評
価
、
授
業

改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
学
修
到
達
目
標
の
達
成
度
の

評
価
を
実
施
す
る
。

学
修
成
果
を
可
視
化
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
い

て
、
D
P
の
達
成
状
況
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
己
成
長
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
の
改
善
を

図
る
。

自
己
成
長
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
活
用
方
法
を

再
検
討
す
る
。



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

38

4．教育上の取り組み・目標シート

②
　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

大
学
院
進
学
奨
励
活
動
の
促

進
20
21
年
度
の
学
部
改
組
に
伴
っ
て
学
部
入
学
者
が
1.5

倍
に
増
加
し
た
。
20
25
年
度
に
は
学
部
改
組
初
年
度
に

入
学
し
た
学
生
が
大
学
院
入
学
時
期
を
迎
え
る
た
め
、大

学
院
入
学
者
が
1.5
倍
に
な
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
20
）年
度
か
ら

の
継
続

20
24
年
度

（
1
）
本
学
部
生
に
対
し
て

・
進
学
奨
励
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る

・
進
学
奨
励
制
度
利
用
学
生
の
研
究
活
動
を
促
進
す
る

・
早
期
卒
業
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る

（
2
）
他
大
学
生
に
対
し
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
試
情
報
の
掲
載
す
る

・
他
大
学
ス
ポ
ー
ツ
系
学
部
に
入
試
情
報
の
送
付
す
る

・
�大
学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
新
た
に
「
大
学
院
進
学

奨
励
制
度
」
の
特
徴
に
つ
い
て
追
加
記
載
し
た
。
さ
ら
に
、「
入

試
情
報
」
の
サ
イ
ト
を
追
加
し
て
、
入
試
要
項
・
入
試
日
程
・

学
費
や
奨
学
金
・
指
導
教
員
の
決
定
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
�早
期
卒
業
制
度
に
関
す
る
規
程
を
見
直
し
、
本
制
度
の
利
用
促

進
を
図
っ
た
。

学
部
改
組
に
よ
る
定
員
増
加
の
影
響
が
訪
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
20
25
年
度
入
学
者
の
推
移
を

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

教
育
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
関
す
る
検
討

学
修
成
果
を
可
視
化
す
る
た
め
の
方
策
な
ど
、教
育
の

質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
吟
味
が
本
研
究
科

内
で
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
。

■
新
規

□
継
続

∟（
　
　
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度

（
1
）
研
究
科
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証
に
関
す
る
方
針

（
2
）
教
育
の
質
保
証
の
た
め
の
実
施
計
画

（
3
）
実
施
内
容
の
評
価
方
法

・
�D
P
に
基
づ
く
学
位
授
与
を
実
施
す
る
た
め
に
、
修
士
お
よ
び
博

士
の
D
P
を
見
直
し
た
。

・
�学
修
成
果
（
D
P
の
達
成
状
況
）
を
把
握
す
る
た
め
の
評
価
項
目

と
方
法
を
定
め
た
（
D
P
評
価
票
の
作
成
）。

・
�こ
れ
に
よ
り
、
教
育
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
学
位
授
与
の
判
定
は
、
主
に
学

位
論
文
に
関
す
る
審
査
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
学
生
の
学

修
成
果
を
系
統
的
に
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
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4．教育上の取り組み・目標シート

⒁　法務総合教育研究機構
①
　
法
務
総
合
教
育
研
究
機
構

期
　
首

（
20
22
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

Ⅰ
．
取
り
組
み
・
目
標

Ⅱ
．
達
成
基
準
（
達
成
さ
れ
た
と
き
の
状
態
）

Ⅲ
．
新
規
／
継
続

Ⅳ
．
達
成
予
定
時
期

Ⅴ
．
20
22
年
度
に
実
行
す
る
事
項

Ⅵ
．
20
22
年
度
の
実
施
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）

Ⅶ
．
振
り
返
り
・
改
善
策

次
年
度
以
降
の
課
題
・
展
望
等

1

社
会
に
求
め
ら
れ
る
水
準
と

し
て
の
厳
格
な
成
績
評
価
の

実
施

前
身
の
組
織
で
あ
る
中
京
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科

は
20
18
年
10
月
24
日
に
廃
止
さ
れ
た
。

後
進
の
組
織
で
あ
る
法
務
総
合
教
育
研
究
機
構
に
は
、

所
属
学
生
は
い
な
い
。
本
機
構
所
属
教
員
は
、
全
学
な
い

し
各
学
部
で
授
業
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
各
学
部
に
お

け
る
成
績
評
価
に
従
っ
て
、厳
格
な
成
績
評
価
が
な
さ
れ

る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

所
属
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
各
学
部
の
科
目
に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
学
部
教
授
会
で
定
め
ら
れ
た
厳
格
な
成
績
評
価
基
準
に

的
確
に
対
応
す
る
。
そ
の
た
め
に
各
学
部
教
授
会
の
審
議
に
よ
る

成
績
判
定
の
検
証
を
受
け
る
。

各
学
部
教
授
会
の
審
議
に
よ
る
成
績
判
定
の
検
証
を
受
け
た
。

各
学
部
教
授
会
か
ら
は
､
特
に
、
改
善
は
求

め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
層
の
厳
格
さ
の
追
及

を
目
指
し
た
い
。

2

FD
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実

20
18
年
10
月
24
日
中
京
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
は

廃
止
さ
れ
た
。

法
務
総
合
教
育
研
究
機
構
に
は
、
所
属
学
生
は
い
な

い
。
本
機
構
所
属
教
員
は
、
全
学
な
い
し
各
学
部
で
授
業

を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
各
学
部
に
お
け
る
成
績
評
価
に

従
っ
て
、
厳
格
な
成
績
評
価
が
な
さ
れ
る
。

□
新
規

■
継
続

∟（
20
19
）年
度
か
ら

の
継
続

20
22
年
度
中

所
属
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
各
学
部
の
科
目
の
授
業
を
前

提
と
し
て
、
全
学
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
各
学
部
の
FD
活
動
に
参
加

す
る
。

ま
た
、
当
機
構
独
自
の
FD
活
動
に
参
加
す
る
。

6
月
18
日
及
び
1
月
18
日
開
催
の
法
務
機
構
FD
懇
談
会
に
お

い
て
、
全
学
の
FD
活
動
の
結
果
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
構
成

員
各
自
が
担
当
す
る
科
目
の
授
業
内
容
に
つ
い
て
、
自
己
点
検
並

び
に
相
互
点
検
を
行
っ
た
。

エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
は
、
各
回
の
FD
懇
談
会
開
催
通
知
。

FD
懇
談
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
実
践
を
、

共
有
的
に
検
討
す
る
の
で
あ
り
、
意
義
が
大
き

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
。
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5．アンケート調査

授業改善のためのアンケートについて

設問 回答割合

12 ※詳細は⾃由記述のため割愛

13 ※詳細は⾃由記述のため割愛

8

7

教員の声や⾳声機器の⾳はよく聞き取れた
（遠隔授業の場合はあなたのネットワークや⾳声
機器の不調を除いて回答してください）。

この授業について改善した⽅がよいと思った点につ
いて記述してください（遠隔授業含む）。

この授業についてよいと思った点について記述してく
ださい（遠隔授業含む）。

教員から受講者へのフィードバック（質問への対
応、課題へのコメントなど）がなされていた。

事前事後学習（宿題、課題含む）に関して、担
当教員から指⽰がなされていた。

11

10

9

授業は、概ねシラバスに沿って進められていた。

教科書、板書、配布資料、視聴覚教材、実演な
どを通じて、授業の教育効果を上げる⼯夫がされ
ていた。

授業は、受講者の理解度を確認しながら進めら
れていた。

⾃分は、この授業の「学修到達⽬標」を達成し
た。
（学修到達⽬標とは、シラバスに記載してあるも
のを指します。）

6

5

3

⾃分は、この授業を通して、新しい知識、技術、
能⼒を得た。4

⾃分は、この授業に満⾜した。

実施概要

この授業１回分（90分）の受講に対して、事前
事後学習（宿題、課題を含む）を合計すると、
平均してどのくらいの時間をかけたか。

この授業を履修した理由は何か
（複数回答可）

内容

2

1

実 施 期 間

99.7％（714科⽬/716科⽬）
全学共通設問（選択式11問、記述式2問）及び教員が任意に設定する設問（選択式または記述式、最⼤2問）
2022年7⽉4⽇（⽉）〜7⽉29⽇（⽔）
716科⽬（2022年度開講科⽬のうち、選定ルールにより教育推進センター及び各学部が指定した科⽬）

回 答 率
対 象 科 ⽬ 実 施率
設 問 項 ⽬

授業改善のためのアンケート実施結果【2022年度春学期】

中京⼤学教育推進センターでは、2010年度から、授業に対する学⽣の満⾜度・意⾒を知ることを通し、1）科⽬担当教員、2）科⽬の開講学部、及び 3）関連事務部署の三者が、
個⼈および組織的に⾃⼰点検しつつ、確実に「授業改善」に活かし、学⽣が充実した勉学を⼟台に社会に巣⽴っていけるようにすることを⽬的に、授業改善のためのアンケートを継続して実
施しております。今学期につきましても、下記のとおり実施いたしましたので、その結果をご報告いたします。

回答結果

実 施 対 象 科 ⽬数

58.0%（履修登録者数 31635⼈/54578⼈）

40.3% 44.7%
10.7%

2.5%

0.9%

0.8%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

37.4% 41.6%
13.9%

4.1%

1.6%

1.3%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

50.6% 32.5% 11.1%

3.6%

1.3%

1.0%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

40.8% 39.6% 13.8%
3.7%

1.2%

0.9%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

48.5% 38.0% 8.7%

1.6%

0.5%

1.7%

1.0%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない ０:シラバスを読んでいない 無回答

31.8% 37.1% 21.0% 6.8%

2.1%

1.2%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

42.8% 36.8% 14.1%
3.6%

1.6%

1.2%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

40.0% 34.3% 18.4%
4.4%

2.0%

0.9%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

2.0%

2.4%
9.1% 29.3% 33.9% 22.4%

0.9%

A:４時間以上 B:３時間以上〜４時間未満 C:２時間以上〜３時間未満 D:１時間以上〜２時間未満 E:30分以上〜１時間未満 F:30分未満 無回答

42.2% 28.6% 7.6%
3.6%

3.7%
11.2%

1.8%

1.3%

0.0%
A:必修・選択必修科⽬だから B:シラバスを読んで興味をもったから C:この先⽣の授業を受けてみたかったから
D:先輩や友⼈に良い授業だとすすめられたから E:評価⽅法が⾃分に合っていると思うから F:時間割を作る上で好都合だったから
G:単位取得が容易だと思ったから H:その他 無回答

22.3% 50.5% 19.2%
4.5%

1.0%

1.7%

0.8%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない ０:学修到達⽬標を知らない、理解していない 無回答

⑴　授業改善のためのアンケート
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5．アンケート調査

授業改善のためのアンケートについて

設問 回答割合

12 ※詳細は⾃由記述のため割愛

13 ※詳細は⾃由記述のため割愛

実 施 対 象 授 業数 801授業（2022年度秋学期開講授業のうち、選定ルールにより教育推進センター及び各学部が指定した授業）

授業改善のためのアンケート実施結果【2022年度秋学期】

中京⼤学教育推進センターでは、2010年度から、授業に対する学⽣の満⾜度・意⾒を知ることを通し、1）科⽬担当教員、2）科⽬の開講学部、及び 3）関連事務部署の三者が、
個⼈および組織的に⾃⼰点検しつつ、確実に「授業改善」に活かし、学⽣が充実した勉学を⼟台に社会に巣⽴っていけるようにすることを⽬的に、授業改善のためのアンケートを継続して実
施しております。今学期につきましても、下記のとおり実施いたしましたので、その結果をご報告いたします。

実施概要

実 施 期 間 2022年12⽉19⽇（⽉）〜2023年１⽉23⽇（⽉）
設 問 項 ⽬ 全学共通設問（選択式11問、記述式2問）及び教員が任意に設定する設問（選択式または記述式、最⼤2問）
対 象 授 業 実 施率 99.8％（799授業/801授業）
回 答 率 48.2%（回答者数/履修登録者数　24915⼈/51673⼈）

回答結果
内容

1 この授業を履修した理由は何か
（複数回答可）

2
この授業１回分（90分）の受講に対して、事前
事後学習（宿題、課題を含む）を合計すると、
平均してどのくらいの時間をかけたか。

3

⾃分は、この授業の「学修到達⽬標」を達成し
た。
（学修到達⽬標とは、シラバスに記載してあるも
のを指します。）

4 ⾃分は、この授業を通して、新しい知識、技術、
能⼒を得た。

5 ⾃分は、この授業に満⾜した。

6
教員の声や⾳声機器の⾳はよく聞き取れた
（遠隔授業の場合はあなたのネットワークや⾳声
機器の不調を除いて回答してください）。

7
教科書、板書、配布資料、視聴覚教材、実演な
どを通じて、授業の教育効果を上げる⼯夫がされ
ていた。

8 授業は、概ねシラバスに沿って進められていた。

9 授業は、受講者の理解度を確認しながら進めら
れていた。

この授業についてよいと思った点について記述してく
ださい（遠隔授業含む）。
この授業について改善した⽅がよいと思った点につ
いて記述してください（遠隔授業含む）。

10 事前事後学習（宿題、課題含む）に関して、担
当教員から指⽰がなされていた。

11 教員から受講者へのフィードバック（質問への対
応、課題へのコメントなど）がなされていた。

42.4% 44.1%
9.7%

2.1%

0.7%

0.9%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

40.4% 41.3%
12.4%

3.1%

1.3%

1.4%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

52.2% 33.6% 10.0%

2.2%

0.8%

1.1%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

43.5% 39.4% 12.0%
3.0%

1.0%

1.0%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

50.0% 37.1% 8.4%

1.4%

0.4%

1.6%

1.0%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない ０:シラバスを読んでいない 無回答

35.4% 38.3% 18.0% 5.1%

1.7%

1.3%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

45.4% 36.7% 12.7%
2.9%

1.1%

1.2%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

42.3% 35.4% 15.9%
3.7%

1.6%

1.1%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない 無回答

1.9%

2.4%
8.3% 28.6% 36.2% 21.5%

1.0%

A:４時間以上 B:３時間以上〜４時間未満 C:２時間以上〜３時間未満 D:１時間以上〜２時間未満 E:30分以上〜１時間未満 F:30分未満 無回答

43.0% 27.7% 9.2%
3.7%

3.4%
10.3%

1.6%

1.1%

0.0%
A:必修・選択必修科⽬だから B:シラバスを読んで興味をもったから C:この先⽣の授業を受けてみたかったから
D:先輩や友⼈に良い授業だとすすめられたから E:評価⽅法が⾃分に合っていると思うから F:時間割を作る上で好都合だったから
G:単位取得が容易だと思ったから H:その他 無回答

24.9% 50.6% 17.3%
3.9%

0.8%

1.5%

1.0%

5:強くそう思う 4:やや思う 3:どちらとも⾔えない 2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない ０:学修到達⽬標を知らない、理解していない 無回答
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5．アンケート調査

⑵　授業環境・学内環境に関するアンケート

2
 

■
今

後
の

授
業

環
境

・
学

内
環

境
改

善
に

関
す

る
主

な
取

組
・

計
画

 

皆
さ

ま
か

ら
届

い
た

声
（

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
）

を
参

考
に

、
環

境
整

備
や

計
画

策
定

を
⾏

っ
て

い
き

ま
す

。
 

 

教
室

の
備

品
等

に
つ

い
て

 

机
・

椅
⼦

 
破

損
や

⽼
朽

化
し

た
机

・
椅

⼦
の

修
繕

及
び

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
 

ま
た

、
定

期
清

掃
や

年
次

点
検

の
実

施
で

快
適

な
学

習
環

境
の

保
全

に
努

め
ま

す
。

 

照
明

 

LE
D

照
明

器
具

へ
の

更
新

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
20

22
年

度
、

名
古

屋
キ

ャ
ン

パ
ス

の
２

号
館

と
５

号
館

の
照

明
器

具
を

LE
D

照
明

に
更

新
す

る
予

定
で

す
。

ま
た

、
豊

⽥
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
20

21
年

度
末

に
屋

外
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

照
明

を
LE

D
へ

更
新

し
ま

し
た

。
そ

し
て

、
20

22
年

度
は

街
路

灯
を

LE
D

照
明

に
更

新
す

る
予

定
で

す
。

次
年

度
以

降
も

名
古

屋
、

豊
⽥

共
に

順
次

LE
D

化
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

 

マ
イ

ク
等

⾳
響

機
器

 
名

古
屋

キ
ャ

ン
パ

ス
︓

4
号

館
41

2
教

室
マ

イ
ク

の
更

新
、

8
号

館
83

D
教

室
の

ス
ピ

ー
カ

ー
の

更
新

 
豊

⽥
キ

ャ
ン

パ
ス

 
︓

8
号

館
84

1，
84

2
教

室
、

20
号

館
20

12
，

20
22

教
室

マ
イ

ク
の

更
新

 

AV
（

視
聴

覚
）

機
器

 

名
古

屋
キ

ャ
ン

パ
ス

︓
1

号
館

13
2，

13
3，

15
4，

17
1，

17
2，

17
3

教
室

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

，
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
等

の
更

新
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4

号
館

41
2

教
室

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

,資
料

提
⽰

機
器

,ス
ク

リ
ー

ン
等

の
更

新
 

豊
⽥

キ
ャ

ン
パ

ス
 

︓
8

号
館

84
1，

84
2

教
室

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

,資
料

提
⽰

機
器

,ス
ク

リ
ー

ン
，

ス
ピ

ー
カ

ー
等

の
更

新
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
20

号
館

20
12

，
20

22
教

室
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
の

更
新

 

そ
の

他
 

豊
⽥

キ
ャ

ン
パ

ス
2

号
館

で
貸

し
出

し
し

て
い

る
個

別
ロ

ッ
カ

ー
の

増
設

を
検

討
し

て
い

ま
す

。6
11

教
室

の
机

上
コ

ン
セ

ン
ト

は
、

授
業

開
催

時
常

に
PC

充
電

⽤
に

使
⽤

で
き

る
設

定
に

変
更

し
ま

し
た

。
 

管
理

部
署

コ
メ

ン
ト

 
机

・
椅

⼦
に

つ
い

て
は

、
点

検
と

修
繕

を
継

続
的

に
⾏

い
、

皆
さ

ん
が

授
業

に
集

中
で

き
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
 

建
物

の
管

理
等

に
つ

い
て

 

空
調

設
備

（
冷

暖
房

）
 

継
続

的
な

予
防

保
全

を
⾏

い
、

安
定

し
た

冷
暖

房
供

給
が

出
来

る
よ

う
務

め
て

い
き

ま
す

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

同
じ

教
室

で
「

暑
い

」「
寒

い
」

と
い

っ
た

回
答

が
分

か
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

し
た

。
名

古
屋

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

サ
ー

キ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
室

内
温

度
の

均
⼀

化
を

図
る

等
の

対
策

を
講

じ
ま

す
。

そ
し

て
、

今
年

は
5

号
館

の
全

熱
交

換
機

の
吹

出
⼝

に
、

冷
・

温
⾵

が
直

接
肌

に
吹

付
け

る
事

を
防

⽌
す

る
た

め
の

⾵
防

パ
ネ

ル
を

設
置

し
ま

し
た

。
豊

⽥
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

⽼
朽

化
し

て
い

る
8

号
館

1・
2

階
系

統
の

空
調

設
備

を
更

新
し

、
柔

軟
な

温
度

設
定

が
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。
同

じ
く

8
号

館
全

教
室

に
換

気
設

備
を

追
加

設
置

し
、

湿
気

・
コ

ロ
ナ

対
策

を
強

化
し

ま
す

。
 

そ
の

他
 

名
古

屋
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

は
、

ト
イ

レ
に

関
す

る
ご

意
⾒

を
多

数
い

た
だ

き
ま

し
た

。
和

便
器

を
洋

便
器

に
取

替
え

る
⼯

事
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
20

22
年

度
は

0
号

館
5

階
か

ら
8

階
、

9
号

館
講

義
棟

の
ト

イ
レ

を
全

⾯
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
予

定
で

す
。

そ
し

て
、

20
23

年
度

以
降

に
0

号
館

2
階

か
ら

4
階

の
ト

イ
レ

改
修

を
⾏

う
事

で
、

名
古

屋
キ

ャ
ン

パ
ス

内
の

和
便

器
は

全
て

更
新

が
完

了
す

る
予

定
で

す
。

豊
⽥

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
屋

外
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

ト
イ

レ
不

⾜
解

消
の

た
め

、施
設

改
修

等
で

の
対

応
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
10

号
館

図
書

館
や

17
号

館
教

室
等

の
机

に
PC

充
電

⽤
コ

ン
セ

ン
ト

設
置

も
検

討
し

て
い

ま
す

。
そ

し
て

、
学

⽣
導

線
の

安
全

確
保

の
た

め
、

夏
季

休
暇

中
に

倒
⽊

の
恐

れ
が

あ
る

樹
⽊

を
調

査
し

、
伐

採
・

剪
定

作
業

を
実

施
し

ま
し

た
。

 

管
理

部
署

コ
メ

ン
ト

 
ま

ず
は

、
安

全
確

保
を

第
⼀

に
、

緊
急

度
の

⾼
い

箇
所

か
ら

順
次

改
善

を
⾏

い
ま

す
。

次
に

快
適

な
キ

ャ
ン

パ
ス

ラ
イ

フ
が

過
ご

せ
る

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

 

1
 

 中
京

⼤
学

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

 

授
業

環
境

・
学

内
環

境
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

 
20

22
年

度
実

施
報

告
書

 
－

 
”学

⽣
の

声
“と

、
今

後
の

取
組

・
計

画
に

つ
い

て
 

－
 

  

  
 

 今
般

は
20

22
年

度
授

業
環

境
・

学
内

環
境

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
、

ご
協

⼒
を

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
は

、
授

業
環

境
や

学
内

環
境

の
改

善
に

向
け

た
貴

重
な

意
⾒

と
し

て
受

け
⽌

め
、

今
後

の
環

境
整

備
や

計
画

策
定

の
参

考
資

料
と

し
て

活
⽤

し
ま

す
。

 
 

■
実

施
概

要
 

 

実
施

期
間

︓
20

22
年

７
⽉

４
⽇

〜
25

⽇
 

実
施

対
象

︓
中

京
⼤

学
⽣

、
中

京
⼤

学
院

⽣
 

回
答

者
数

︓
12

67
名

（
回

答
率

︓
9.

8％
）

 
  ■
20

22
年

度
ア

ン
ケ

ー
ト

設
問

 
 

設
問

１
 授

業
環

境
・

学
内

環
境

に
関

す
る

ご
意

⾒
に

つ
い

て
 

○
机

・
椅

⼦
 

○
照

明
 

○
マ

イ
ク

等
⾳

響
機

器
 

○
AV

（
視

聴
覚

）
機

器
 

○
空

調
 

 
 

○
シ

ス
テ

ム
・

情
報

機
器

 
 

 
 

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
 

 
 

 設
問

２
 防

災
・

防
犯

に
関

す
る

学
内

環
境

に
つ

い
て

 
 設

問
３

 ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
で

利
⽤

す
る

学
内

の
電

源
設

備
に

つ
い

て
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学
内

の
シ

ス
テ

ム
・

情
報

機
器

等
に

つ
い

て
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

 

無
線

LA
N

環
境

（
W

i-F
i）

に
つ

い
て

学
⽣

の
皆

さ
ん

よ
り

多
く

の
ご

意
⾒

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

無
線

対
応

エ
リ

ア
の

拡
張

希
望

及
び

改
善

意
⾒

に
つ

き
ま

し
て

は
、

い
た

だ
い

た
意

⾒
を

取
り

⼊
れ

な
が

ら
、

段
階

的
に

拡
張

及
び

改
善

⼯
事

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

 
20

22
年

度
の

取
り

組
み

と
し

ま
し

て
は

、
ラ

イ
ブ

リ
ー

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

や
⾃

習
ス

ペ
ー

ス
を

中
⼼

に
無

線
エ

リ
ア

の
拡

張
及

び
補

強
⼯

事
を

夏
季

休
暇

期
間

中
に

実
施

い
た

し
ま

し
た

。
 

管
理

部
署

コ
メ

ン
ト

 

20
22

年
度

よ
り

対
⾯

授
業

が
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、本
学

の
無

線
LA

N
対

応
エ

リ
ア

内
の

⼀
部

で
も

つ
な

が
り

に
く

い
事

象
が

発
⽣

し
て

お
り

ま
す

。
無

線
機

器
を

処
理

能
⼒

の
⾼

い
物

に
交

換
す

る
等

、
今

後
も

対
策

を
継

続
し

て
ま

い
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

と
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
同

時
に

接
続

し
な

い
、

授
業

や
研

究
に

関
係

の
な

い
機

器
で

の
利

⽤
は

し
な

い
等

、
皆

様
に

ご
案

内
し

て
お

り
ま

す
対

策
に

も
、

引
き

続
き

ご
協

⼒
お

願
い

し
ま

す
。

 
な

お
、無

線
LA

N
対

応
エ

リ
ア

に
つ

き
ま

し
て

は
、公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ（
認

証
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(W

i-F
i)

エ
リ

ア
マ

ッ
プ

）
に

て
ご

案
内

し
て

お
り

ま
す

の
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

 

■
防

災
・

防
犯

に
関

す
る

学
内

環
境

に
つ

い
て

 

防
災

設
備

に
つ

い
て

は
、

皆
さ

ん
の

命
を

守
る

設
備

で
あ

る
事

か
ら

、
重

点
的

に
保

全
業

務
を

⾏
っ

て
い

ま
す

。
消

防
設

備
点

検
結

果
に

対
応

し
た

修
繕

を
⾏

う
と

共
に

、
毎

年
の

防
災

訓
練

後
の

振
り

返
り

、
必

要
に

応
じ

て
設

備
の

運
⽤

改
善

や
増

強
を

⾏
っ

て
い

ま
す

。
防

犯
に

つ
い

て
も

、
名

古
屋

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
囲

障
が

設
置

さ
れ

数
年

が
経

過
し

改
善

が
必

要
な

個
所

は
、

適
宜

対
応

を
⾏

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
豊

⽥
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

夜
間

暗
闇

に
な

る
部

分
に

は
、

照
明

を
設

置
す

る
対

応
を

⾏
っ

て
い

ま
す

。
 

■
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

で
利

⽤
す

る
学

内
の

電
源

設
備

に
つ

い
て

 

今
回

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
、

連
続

し
た

コ
マ

で
PC

を
使

⽤
す

る
場

合
の

充
電

に
不

安
を

感
じ

る
と

い
う

声
を

多
く

い
た

だ
き

ま
し

た
。

PC
を

活
⽤

し
た

授
業

の
増

加
に

合
わ

せ
て

電
源

設
備

も
拡

充
し

、
充

電
に

不
安

の
な

い
環

境
整

備
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

緊
急

時
に

備
え

て
、

複
数

の
充

電
ス

ペ
ー

ス
を

設
け

て
お

り
ま

す
が

、
PC

を
ご

持
参

い
た

だ
く

際
は

、
原

則
⾃

宅
で

充
電

を
⾏

っ
て

い
た

だ
き

、
学

内
の

電
源

設
備

を
利

⽤
し

て
の

充
電

は
最

⼩
限

に
と

ど
め

て
い

た
だ

く
よ

う
ご

協
⼒

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

■
学

⽣
の

皆
さ

ん
へ

の
お

願
い

 

省
エ

ネ
活

動
 

（
温

 度
 設

 定
）

 

本
学

は
「

省
エ

ネ
法

」
に

基
づ

く
「

指
定

⼯
場

」
に

認
定

さ
れ

、
省

エ
ネ

活
動

の
推

進
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
法

律
に

よ
り

、
年

間
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
⽤

量
を

対
前

年
1％

削
減

す
る

遵
守

義
務

が
課

せ
ら

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
⽂

部
科

学
省

、
経

済
産

業
省

よ
り

電
⼒

需
給

ひ
っ

迫
に

備
え

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
取

り
組

み
を

要
請

さ
れ

て
お

り
、

電
⼒

消
費

量
の

⾼
い

教
室

の
空

調
設

定
温

度
に

つ
い

て
は

集
中

管
理

を
し

て
い

ま
す

。
そ

し
て

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
⼤

防
⽌

策
に

伴
い

教
室

の
換

気
が

必
須

と
な

る
実

情
か

ら
、

全
教

室
の

空
調

設
定

温
度

は
⽂

科
省

推
奨

温
度

よ
り

幅
を

持
た

せ
て

設
定

し
て

い
ま

す
。

本
対

応
は

、
感

染
拡

⼤
が

⼀
定

程
度

収
束

す
る

ま
で

継
続

す
る

予
定

で
す

。 

教
室

の
清

掃
 

（
机

上
の

落
書

き
）

 

⿊
板

や
教

卓
、

机
上

を
含

め
た

教
室

内
の

ゴ
ミ

等
の

撤
去

は
毎

⽇
実

施
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

机
上

の
落

書
き

清
掃

に
関

し
て

は
、

⽉
２

回
以

上
実

施
し

て
い

ま
す

。
清

潔
で

快
適

な
環

境
を

守
る

た
め

、
学

⽣
の

皆
さ

ん
の

協
⼒

も
必

要
で

す
。

公
共

の
場

で
の

マ
ナ

ー
を

意
識

し
、

「
机

上
に

は
落

書
き

を
し

な
い

こ
と

」
「

ゴ
ミ

は
ゴ

ミ
箱

に
捨

て
る

こ
と

」
を

⼼
が

け
て

く
だ

さ
い

。
 

  

今
後

と
も

「
授

業
環

境
・

学
内

環
境

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」

へ
の

ご
協

⼒
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

⻑
 

⽬
加

⽥
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入力
者数

在籍
者数

2022 2021
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合
参加
者数

割合

大学全体 338 362 93.4% 97.5% 135 39.9% 114 33.7% 320 94.7% 323 95.6% 311 92.0% 139 41.1% 177 52.4% 9 2.7% 65 19.2% 30 8.9% 131 38.8%

文 18 20 90.0% 100.0% 5 27.8% 6 33.3% 17 94.4% 18 100.0% 18 100.0% 8 44.4% 7 38.9% 0 0.0% 2 11.1% 1 5.6% 7 38.9%

国際英語 1 1 100.0% 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0% 1 100.0% 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

国際 36 39 92.3% 94.9% 13 36.1% 18 50.0% 36 100.0% 35 97.2% 35 97.2% 26 72.2% 32 88.9% 1 2.8% 6 16.7% 1 2.8% 12 33.3%

心理 17 18 94.4% 100.0% 10 58.8% 4 23.5% 15 88.2% 17 100.0% 16 94.1% 5 29.4% 13 76.5% 0 0.0% 1 5.9% 0 0.0% 0 0.0%

現代社会 16 18 88.9% 100.0% 5 31.3% 4 25.0% 15 93.8% 14 87.5% 14 87.5% 8 50.0% 7 43.8% 0 0.0% 12 75.0% 2 12.5% 7 43.8%

法律 16 17 94.1% 100.0% 4 25.0% 5 31.3% 15 93.8% 15 93.8% 14 87.5% 15 93.8% 15 93.8% 0 0.0% 3 18.8% 1 6.3% 3 18.8%

総合政策 17 17 100.0% 88.2% 3 17.6% 9 52.9% 16 94.1% 17 100.0% 17 100.0% 9 52.9% 8 47.1% 0 0.0% 4 23.5% 2 11.8% 6 35.3%

経済 18 20 90.0% 95.2% 4 22.2% 3 16.7% 18 100.0% 18 100.0% 17 94.4% 4 22.2% 5 27.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.6% 0 0.0%

経営 15 17 88.2% 100.0% 4 26.7% 5 33.3% 14 93.3% 15 100.0% 15 100.0% 8 53.3% 15 100.0% 2 13.3% 4 26.7% 1 6.7% 7 46.7%

工 44 45 97.8% 100.0% 25 56.8% 20 45.5% 43 97.7% 42 95.5% 42 95.5% 12 27.3% 21 47.7% 0 0.0% 11 25.0% 7 15.9% 23 52.3%

スポーツ科 56 60 93.3% 100.0% 39 69.6% 20 35.7% 52 92.9% 50 89.3% 50 89.3% 11 19.6% 18 32.1% 4 7.1% 12 21.4% 7 12.5% 23 41.1%

教養教育
研究院

52 53 98.1% 98.2% 16 30.8% 11 21.2% 51 98.1% 52 100.0% 48 92.3% 30 57.7% 35 67.3% 2 3.8% 7 13.5% 3 5.8% 30 57.7%

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
教育ｾﾝﾀｰ

26 31 83.9% 88.0% 3 11.5% 4 15.4% 21 80.8% 23 88.5% 18 69.2% 3 11.5% 1 3.8% 0 0.0% 1 3.8% 4 15.4% 8 30.8%

法務総合教育
研究機構

6 6 100.0% 100.0% 4 66.7% 5 83.3% 6 100.0% 6 100.0% 6 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 33.3% 0 0.0% 5 83.3%

上記の回答者には、内外研究員4人を含む(現代社会　1人、総合政策　1人、経営　2人）

2022年度学部別FD活動実績

FD活動一覧
①FDセミナー（9月12日・障害学生への合理的配慮をふまえた授業設計について）②FDセミナー（2月24日・授業運営・業務における重要情報の扱いと情報セキュリティ対策のありかた）
③授業改善のためのアンケート集計結果確認・省察コメントの入力（2022年度春学期）④授業改善のためのアンケート集計結果確認・省察コメントの入力（2022年度秋学期）
⑤授業改善のためのアンケートの結果に基づく授業改善⑥省察コメント点検担当者（授業改善のためのアンケート）としての総合コメント確認・コメント入力
⑦シラバス第三者チェック担当者としての入稿内容確認・コメント入力⑧ＦＤ参観（授業公開）でのコメントの授受（参観者および科目担当者）
⑨ＪＰＦＦオンデマンド講義視聴（FD関連コンテンツのみ）⑩私立大学情報教育協会オンデマンド講義視聴⑪各学部・研究科内及び学外におけるFD活動

⑧FD参観 ⑨JPFF
⑪その他
学内・学外

学部

FD活動実績入力
（MaNaBo）

①FDｾﾐﾅｰ
(9/12)

②FDｾﾐﾅｰ
(2/24)

③授業ｱﾝｹｰﾄ
春学期

④授業ｱﾝｹｰﾄ
秋学期

⑤授業改善
⑥省察コメント

点検
⑦ｼﾗﾊﾞｽ

第三者ﾁｪｯｸ
⑩私情協

1 / 1
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⑴　中京大学教育推進センター規程　※規程は2022年度時点

1/2 

中京大学教育推進センター規程 

2015年４月１日制定 

 改正 2016年４月１日 2018年10月24日 

2020年４月１日 

（設置） 

第１条 中京大学（以下「本学」という。）の教育理念及び目的を実現し、教育活動の質向上を果た

すことを目的として、中京大学教育推進センター（以下「センター」という。）を設置する。 

（事業） 

第２条 センターは、次に掲げる事業を行う。

(１) 教育施策の企画及び実施

(２) ファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）活動の支援

(３) その他センターの目的達成に必要な事業

（センター長）

第３条 センターにセンター長を置く。

２ センター長は、センターを代表し、センターの事業を総括する。

３ センター長は、本学の専任の大学教員職のうちから、学長の推薦により、理事長が任命する。

４ センター長の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

５ センター長が欠けた場合における後任者の任期は、前任者の残任期間とする。

（センター員）

第４条 センターの事業を推進するために、センターに若干名のセンター員を置くことができる。 

２ センター員は、専任の教職員のうち、教育活動の質向上に関する知識を有する者とし、センター

長の推薦により、学長が任命する。 

３ センター員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。

４ センター員は、センター長がその職を辞した場合には、同時にセンター員の任を解かれるものと

する。 

（委員会） 

第５条 センターに教育推進センター委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(１) 第２条に規定する事業

(２) 学長の諮問事項

(３) その他委員会が必要と認めた事項

（委員会の構成）

第６条 委員会は、次の各号に掲げる委員で構成する。 

(１) センター長

(２) センター員のうち、センター長が指名する者 ２人以内

(３) 各学部から選出された専任の教職員（以下「学部委員」という。） 各１人

(４) 各研究科から選出された専任の教職員（以下「研究科委員」という。） 各１人

(５) 教養教育研究院から選出された専任の教職員 １人

(６) 法務総合教育研究機構から選出された専任の教職員 １人

(７) 教学部長及び教育企画課長

２ センター長は、委員会の委員長となり、議長となる。

３ センター員は、学部委員及び研究科委員を兼任することができる。

４ 学部委員は、研究科委員を兼任することができる。 

５ 委員会は、委員の代理出席を認めることができる。 

６ 委員長は、必要と認めた場合、委員会の審議を経て、委員以外の者を出席させ、その意見を求め

ることができる。 

７ 第１項第３号から第６号までの委員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（委員会の招集） 

For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため
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第７条 委員会は、センター長が招集する。 

（委員会の成立及び議決） 

第８条 委員会は、委員総数の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 委員会の議決は、出席委員の過半数をもって成立する。可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（専門部会） 

第９条 委員会は、教育活動の質向上に関して具体的に企画及び検討するために、その下部組織とし

て専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の部会長は、委員のうちからセンター長が指名する。 

３ 専門部会の構成員は、委員のうちからセンター長が指名する。 

４ センター長及び部会長は、必要と認めた場合、委員以外の者を専門部会に加えることができる。

（所管） 

第10条 センターの運営及び委員会の業務は、教学部教育企画課が担当する。 

２ 前項の規定にかかわらず、第２条に規定する事業を推進するに当たり、必要に応じて関連する部

署が連携して実施するものとする。 

（議事録等の取扱い） 

第11条 委員会の議事録等の取扱いは、中京大学会議文書取扱いに関する規程（以下「規程」とい

う。）に基づき、次に掲げるとおりとする。 

(１) 議事録は、委員会の承認を得ることとする。

(２) 議事録には、委員会の日時、場所、出席者、議事進行等の過程、審議内容及び決定事項を記

録するものとし、議長の押印又は議長及び書記双方の押印がなければならない。

(３) 教育企画課長を議事録管理責任者とし、議事録及びその資料（配付、回覧、回収資料等）の

管理を行う。

(４) 議事録及びその資料の原本は、紙媒体とし、必要に応じて、取扱注意、部外秘又は秘を明示

して、規程に従って管理を行う。

(５) 議事録の原本を作成したときは、その謄本又は抄本を、学長へ直ちに送付しなければならな

い。

(６) 議事録及びその資料の原本の保存場所は教学部教育企画課とし、保存期間は中京大学文書管

理規程に定めるとおりとする。

(７) 保存期間を経過した資料は、廃棄するものとする。

(８) 原本、謄本又は抄本を問わず、議事録及びその資料の閲覧、複写、開示等の際は、委員長の

許可を得るものとする。

(９) 管理部署名称変更、統廃合等で議事録管理責任者が変更となる場合は、速やかに移管を行

う。

(10) その他議事録及びその資料に関する取扱いは、規程に従うものとする。

（規程の改廃）

第12条 この規程の改廃は、委員会及び教学審議会の審議を経て、学長が行う。 

附 則 

１ この規程は、2015年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行に伴い、中京大学ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）委員会規程及びＦ

Ｄ小委員会に関する内規は、廃止する。 

附 則 

この規程は、2016年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、2018年10月24日から施行する。 

  附 則 

この規程は、2020年４月１日から施行する。
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⑵　FD関連イベント案内文書・実施報告書
①　FDワークショップ

2022 年度第１回中京大学ＦＤワークショップ実施要項  
 
１．趣  旨： 本学は、教育改革の柱の一つとしてアクティブ・ラーニングの推進を掲げており、そのた

めの様々な施策を実施しています。 
今回は、本学に新たに採用になった教員等の教育力向上に資すること、また大学の授業を

深く考えることで教員としての自覚を高める契機とすることを目的に本ワークショップを
開催します。 

 
２．主 催： 教育質保証会議、教育推進センター 
 
３．日 時： 2022 年 4 月 6 日（水）9:30～11:30（状況に応じて休憩を挟みます。） 
 
４．開催方法 ： オンライン方式 

※本セミナーはZoom（ウェブ会議システム）によるオンライン方式で開催しま

す。カメラとマイクが使用可能で、高速なインターネット環境があり、双方向性

が確保されていることを条件とします。ご登録いただいたメールアドレスに接続

先情報をお送りします。 
 
５．対 象： ①2021 年 4 月 2 日～2022 年 4 月 1 日に本学に採用された専任教員（※参加必須。新任

教員採用時研修の一環として実施します。） 
 ②上記の対象者以外で参加を希望する者（※若手教員、実務家教員等の授業経験の少ない

教員を対象とした内容であることを御承知おきください。） 
 
６．講師・テーマ： 丸山 和昭 氏（名古屋大学高等教育研究センター（教育基盤連携本部）准教授） 

「授業設計の基本」をテーマにワークショップ形式で実施します。内容は学修目標の設 
定、教授法の工夫、成績評価等を予定しています。 

 
７．参加申込み ： 対象②の方は、事前申込みをお願いします。申込みの際は、以下の申込みフォーム（URL）

から必要事項を入力してください。3 月 29 日（月）締切り。 
〔申込みフォーム https://forms.・・・〕 

 
８．そ の 他 ： 参加者によるセミナーの録音・撮影等はご遠慮ください。主催者は、記録用として画面共

有（スライド等の画像）及びスピーカービュー（講師の画像）を録画します。ギャラリービ

ュー（参加者の画像）は録画しません。 
 

【申込み・問合せ先】 
〒466-8666 名古屋市昭和区八事本町１０１－２ 
中京大学教学部教育企画課  
  電話 : 052-835-9859  

E-mail : fd-office @ ml.chukyo-u.ac.jp 

For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

52

7．参考資料



○
参

加
後

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
 

回
答

率
：
7
8
.5

％
（
参

加
者

2
8

名
中

2
2

名
回

答
）
 

※
全

設
問

が
必

須
回

答
で

は
な

い
た

め
設

問
に

よ
り

回
答

数
は

異
な

る
 

 設
問

１
．

F
D

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

内
容

は
有

意
義

な
（
参

考
に

な
る

）
も

の
で

し
た

か
。

 

選
択

肢
 

回
答

数
 

割
合

 

5
（
思

う
） 

1
2 

5
4
.5

% 

4 
8 

3
6
.4

% 

3 
2 

9
.1

% 

2 
0 

0
.0

% 

1
（
思

わ
な

い
）
 

0 
0
.0

%
 

   設
問

２
．

設
問

１
の

回
答

に
つ

い
て

、
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

設
問

３
．

本
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

目
的

と
内

容
は

適
切

な
も

の
で

し
た

か
。

 

選
択

肢
 

回
答

数
 

割
合

 

5
（
思

う
） 

1
4 

6
3
.6

% 

4 
7 

3
1
.8

% 

3 
1 

4
.5

% 

2 
0 

0
.0

% 

1
（
思

わ
な

い
）
 

0 
0
.0

%
 

   設
問

４
．

設
問

３
の

回
答

に
つ

い
て

、
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 
※

自
由

記
述

の
た

め
詳

細
は

省
略

 

 設
問

５
．

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

内
容

に
つ

い
て

、
特

に
印

象
に

残
っ

た
内

容
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 
※

自
由

記
述

の
た

め
詳

細
は

省
略

 

 設
問

６
．

本
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
、

感
想

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 
※

自
由

記
述

の
た

め
詳

細
は

省
略

 

  
 

 
 

 

以
上

 

54
.5
%

36
.4
%

9.
1%

0.
0%

0.
0%

５
（
思
う
）

4 3 2 １
（
思
わ
な
い
）

63
.6
%

31
.8
%

4.
5%

0.
0%

0.
0%

５
（
思
う
）

4 3 2 １
（
思
わ
な
い
）

2
02

2
年

（
令

和
４

年
）
４

月
27

日
 

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

 

 

2
0
2
2

年
度

F
D

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

参
加

状
況

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
結

果
 

 

趣
旨

 
：
 

本
学

は
、

教
育

改
革

の
柱

の
一

つ
と

し
て

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
を

掲
げ

て
お

り
、

そ
の

た
め

の
様

々

な
施

策
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

今
回

は
、

個
々

の
教

員
の

教
育

力
向

上
の

た
め

の
取

組
の

一
つ

と
し

て
、

本
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

し
ま

し
た

。
ま

た
、

本
学

に
新

た
に

採
用

に
な

っ
た

教
員

等
が

大
学

の
授

業
を

深
く

考
え

る

こ
と

で
、

大
学

教
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

契
機

と
す

る
こ

と
も

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
 

開
催

日
 

：
 

令
和

４
年

４
月

６
日

（
水

） 
９

時
30

分
～

1
1

時
3
0

分
 

開
催

形
式

 
：
 

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
（
Z
o
o
m

）
 

概
要

 
：
 

授
業

設
計

の
基

本
（
学

修
目

標
の

設
定

、
教

授
法

の
工

夫
、

成
績

評
価

等
）
 

講
師

 
：
 

丸
山

 和
昭

 氏
［
名

古
屋

大
学

高
等

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

（
教

育
基

盤
連

携
本

部
）
 

准
教

授
］
 

対
象

 
：
 

2
0
2
2

年
度

中
京

大
学

採
用

教
員

、
参

加
希

望
者

（
名

古
屋

六
大

学
教

員
、

本
学

博
士

後
期

課
程

大
学

院
生

）
 

 〇
参

加
状

況
 

所
 

属
 

参
加

予
定

者
数

 
参

加
者

数
 

2
0
2
2

採
用

 

（
対

象
者

）
 

参
加

 

希
望

者
 

合
 

計
 

2
02

2
採

用
 

（
対

象
者

） 

参
加

 

希
望

者
 

合
 

計
 

中 京 大 学  

文
学

部
 

0 
0
 

0
 

0 
0 

0
 

国
際

学
部

 
0
 

0 
0
 

0 
0 

0
 

心
理

学
部

 
1
 

0 
1
 

1 
0 

1
 

現
代

社
会

学
部

 
2
 

0 
2
 

2 
0 

2
 

法
学

部
 

0 
0
 

0
 

0 
0 

0
 

総
合

政
策

学
部

 
0
 

1 
1
 

0 
0 

0
 

経
済

学
部

 
0
 

0 
0
 

0 
0 

0
 

経
営

学
部

 
2
 

0 
2
 

2 
0 

2
 

工
学

部
 

0 
1
 

1
 

0 
1 

1
 

ス
ポ

ー
ツ

科
学

部
 

6 
3 

9
 

4 
3 

7
 

教
養

教
育

研
究

院
 

1
 

0 
1
 

1 
0 

1
 

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
セ

ン
タ

ー
 

1
0 

0 
1
0
 

1
0 

0 
1
0
 

ス
ポ

ー
ツ

科
学

研
究

科
（
大

学
院

生
） 

 
1
 

1
 

 
0 

0
 

名
古

屋
大

学
 

 

0 
0
 

 

0 
0
 

名
古

屋
工

業
大

学
 

3 
3
 

2 
2
 

名
古

屋
市

立
大

学
 

1 
1
 

1 
1
 

南
山

大
学

 
0 

0
 

0 
0
 

名
城

大
学

 
1 

1
 

1 
1
 

合
 

 
 

 
 

計
 

2
2
 

1
1 

3
3
 

2
0 

8 
2
8
 

※
対

象
者

参
加

率
：
 9

0
.9

％
（
対

象
者

2
2

名
中

2
0

名
参

加
）
 

For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

53

7．参考資料



 
 

2022年度第１回中京大学ＦＤセミナー実施要項 
 
 

１．趣  旨： 2021 年度、障害者差別解消法の改正が行われ、障害のある方に対し社会的障壁を取り除く合理的

配慮の提供が義務化されました。本学においても、高等教育機関として障害のある学生が修学を断念

することのないよう、教育環境の整備はもとより授業設計や学生支援のより強固な対応が必要となり

ます。 

今後、合理的配慮に関する対応や相談がより多様で複雑になること、また様々な場面で個々の教職

員に対応を求められることも十分に考えられます。 

今回のセミナーでは、そんな多様な学生や合理的配慮について、基礎的な知識を学びながら、参加

者と共に考えていきたいと思います。 

 
２．主 催： 教育推進センター、学生サポートセンター（共同開催） 

 

３．日 時： 2022年９月 12日（月）15：00～16：30終了予定 

 

４．開催方法： オンライン方式 

※本セミナーはZoom（ウェブ会議システム）によるオンライン方式で開催します。 

カメラとマイクが使用可能で、高速なインターネット環境があり、双方向性が確保さ

れていることを参加条件とします。 

 

５．対 象： 本学の専任教員、非常勤講師、専任職員 

 

６．プログラム： 開会挨拶 目加田 慶人（教育推進センター長） 

講  演 障害学生への合理的配慮をふまえた授業設計について 

          ［講師］田中 真理 先生 

九州大学 基幹教育院 教授 博士（教育心理学） 

（兼）教育学部  

（兼）大学院人間環境学府人間共生システム臨床心理学指導研究コース 

（兼）キャンパスライフ健康支援センターインクルージョン支援推進室 室長 

質疑応答 

閉会挨拶 神谷 栄治（学生サポートセンター長） 

 

７．参加申込み： お申込みの際は、以下の URL から必要事項を９月８日（木）17：00 までに入力してください。 

開催日前日までにご登録いただいたメールアドレスに接続先情報をお送りします。 

〔お申込みフォーム https://forms.gle/TewbVRnoSgMzBHdN6 〕 

 

８．そ の 他： セミナーの内容に重要な個人情報が含まれるため、参加者によるセミナーの録音・撮影等は固くお

断りいたします。また、同様の理由から、運営による記録用の録画をいたしませんので、後日 DVD等

で内容をご覧いただくことはできません。 

 

 

【 本 件 に 関 す る お 問 合 せ 】 

教 学 部  教 育 企 画 課 

電 話 : 052-835-9859 

E-mail : fd-office@ml.chukyo-u.ac.jp 

②　第 1 回FDセミナー
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相
談

が
よ

り多
様

で
複

雑
に

な
る

こと
、ま

た
様

々
な

場
⾯

で
個

々
の

教
職

員
に

対
応

を
求

め
られ

る
こと

も
⼗

分
に

考
え

られ
ま

す
。 

今
回

の
セ

ミナ
ー

は
、そ

ん
な

多
様

な
学

⽣
や

合
理

的
配

慮
に

つ
い

て
、基

礎
的

な
知

識
を

学
び

な
が

ら、
参

加
者

と共
に

考
え

る
こと

を
⽬

的
に

実
施

しま
した

。 
開

催
⽇

 
20

22
年

度
（

令
和

４
年

）
9

⽉
12

⽇
（

⽉
）

 1
5

時
00

分
 〜

 1
6

時
30

分
 

開
催

形
式

 
オ

ンラ
イン

形
式

 
主

催
 

中
京

⼤
学

教
育

推
進

セ
ンタ

ー
、学

⽣
サ

ポ
ー

トセ
ンタ

ー
共

催
 

テ
ー

マ
 

障
害

学
⽣

へ
の

合
理

的
配

慮
を

ふ
ま

え
た

授
業

設
計

に
つ

い
て

 
講

師
 

⽥
中

 真
理

 先
⽣

 
九

州
⼤

学
 基

幹
教

育
院

 教
授

 博
⼠

（
教

育
⼼

理
学

）
 

（
兼

）
教

育
学

部
  

（
兼

）
⼤

学
院

⼈
間

環
境

学
府

⼈
間

共
⽣

シ
ス

テ
ム

臨
床

⼼
理

学
指

導
研

究
コー

ス
 

（
兼

）
キ

ャン
パ

ス
ライ

フ健
康

⽀
援

セ
ンタ

ー
イン

クル
ー

ジ
ョン

⽀
援

推
進

室
 室

⻑
 

対
象

 
本

学
の

専
任

教
員

、⾮
常

勤
講

師
、職

員
 

 〇
参

加
状

況
 

所
  

 属
 

申
込

者
数

 
参

加
者

数
 

専
任

教
員

参
加

率
 

ア
ンケ

ー
ト回

答
数

 
専

 任
 

⾮
常

勤
 

専
 任

 
⾮

常
勤

 
⽂

学
部

 
7 

0 
7 

0 
28

.6
%

 
7 

国
際

英
語

学
部

 
0 

0 
0 

0 
0.

0％
 

 
国

際
教

養
学

部
 

 
0 

 
0 

 
 

国
際

学
部

 
10

 
0 

10
 

0 
23

.1
%

 
8 

⼼
理

学
部

 
13

 
0 

13
 

0 
70

.6
%

 
11

 
現

代
社

会
学

部
 

8 
0 

8 
0 

44
.4

%
 

8 
法

学
部

 
4 

0 
4 

0 
17

.6
%

 
3 

総
合

政
策

学
部

 
4 

0 
4 

0 
17

.6
%

 
3 

経
済

学
部

 
4 

0 
4 

0 
19

.0
%

 
4 

経
営

学
部

 
4 

0 
4 

0 
17

.6
%

 
2 

⼯
学

部
 

24
 

0 
24

 
0 

51
.1

%
 

20
 

ス
ポ

ー
ツ

科
学

部
 

40
 

0 
40

 
0 

61
.0

%
 

34
 

教
養

教
育

研
究

院
 

11
 

0 
11

 
0 

18
.5

%
 

10
 

法
務

総
合

教
育

研
究

機
構

 
3 

0 
3 

0 
33

.3
%

 
2 

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
セ

ン
タ

ー
 

1 
0 

1 
0 

3.
2%

 
1 

役
員

等
 

2 
2 

 
2 

職
員

 
62

 
59

 
 

56
 

合
計

 
19

8 
18

1 
33

.1
％

 
17

1 
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2022 年度中京大学第２回ＦＤセミナー・ＳＤセミナー実施要項 
 

 

１．趣  旨： 2022年 4月に個人情報保護法が改正・施行され、個人情報取扱事業者の責務追加、法令

違反の厳罰化等が追加になり、より個人情報の管理が求められるようになりました。一方、

教職員ともに ICT の活用により個人情報に触れる機会も増え、その取り扱いに苦心される

場面や、また ICT ツールを使用した学生とのコミュニケーションの際に、大きな問題にな

りかねないインシデントやヒヤリハット事例が実際に発生しています。 

今回は、個人情報保護の必要性がより高まっていることや ICTの利活用が増えたことを

背景に、個人情報の取り扱いに関する視点を踏まえた授業運営（業務）に加えて、教職員

として最低限知っておくべきセキュリティ知識、情報リテラシー等についての学びを深め

る機会としてセミナーを開催いたします。 

 

２．主 催： 内部質保証会議、情報センター、教育推進センター、人事部（共同開催） 

 

３．日 時： 2023年２月 24日（金）14：00～15：30終了予定 

 

４．開催方法： オンライン方式 

※本セミナーはZoom（ウェブ会議システム）によるオンライン方式で開催しま

す。カメラとマイクが使用可能で、高速なインターネット環境があり、双方向

性が確保されていることを参加条件とします。 

 

５．対 象： 本学の専任教員、非常勤講師、博士後期課程の大学院生、専任職員 

 

６．プログラム： 開会挨拶 中村 雅章 副学長（教育担当） 

講  演 授業運営・業務における重要情報の扱いと情報セキュリティ対策のありかた 

          ［講師］長谷川 長一 氏 

株式会社ラック 新規事業開発部 産学官連携事業室 兼 

東京電機大学、九州工業大学、北九州工業高専、高知工業高専 非常勤講師 

質疑応答 

閉会挨拶 目加田 慶人（情報センター長、教育推進センター長） 

 

７．参加申込み： お申込みの際は、以下の URL から必要事項を２月 21 日（火）17：00 までに入力し

てください。 

開催日前日までにご登録いただいたメールアドレスに接続先情報をお送りします。 

〔お申込みフォーム https://forms.gle/5jVRy34SWVymtCm46 〕 

 

８．そ の 他：参加者によるセミナーの録音・撮影等はご遠慮ください。主催者は、記録用として画面共

有（スライド等の画像）及びスピーカービュー（講師の画像）を録画します。ギャラリー

ビュー（参加者の画像）は録画しません。 

 

 

【本件に関するお問合せ】 

教学部 教育企画課 

E-mail : fd-office@ml.chukyo-u.ac.jp 

③　第 2 回FDセミナー

For Doing our best!!
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56

7．参考資料



●
参

加
後

ア
ン

ケ
ー

ト結
果

 
ア

ン
ケ

ー
ト回

答
者

数
︓

25
3

名
（

当
⽇

参
加

16
8

名
、オ

ン
デ

マ
ン

ド視
聴

者
85

名
）

 

設
問

1．
セ

ミナ
ー

に
参

加
して

、よ
か

った
と思

い
ま

す
か

。 
 

選
択

肢
 

回
答

数
 

割
合

 
思

う 
18

5 
73

.1
％

 
や

や
思

う 
57

 
22

.5
％

 
どち

らと
も

い
え

な
い

 
10

 
4.

0％
 

あ
ま

り思
わ

な
い

 
0 

0.
0％

 
思

わ
な

い
 

1 
0.

4％
 

       設
問

2．
⾃

⾝
の

授
業

・業
務

に
活

か
せ

る
知

識
や

ス
キ

ル
を

⾝
に

付
け

る
こと

が
で

き
ま

した
か

。 

選
択

肢
 

回
答

数
 

割
合

 
思

う 
13

2 
52

.2
％

 
や

や
思

う 
10

1 
39

.9
％

 
どち

らと
も

い
え

な
い

 
11

 
4.

3％
 

あ
ま

り思
わ

な
い

 
6 

2.
4％

 
思

わ
な

い
 

3 
1.

2％
 

         設
問

３
．

今
回

の
FD

セ
ミナ

ー
へ

の
ご

意
⾒

や
ご

感
想

、今
後

の
FD

セ
ミナ

ー
の

テ
ー

マ
に

関
す

る
ご

要
望

な
どを

お
聞

か
せ

く
だ

さい
 

回
答

︓
14

2
件

 ※
⾃

由
記

述
の

た
め

詳
細

は
省

略
 

  

73
.1

0%

22
.5

0%

4.
00

%0.
00

%
0.

40
%

思
う

や
や

思
う

どち
らと

も
⾔

え
な

い

あ
ま

り思
わ

な
い

思
わ

な
い

52
.2

%
39

.9
%

4.
3%

2.
4%

1.
2%

思
う

や
や

思
う

どち
らと

も
⾔

え
な

い

あ
ま

り思
わ

な
い

思
わ

な
い

20
22

年
度

中
京

⼤
学

第
２

回
FD

セ
ミナ

ー
・S

D
セ

ミナ
ー

実
施

報
告

 
中

京
⼤

学
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
 

○
実

施
概

要
 

趣
旨

 
20

22
年

4
⽉

に
個

⼈
情

報
保

護
法

が
改

正
・施

⾏
され

、個
⼈

情
報

取
扱

事
業

者
の

責
務

追
加

、法
令

違
反

の
厳

罰
化

等
が

追
加

に
な

り、
よ

り個
⼈

情
報

の
管

理
が

求
め

られ
る

よ
うに

な
りま

した
。⼀

⽅
、教

職
員

とも
に

IC
T

の
活

⽤
に

よ
り

個
⼈

情
報

に
触

れ
る

機
会

も
増

え
、そ

の
取

り扱
い

に
苦

⼼
され

る
場

⾯
や

、ま
た

IC
T

ツー
ル

を
使

⽤
した

学
⽣

との
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
の

際
に

、⼤
き

な
問

題
に

な
りか

ね
な

い
イン

シ
デ

ント
や

ヒヤ
リハ

ット
事

例
が

実
際

に
発

⽣
して

い
ま

す
。 

今
回

は
、個

⼈
情

報
保

護
の

必
要

性
が

よ
り⾼

ま
って

い
る

こと
や

IC
T

の
利

活
⽤

が
増

え
た

こと
を

背
景

に
、個

⼈
情

報
の

取
り扱

い
に

関
す

る
視

点
を

踏
ま

え
た

授
業

運
営

（
業

務
）

に
加

え
て

、教
職

員
とし

て
最

低
限

知
って

お
くべ

き
セ

キ
ュリ

テ
ィ

知
識

、情
報

リテ
ラシ

ー
等

に
つ

い
て

の
学

び
を

深
め

る
機

会
とし

て
セ

ミナ
ー

を
開

催
い

た
しま

した
。 

開
催

⽇
 

20
23

年
（

令
和

５
年

）
２

⽉
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⽇
（

⾦
）

 1
4

時
00

分
 〜

 1
5

時
30

分
 

開
催

形
式

 
オ

ンラ
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形
式

及
び

オ
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マン
ド配

信
（

事
前

登
録

制
）

 
主

催
 

中
京

⼤
学

内
部

質
保

証
会

議
、情

報
セ

ンタ
ー

、教
育

推
進

セ
ンタ

ー
、⼈

事
部

（
共

同
開

催
）

 
テ

ー
マ

 
授

業
運

営
・業

務
に

お
け

る
重

要
情

報
の

扱
い

と情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

の
あ

りか
た

 
講

師
 

⻑
⾕

川
 ⻑

⼀
 先

⽣
 

株
式

会
社

ラッ
ク 

新
規

事
業

開
発

部
 産

学
官

連
携

事
業

室
 

（
兼

）
東

京
電

機
⼤

学
、九

州
⼯

業
⼤

学
、北

九
州

⼯
業

⾼
専

、⾼
知

⼯
業

⾼
専

 ⾮
常

勤
講

師
 

対
象

 
本

学
の

専
任

教
員

、⾮
常

勤
講

師
、職

員
、⼤

学
院

⽣
（

博
⼠

後
期

課
程

）
 

 〇
参

加
状

況
 

所
  

 属
 

参
加

者
数

 
（

内
オ

ンデ
マ

ンド
視

聴
者

数
）

 
専

任
教

員
参

加
率

 

⽂
学

部
 

9 
(3

) 
45

.0
%

 
国

際
英

語
学

部
 

0 
(0

) 
0.

0%
 

国
際

教
養

学
部

 
 

 
国

際
学

部
 

13
 

(5
) 

33
.3

%
 

⼼
理

学
部

 
3 

(0
) 

17
.6

%
 

現
代

社
会

学
部

 
2 

(1
) 

11
.1

%
 

法
学

部
 

6 
(1

) 
35

.3
%

 
総

合
政

策
学

部
 

9 
(3

) 
52

.9
%

 
経

済
学

部
 

5 
(3

) 
25

.0
%

 
経

営
学

部
 

4 
(2

) 
23

.5
%

 
⼯

学
部
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45
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%

 
ス

ポ
ー

ツ
科

学
部
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) 
27

.1
%

 
教

養
教

育
研

究
院

 
7 

(1
) 

13
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%
 

法
務

総
合

教
育

研
究

機
構

 
5 

(4
) 
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.3

%
 

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
セ

ン
タ

ー
 

3 
(1

) 
9.

7%
 

⾮
常

勤
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員
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(1
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⼤
学

院
⽣

 
1 

(0
) 

 
職

員
 

13
1 

(3
2)

 
 

合
計

 
27

1 
(8
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28
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%
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